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概要

Fiery Command WorkStation

Command WorkStation は、Fiery servers の印刷ジョブ管理インターフェイスです。

Command WorkStation では、複数の Fiery servers に接続したうえで、1 つの場所でジョブの管理を行うことが
できます。直観的なインターフェイスにより、オペレーターやシステム管理者は、処理するジョブの数やタイ
プに関係なく、複雑なタスクを簡単に処理できます。

ジョブセンターとデバイスセンターは Command WorkStation の統合機能であり、これらにはジョブの検索とプ
レビュー、ワークフローの割り当て、印刷の管理を行うためのツールが含まれています。

Command WorkStation のツールを使用して、以下のタスクを実行できます。

• ジョブのインポートとプレビュー

• Fiery servers に関する情報の表示

• プリントオプションの指定

• カスタムワークフローの表示と変更

• プリプレスジョブワークフローの管理

• 面付けソフトウェアやメイクレディアプリケーションなどの Fiery アプリケーションを使用したジョブの
準備とアセンブリ

Fiery servers には数々のオプション機能が用意されています。このヘルプシステムではそれらをすべて解説し
ています。だたし、接続している Fiery server でサポートされていない機能（HyperRIP モードなど）は、
Command WorkStation では表示されません。

Fiery server にインストールされている Fiery システムのバージョンは、デバイスセンター > 一般情報で確認で
きます（Command WorkStation ワークスペース（11 ページ）を参照してください）。

Command WorkStation の機能の詳細は、取扱説明書の『ユーティリティ』を参照してください。

Command WorkStation ワークスペース

メインウィンドウでは、接続しているすべての Fiery servers または選択したサーバーで発生しているアクティ
ビティの概要が表示され、各種機能にアクセスできます。

Fiery server を Command WorkStation に追加する場合は、Fiery server を追加して接続する（16 ページ）を参照
してください。

メモ：表示される内容は Fiery server ごとに異なります。概要を以下で説明します。詳細については、ジョブ
センターのヘルプメニューから Fiery server の Command WorkStation ヘルプにアクセスし参照してください。
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Command WorkStation のメインウィンドウには、以下の領域が含まれています。

• メインメニュー：各種コマンドにアクセスできます。

• サイドバー：ボタンによるナビゲーションを表示します（ 上部にある Fiery ロゴの直下）。このボタンで
ホーム、ジョブセンター、アプリおよびリソースの画面を移動できます。

• ホーム：接続している Fiery servers の状況の概要と、1 週間以内に実行した印刷処理について統計情報の
スナップショットが表示されます。

• ジョブセンター：接続している Fiery server に送信されたジョブの表示および管理に使用できます。

• サーバー：ジョブキューやジョブ状況が一覧表示されます。一部の Fiery servers では、使用可能な用
紙や消耗品も表示されます。各 Fiery server の表示を折りたたむと、表示できるサーバーの数が増えま
す。

• ジョブ状況：現在処理中のジョブと印刷中のジョブの状況が表示されます。これらのジョブを管理す
るには、サーバー一覧で処理中キューまたは印刷中キューをクリックします。

• ジョブプレビュー：処理済みジョブのすべてのページ、またはスプール済みジョブの 初のページの
内容（サムネイル）を表示します。

• ジョブ概要：ジョブ名またはタイトル、ページ数またはシート数、部数など、選択したジョブの情報
が表示されます。スプール時間または処理時間、使用されている用紙、プリフライトまたはジョブの
検証結果など、その他の情報が、選択した Fiery server 別に表示されます。鉛筆アイコンをクリックす
ると、一部のジョブプロパティのフィールドを編集できます。

• ジョブ一覧：ジョブのリストと、実行できるジョブアクションをまとめたツールバーが表示されます。
ジョブを右クリックすると、ジョブアクションの完全なリストが表示されます。

• アプリおよびリソース：インストールされているすべての Fiery アプリケーションに 1 回のクリックで
アクセスできるほか、Fiery server について他のアプリケーションやリソースも表示されます。選択した
Fiery server でサポートされている無料のソフトウェアトライアルやダウンロードにもアクセスできま
す。

メモ：使用可能なアプリおよびリソースの一覧を表示するには、インターネット接続が必要です。

ジョブセンター

Command WorkStation のジョブセンターは、接続している Fiery server に送信されるジョブを表示して一元的に
管理する場所です。ジョブセンターには印刷中キュー、処理中キュー、準備完了キュー、待機リスト、印刷済
みリスト、アーカイブ済みリストがあります。

ジョブセンターでは、以下の作業を行うことができます。

• すべての Fiery servers を横断したジョブの検索、ジョブのプロパティの表示およびジョブのプレビュー。
ツールバーからさまざまな機能にアクセスできます。

• ワークフローの割り当てとジョブの管理

• ジョブ一覧のカスタムビューによる効率的なジョブ管理

• すべての Fiery servers の状況の表示

• プレスに関する情報の表示

• ジョブのプレビュー

• ジョブのサムネイルアイコンの表示
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• ジョブ概要ペインでのプロパティの編集

• デスクトップから Command WorkStation へのジョブのドラッグアンドドロップ

• 使用している Fiery server の『ヘルプ』へのアクセス

処理中ジョブと印刷中ジョブの状況

ジョブセンターの上部にある処理中ペインと印刷中ペイン（青い長方形）には、それぞれ処理中のジョブと印
刷中のジョブの進行状況が表示されます。

処理中ペインにジョブをドラッグアンドドロップすることができます。

Fiery server が HyperRIP モードをサポートしている場合は、さらに詳しい状況を知ることができます。ジョブ
がページ平行モード（単一ジョブモード）で処理されている場合は、ジョブセンターの処理中ペインに表示さ
れる進行状況バーが分割され、使用中のプロセッサーごとの進行状況が示されます。ジョブがジョブ平行モー
ド（複数ジョブモード）で処理されている場合は、処理中ペインのジョブ状況カラムがさらに分割され、処理
中のジョブごとの進行状況が示されます。

キュー内のジョブを管理するコマンド

ジョブセンターの待機、印刷済み、またはアーカイブ済みキューに表示されるジョブ向けのコマンドを利用で
きます。キュー内のジョブを右クリックしてコマンドの一覧を表示したり、アクションメニューからコマンド
を選択したりできます。

オプション機能は、接続している Fiery server でサポートされているものだけが表示されます。

ワークフローを適用 選択したジョブに適用できるサーバープリセットおよび仮想プリンタ
ーの一覧を表示します。

アーカイブ 選択したジョブをアーカイブします。

削除 選択したジョブを削除します。

複製 選択したジョブのコピーを作成します。

ImageViewer 1 つのジョブの 初のページ（複数のジョブが選択されている場合は
初の選択ジョブのページ）を表示する ImageViewer を開きます（サポー
トされている場合）。詳細は、Fiery ImageViewer（149 ページ）を参照し
てください。

Metrix Quick Impose Metrix Quick Impose を開きます。これは、必要なプレスシート数と各プ
レスシートの 適なレイアウトを自動的かつ動的に決定する面付けソ
フトウェアです。詳細は、Metrix Quick Impose（103 ページ）を参照し
てください。

Preflight 出力エラーがよく発生する項目をチェックしてファイルが正常に印刷
されるようにするために、選択されている 1 つのジョブ（複数のジョブ
が選択されている場合は 初の選択ジョブ）が表示された状態でプリフ
ライト設定ダイアログボックスを開きます。詳細は、プリフライト（148
ページ）を参照してください。

プレビュー ジョブのページの画像を表示できるプレビューダイアログボックスを
開きます。
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処理後待機 選択したジョブを待機、印刷済み、アーカイブ済みリストから処理中キ
ューに送信します。

プロパティ 選択したジョブに関する情報（印刷設定など）が表示されるジョブのプ
ロパティウィンドウを開きます。複数のジョブが選択されている場合、
選択されたジョブが共有していないプロパティは空欄になります。

ラスターデータ除去 選択したジョブのラスターデータを待機またはアーカイブ済みリスト
から削除します。

名前変更 選択したジョブ名を変更します。

送信先 別の Fiery server のキューにジョブを移動します。送信先の Fiery server
が Command WorkStation に接続されている必要があります。接続され
ていないものは送信先の一覧に表示されません。

プレスへ送信 選択されたジョブを印刷のためにプレスに送信します。

メモ：プレスへ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

印刷キューへ送信 選択されたジョブを印刷のためにプレスに送信します。

メモ：印刷キューへ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

準備完了へ送信 ジョブを印刷のためにプレスに送信できます。

メモ：準備完了へ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

Metrix QuickSet を適用 Metrix Quick Impose を開いて、QuickSet を作成するか、既存の QuickSet
から選択することができます。詳細は、Metrix Quick Impose（103 ペー
ジ）を参照してください。

デバイスセンター

Command WorkStation では、1 つのワークスペース内にシステム情報を表示します。デバイスセンターを使用
すると、接続している Fiery server を設定したり、各種の印刷管理ツールにアクセスしたりできます。

デバイスセンターにアクセスするには、詳細アイコン（3 つのドット）をクリックしてデバイスセンターを選
択するか、サーバーリスト内の Fiery server 名をダブルクリックします。

デバイスセンターでは、以下の作業を行うことができます。

• 接続している Fiery server に関する情報の表示

• カラーのデフォルトなど、ジョブプロパティのデフォルトの設定

• Substrate Catalog、バリアブルデータ印刷（VDP）、カラープロファイル、スポットカラーテーブル、フォ
ント設定の表示と変更

• 使用可能な仮想プリンターおよびサーバープリセットの表示と作成

• 処理済みおよび印刷済みジョブの詳細ログの表示
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デバイスセンターには以下の設定があります。

• 一般 - 接続している Fiery server に関する情報を表示します。IP アドレス、容量（ハードディスクドライブ
の空き領域）、インストール済みのオプションやパッケージのリストなど。一般セクションには次の機能が
あります。一般情報、サーバー設定、ツール

• カラー設定 - カラー設定セクションには、カラー管理があります。また、接続している Fiery server でサポ
ートされていれば、コントロールバー、トラッピング、およびハーフトーンシミュレーションが含まれる
こともあります。

• リソース - Substrate Catalog、バリアブルデータ印刷（VDP）、カラープロファイル、スポットカラーテーブ
ル、フォント設定を表示および変更します。リソースセクションには、以下が含まれています。サイズカ
タログ、バリアブルデータ印刷リソース、プロファイル、フォント。また、接続している Fiery server でサ
ポートされていれば、Substrate Catalog、スポットカラー、特殊カラーが含まれることもあります。

• ワークフロー - 使用可能な仮想プリンターおよびサーバープリセットの一覧を表示します。ワークフロー
セクションには以下が含まれています。ジョブプリセットと仮想プリンター。

• ログ - 処理済みおよび印刷済みジョブの詳細ログを表示します。ログタブにはジョブログタブがありま
す。

Fiery Command WorkStation
概要
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Fiery server を追加して接続する

アクセスレベル

システム管理者、オペレーター、または（システム管理者がアクセス権を付与した）任意のユーザーとしてロ
グオンできます。システム管理者は各ユーザーに対し、パスワードを設定できます。

• システム管理者 - Command WorkStation および Fiery server のコントロールパネルの全機能にアクセスで
きます。システム管理者のパスワードが必要です。

• オペレーター- ジョブセンターの全機能にアクセスできます。デバイスセンターで、オペレーターは
Configure、バックアップ/復帰、パスワードの変更、ジョブログの削除にアクセスできません。Substrate
Catalog、仮想プリンター、およびカラー管理機能の表示はできますが、編集はできません。オペレーター
のパスワードが必要です。

• ユーザー名 - システム管理者は、ユーザーを作成してグループに割り当て、そのグループに権限（ゲスト
の権限、サーバープリセットを作成する権限など）を割り当てます。

アクセスレベルの設定の詳細は、『Configure のヘルプ』および取扱説明書の『設定管理』を参照してくださ
い。

Fiery server への接続

Command WorkStation を使用するには、Fiery server に接続する必要があります。

Command WorkStation のサーバーリストにより、使用可能なすべての Fiery server へのアクセスを管理します。
Fiery server の追加（および接続）、削除、切断を選択できます。

ダイアログボックスにサーバー名または IP アドレスを入力して、Fiery server を検索できます。サーバー接続
が確立されて認証されると、サーバーリスト内の IP アドレスは Fiery server 名に切り替わります。Command
WorkStation は一度に複数の Fiery server に接続することができます。

Fiery server を追加して接続する

Fiery server を追加し、そこに接続したり再接続したりできます。

Fiery server を追加するには、そのサーバー名または IP アドレスが必要です。

サーバー名または IP アドレスがわからない場合は、検索機能を使用してネットワーク上で使用可能な Fiery
server を見つけることができます。詳細については、使用可能な Fiery server を検索するには（17 ページ）を
参照してください。

Fiery Command WorkStation
Fiery server を追加して接続する
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1 サーバーリストまたはホームスクリーンでプラス記号（+）をクリックします。Fiery server の IP アドレス
またはサーバー名を入力し、追加をクリックします。

2 ユーザーリストからユーザーを選択し、適切なパスワードを入力します。

ユーザーはデフォルトのユーザー名（システム 管理者およびオペレーター）に加えて、独自のユーザー名
でもログインできます。ただし、その場合はネットワーク管理者がユーザーをいずれかのグループのメン
バーに設定しておく必要があります。

3 ログインをクリックします。

4 サーバーリストの Fiery server に接続したことがある場合は、その Fiery server を選択し、接続をクリックし
ます。

使用可能な Fiery server を検索するには

Fiery server のサーバー名または IP アドレスがわからない場合、ローカルエリアネットワークで Fiery server を
検索できます。ローカルコンピューターが含まれているサブネット内か、特定のサブネットまたは IP アドレ
スの範囲内を検索できます。

1 サーバーリストでプラス記号（+）をクリックします。

2 Fiery サーバー追加ダイアログボックスにローカルサブネットの自動検索結果が表示されない場合や、サー
バー名または IP アドレスが不明な場合は、高度な検索をクリックします。

3 次のいずれかの操作を行います。

• 特定の IP アドレス範囲内の Fiery servers を検索するには、検索ドロップダウンメニューから IP 範囲を選
択します。

• 検索を開始する IP アドレスを開始に入力します。オクテットの 初から検索するには、「0」と入力し
ます。たとえば、「10.100.10.0」と入力します。

• 検索を終了する IP アドレスを終了に入力します。オクテットの 後まで検索するには、「255」と入力
します。たとえば、「10.100.10.255」と入力します。

• 特定のサブネット範囲内の Fiery servers を検索するには、検索ドロップダウンメニューからサブネットを
選択します。

• 検索対象に含めるサブネット範囲を示すサブネットアドレスを入力します。どの数値でもかまわない
オクテットには、「0」を入力します。たとえば、「10.100.10.0」を入力すると、「10.100.10.1」から

「10.100.10.255」の範囲が検索されます。

• 検索対象から除外するサブネット範囲を示すサブネットマスクを入力します。何も除外しない場合
は、「0」を入力します。たとえば、「255.255.255.0」を入力すると、先頭の 3 つのオクテットのサブネ
ットアドレス以外はすべて除外され、4 番目のオクテットでは任意の値が許可されます（10.100.10.30
など）。

4 実行をクリックします。

検索条件に一致する Fiery server があれば、表示されます。キーワードでフィルタリングフィールドにキー
ワードを入力することで、検索結果リストを絞り込むことができます。

5 結果リストから Fiery server を選択し、OK の後に追加をクリックして、そのサーバーをサーバーリストに
追加します。

Fiery Command WorkStation
Fiery server を追加して接続する
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Fiery server からログオフするには

Fiery server からログオフすると、Fiery server と Command WorkStation の間の接続が終了します。

1 サーバーリストから Fiery server を選択します。

2 Fiery server の名前横にある「詳細」アイコンをクリックし、次のいずれかを選択します。

• システム管理者としてログインしている場合は、システム 管理者"をログアウトをクリックします。

• オペレーターとしてログインしている場合は、オペレーター"をログアウトをクリックします。

別の Fiery server を表示する

Command WorkStation では、接続している Fiery server から別のサーバーに表示を切り替えることができます。

• 接続している Fiery server から別のサーバーに表示を切り替えるには、サーバーリストで別の Fiery server を
クリックします。

サーバーリスト

サーバーリストには、現在接続中または過去に接続された（現在は接続解除されている）Fiery servers に関す
る情報が表示されます。

サーバーリストは「ドロップゾーン」です。つまり、サーバーリスト内のキューにファイルをドラッグアンド
ドロップできます。サーバーリストは、接続しているプリンターの情報が Fiery server 名のすぐ下に表示され
るように設計されています。Fiery server 名の左側にあるプラス記号（+）をクリックすると、個々の Fiery server
を展開できます。Command WorkStation を終了しても、サーバーリストは保持されます。

消耗品

消耗品とは、ジョブを印刷するためにプレスで使用（消費）されるサブストレートやインクなどの限りあるリ
ソースです。

消耗品に関する情報は、以下で参照できます。

メモ：この機能は、接続したプレスでサポートされている場合に利用できます。

• サーバーリスト（Fiery server のキューの名前の下）

• デバイスセンター > 一般 > 一般情報 > 消耗品

サーバー情報

Fiery server 情報を詳細な形式で表示するには、デバイスセンター > 一般 > 一般情報を選択します。

Fiery Command WorkStation
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エラー/警告

サーバーリストには、Fiery server の状況に関する情報と、プレスに関するエラーメッセージが表示されます。

状況メッセージ

状況メッセージには Fiery server に関するものと、プレスに関するものがあります。メッセージは以下のとお
りです。

使用可能 Fiery server またはプレスは使用可能です。

ビジー Fiery server はジョブを処理しています。

印刷中 Fiery server はジョブを印刷しています。

キャンセル中 Fiery server はジョブをキャンセルしています。

スリープ プレスはスリープモードです。

低電源 プレスは低電源モードです。

キャリブレーション プレスはキャリブレーションを実行しています。

メンテナンスが必要 プレスの定期メンテナンスが必要です。

ウォーミングアップ中 スリープモード（低電源モード）から立ち上がり、現在ウォーミングア
ップ中です。

エラーメッセージ

エラーメッセージは、Fiery server とプレスの両方に影響があり、ジョブが印刷できなくなる問題（紙詰まりな
ど）に関する非常に重要なメッセージです。複数のエラーが同時に発生した場合、 も重大なエラーが先に表
示されます。 初のエラーが解決されると、次のエラーが表示されます。

表示されるエラーメッセージの例は以下のとおりです。

• プレスの電源とケーブル接続を点検してください

• プレスのシリアル通信が切断されました

• 印刷一時停止

Fiery Command WorkStation
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Command WorkStation のカスタマイズ

Command WorkStation の環境設定

Command WorkStation 全体に適用される環境設定を指定できます。たとえば、アプリケーションの設定を元の
デフォルトにリセットすることもできます。

1 環境設定ウィンドウを開くには：

• Windows コンピューターの場合は、編集 > 環境設定をクリックします。

• Mac OS コンピューターの場合は、Command WorkStation > 環境設定をクリックします。

2 一般で、以下の一般環境設定を指定します。

• アップデート - 今すぐ確認をクリックして Fiery Software Manager を開き、 新バージョンの Command
WorkStation ソフトウェアと Fiery ワークフローアプリケーションをオンラインで入手できるかどうかを
確認します。

• 設定リセット - リセットをクリックして、アプリケーションの設定を元のデフォルトに戻します。

メモ：追加した Fiery servers は、パスワードと共にサーバーリストに保持されます。

• データの消去 - データの消去をクリックして、Command WorkStation でパスワードを保存したすべてのユ
ーザーとサーバーについて保存済みのパスワードを消去します。

• 改善プログラム - ソフトウェアの品質、信頼性、パフォーマンスの向上に取り組む EFI に協力するため、
氏名、住所、その他の個人情報を含まない匿名の使用データを送信することに同意する場合は、該当す
るチェックボックスをクリックします。

3 地域で、以下の地域設定を指定します。

• 言語 - Command WorkStation に表示する言語を選択します。デフォルトでは Command WorkStation は、現
在の地域のオペレーティングシステム言語を使用します（その言語がサポートされている場合）。サポー
トされていない言語の場合、Command WorkStation はデフォルトで英語を使用します。

メモ：Command WorkStation の言語を変更すると、同じクライアントにインストールされている場合は
Fiery Hot Folders の言語も変更されます（逆の場合も同様です）。

• 測定単位 - ページサイズやカスタムサイズなどの属性を表示するための測定単位を指定します。この設
定は定義済みのページサイズ値には影響を及ぼしません。

メモ：Metrix Quick Impose がインストールされている場合、測定単位設定は面付けウィンドウに手動で
入力される値にも適用されます。

4 OK をクリックして設定を保存し、環境設定ウィンドウを閉じます。

Fiery Command WorkStation
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ジョブセンターの列を管理する

キューの列見出しをカスタマイズできます。特定の印刷環境に関連する情報が表示されるように、これらの列
の順序を変更するか、または列を追加/削除します。

カラム表示を変更する

ジョブセンターのカラムセットを指定したり、カラムの追加/削除を行ったりできます。

1 ウィンドウタイトルバーの下にある任意のカラムを右クリックします。

2 標準セット、バリアブルデータ印刷セット、JDF セットのいずれかを選択します。

3 メニュー内の項目を選択して、カラムの追加/削除を行います。

カラムの幅を調整する

ジョブセンターのカラムの幅を変更できます。

• そのためには、カラムの境界を左または右にドラッグします。

ペインの展開/折りたたみ

ワークステーションの必要に応じて、ジョブプレビュー、ジョブ概要、サーバーペインの個別のサーバーを展
開したり、折りたたんだりできます。

ジョブプレビュー、ジョブ概要、サーバーペインの展開または折りたたみ

これらのペインは、展開したり折りたたんだりすることができます。

• 次のいずれかを行います。

• ペインのタイトルバーにある矢印アイコンをクリックして、ウィンドウを展開したり、折りたたんだり
します。

• サーバーリストでサーバーの隣にあるプラス記号またはマイナス記号をクリックします。

Fiery Command WorkStation
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ツールバーをカスタマイズするには

ジョブセンターでツールバーをカスタマイズできます。また、デフォルトのツールバーアイコンに戻すことも
できます。

一部のツールバーアイコンは、Fiery server でサポートされている場合にのみ使用できます。

1 ツールバー上で右クリックし、表示されるサブメニューからカスタマイズ...を選択します。

標準セットがツールバーアイコンのデフォルトセットです。

2 ツールバーをカスタマイズウィンドウで、ツールを選択し、追加または除去をクリックして使用可能なツ
ールリストと選択したツールリストの間でツールを移動することで、ツールバーアイコンを追加または除
去します。

標準セットには次のツールバーアイコンを追加できます。

• 処理後待機 - 選択されたジョブを処理して待機リストに保持します。

• アーカイブ - 選択されたジョブをアーカイブします。

• Metrix Quick Impose - 選択されたジョブの Metric Quick Impose ウィンドウを開きます。

標準セットのアイコンの一覧については、ジョブセンターのツールバーのアイコン（22 ページ）を参照
してください。

3 ツールを選択し上または下ボタンをクリックして、ツールバーアイコンの表示順序を指定します。

4 標準セットをクリックすると、デフォルトのツールバーアイコンに戻ります。

ジョブセンターのツールバーのアイコン

ジョブセンターのツールバーには、一連の標準的なアイコンが表示されます。

インポート ファイルのインポートウィンドウを開きます。

プレスへ送信 選択されたジョブを印刷のためにプレスに送信します。

メモ：プレスへ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

印刷キューへ送信 選択されたジョブを印刷のためにプレスに送信します。

メモ：印刷キューへ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

準備完了へ送信 選択されたジョブを印刷のためにプレスに送信します。

メモ：準備完了へ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

プロパティ 選択したジョブのジョブのプロパティウィンドウを開きます。

プレビュー 選択したジョブを表示する Fiery プレビューウィンドウを開きます。

削除 選択したジョブを削除します。

ログ ジョブログウィンドウを開きます。

Fiery Command WorkStation
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Substrate Catalog Substrate Catalog ウィンドウを開きます。

メモ：一部のツールは、Fiery server でサポートされている場合のみ使用できます。

Fiery Command WorkStation
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Fiery server 設定

Configureにアクセスする

Fiery server を初めて起動した後、またはシステムソフトウェアをインストールした後、Fiery server を設定す
る必要があります。これを行わなかった場合、デフォルト設定が使用されます。使用している印刷環境に合っ
た設定を選択してください。ネットワークまたは印刷環境が変わった場合は、設定の調整が必要となることが
あります。

Configure を使用して、クライアントコンピューターから Fiery server を設定できます。Configure には次の場所
からアクセスできます。

• Command WorkStation

• WebTools（サポートされるインターネットブラウザーから）

Command WorkStation から Configureにアクセスする

1 Command WorkStation から対象の Fiery server に接続し、システム管理者としてログインします。

2 Configure を起動するには、次のいずれかを行います。

• デバイスセンターで一般情報を選択し、右下隅の Configureをクリックします。

• サーバーメニューで、Configureをクリックします。

3 Configure で、Fiery server の現在の設定オプションを変更します。

WebTools から Configureにアクセスする

Configure を使用して Fiery server を設定します。設定は、初めて Fiery server を起動する際、またはシステムソ
フトウェアをインストールした後に必要です。Configure を使用すると、ユーザーが Fiery server に送信するジ
ョブのネットワーク環境やプリント環境設定に関する情報を指定することもできます。

1 インターネットブラウザーを開き、Fiery server の IP アドレスを入力します。

2 WebTools で設定アイコンをクリックします。

メモ：信頼できない接続であるというメッセージが表示された場合は、メッセージを無視して続行してか
まいません。

3 システム管理者権限でログインします。

Fiery Command WorkStation
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Configureのヘルプやその他の情報を参照する

Configure で、画面右側のヘルプアイコンをクリックします。

このヘルプ（『Configure のヘルプ』）に記載されていない Configure のセットアップオプションについての詳細
は、取扱説明書の『設定管理』を参照してください。

メモ：Configure オプションの一部は、お使いの Fiery server でサポートされていない場合があります。

Configureを終了する

一部の設定は Fiery server をリブートしないと反映されません。設定変更の反映に再起動、リブート、または
その他の動作が必要な場合、ページ上部にメッセージが表示されます。

1 必要な変更を行います。

リブートが必要な設定を複数行う場合、すべての設定変更を完了してからリブートします。

2 変更が反映されるように、Fiery server をリブートします。

サーバー設定の内容を表示、保存、または印刷する

Command WorkStation の「サーバー設定」タブに現在の Fiery server 設定が一覧表示されます。

サーバー設定の内容を表示する

サーバー設定タブでは、Fiery server 設定のカテゴリを表示したり、設定オプションを変更したりできます。

1 Command WorkStation から対象となる Fiery server に接続し、デバイスセンター > 一般 > サーバー設定をク
リックします。

2 次のいずれかを行います。

• ページの左にあるショートカットをクリックして、表示したいカテゴリの設定内容を表示します。

• ウィンドウの右下隅にある Configureをクリックして、現在の Fiery server 設定オプションを変更しま
す。

サーバー設定をファイルとして保存する

接続先の Fiery server ごとに、サーバー設定をファイルとして保存できます。これは特に、複数の Fiery servers
を管理している場合に、各 Fiery server の設定の変更を把握するのに便利です。

1 Command WorkStation から Fiery server に接続します。
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2 デバイスセンター > 一般 > サーバー設定をクリックします。

3 別名保存をクリックします。

4 ファイル名と保存場所を指定します。

5 ファイルのタイプとして PDF またはテキストを選択します。

6 保存をクリックします。

サーバー設定ページを印刷する

設定を行った後、サーバー設定を印刷して設定を確認し、Fiery server の近くに掲示してすぐに参照できるよう
にします。ユーザーは、現在のデフォルト設定など、このページの情報が必要です。

1 設定ファイルを保存します。

2 保存したファイルをオフィスプリンターに印刷します。

ユーザーとグループ

Fiery server にアクセスするユーザーを作成し、グループに割り当てることによって、ユーザーの権限を定義で
きます。いくつかのグループがデフォルトで用意されています。同じグループ内の全ユーザーが同じ権限を
持ちます。

ユーザーとグループに関する詳細情報は、Configure > ユーザーアカウントで確認できます。

作成したユーザーをグループに割り当てるだけでなく、組織全体のアドレスリストからユーザーを追加するこ
ともできます。これを行うには、 初に、Fiery server で LDAP サービスを使用可能に設定する必要がありま
す。

新規ユーザーを作成する

グローバルアドレスリストや連絡先リストにユーザーが存在しない場合、手動でユーザーを作成できます。連
絡先リストに表示される任意の名前をユーザーとしてグループに割り当てることができます。

「システム管理者」および「オペレーター」グループには、それぞれ「システム管理者」および「オペレータ
ー」という名前のデフォルトユーザーが含まれています。

1 Configure で、ユーザーアカウントを選択します。

2 Fiery 連絡先リストボタンをクリックします。

3 Fiery 連絡先リストダイアログボックスで、ユーザー追加ボタンをクリックします。

4 ユーザー作成ダイアログボックスで、必要な情報を指定します。作成をクリックします。

5 閉じるをクリックします。
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ユーザーを既存グループに追加する

既存のユーザーを既存のグループに追加したり、ユーザーを作成して既存のグループに追加したりできます。
ユーザーは複数のグループに追加できます。

ユーザーのアカウントを作成しても、そのユーザーをグループに追加するまでは、権限を与えたことにはなり
ません。

1 Configure で、ユーザーアカウントを選択します。

2 ユーザーを追加するグループを選択します。

3 ユーザー指定をクリックします。

4 次のいずれかの方法でユーザーをグループに割り当てます。

• 新規ユーザーを作成してグループに割り当てるには、ドロップダウンリストから新規ユーザー作成/指定
を選択して、ユーザー作成ダイアログボックスに情報を入力し、作成をクリックします。

• 既存のユーザーアカウントをグループに割り当てるには、連絡先リストから追加を選択します。ユーザ
ー指定ダイアログで、Fiery 連絡先リストのユーザーにアカウント名を入力し、Enter キーを押すか、リ
ストに表示されたアカウントを選択し、ユーザー追加をクリックします。

• グローバルアドレスリストからユーザーを指定する場合は、グローバルアドレスリストから追加を選択
します。LDAP が設定済みで使用可能になっている場合、このリストには、所属する組織の企業データ
ベースから取得された名前が含まれます。LDAP 設定ボタンが表示されたら、ボタンをクリックして、
Command WorkStation に対応するように LDAP 設定を行います。

5 ユーザーアカウントをグループに追加し終えたら、閉じるをクリックします。

グループからユーザーを削除する

グループからユーザーを削除できます。ユーザーを削除した後でも、Fiery server へ送信済みのジョブは処理さ
れます。ジョブログにはジョブ情報にユーザー名が残ります。

グループからユーザーを削除しても、Fiery 連絡先リストからは削除されません。

メモ：「システム管理者」または「オペレーター」という名前のデフォルトユーザーは削除できません。

1 Configure で、ユーザーアカウントを選択します。

2 ユーザーが所属しているグループを選択します。

3 グループから削除するユーザーの名前の上にカーソルを置きます。
編集および削除のアイコンが表示されます。

4 削除アイコンをクリックします。
ユーザーは、グループから削除されますが、Fiery 連絡先リストからは削除されません。

Fiery Command WorkStation
Fiery server 設定

27



ユーザー属性を変更する

ユーザーのパスワードやメールアドレスなどの属性を変更できます。ユーザーがすでにログインしている場
合は、そのユーザーがログアウトして次に再びログインするときに変更が適用されます。

システム管理者およびオペレーターのデフォルトパスワードを変更するには、次の手順に従うか、新しいパス
ワードの設定を行います。

1 Configure で、ユーザーアカウントを選択します。

2 Fiery 連絡先リストボタンをクリックします。

3 ユーザー名の上にカーソルを移動します。
編集アイコンが表示されます。

4 編集アイコンをクリックします。ユーザー編集ダイアログボックスで、ユーザー属性を編集し、保存をク
リックします。

グループ権限を変更する

1 Configure で、ユーザーアカウントを選択します。

2 グループ名の上にカーソルを移動します。
編集アイコンが表示されます。

3 編集アイコンをクリックします。グループを編集ダイアログボックスで、権限を選択またはクリアし、保
存をクリックします。

メモ：以下の権限は、一部の Fiery servers ではサポートされていない可能性があります。

• キャリブレーション - このグループのメンバーは Fiery server のキャリブレーションを実行できます。デ
フォルトグループでは、システム管理者グループとオペレーターグループのみこの権限を持ちます。

• サーバープリセット作成 - このグループのメンバーは、ユーザーがジョブに対して選択できるプリント
オプションのセットを保存できます。

• ワークフロー管理 - サーバープリセットや仮想プリンターを作成、編集、および削除できます。

• ジョブ編集 - メンバーは待機キューまたは印刷済みキューのジョブを編集できます。

ユーザーを削除する

Fiery server からユーザーを完全に削除できます。ユーザーを削除した後でも、Fiery server へ送信済みのジョ
ブは処理されます。ジョブログにはジョブ情報にユーザー名が残ります。

メモ：システム管理者またはオペレーターという名前のデフォルトユーザーは削除できません。また、システ
ム管理者およびオペレーターというグループも削除できません。

1 Configure で、ユーザーアカウントを選択します。
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2 Fiery server からユーザーを完全に削除するには、次の操作を行います。

a) Fiery 連絡先リストボタンをクリックします。

b) Fiery 連絡先リストダイアログボックスで、削除するユーザーの名前の上にカーソルを置きます。
編集および削除のアイコンが表示されます。

メモ：削除アイコンは、ユーザーの削除を許可されている場合にのみ表示されます。

c) 削除アイコンをクリックします。
Fiery server からユーザーが完全に削除されます。

d)閉じるをクリックします。

バックアップと復帰について

設定の一部のカテゴリをバックアップおよび復帰することができます。

バックアップファイルは Fiery server ではなく、ネットワークサーバーに保存してください。Fiery Server に保
存すると、システムソフトウェアを再インストールした場合、バックアップファイルが削除されます。

バックアップ/復帰の際の重要な情報：

• 保存済みバックアップ/復帰設定は、Configure と Command WorkStation のいずれにも使用できます。

• Fiery server を新しいシステムソフトウェア版にアップグレードする場合は、旧バージョンで作成したバッ
クアップファイルを復帰させることができます。ただし、システムデフォルトに設定されている旧システ
ムソフトウェアでは、新規設定が一部使用できない場合もあります。

• バックアップ/復帰設定は、機種とバージョンが同じであれば、別の Fiery server に復帰できます。ただし、
サーバー名、IP アドレス、ネットワーク設定などの設定は復帰されません。既存の設定がそのまま維持さ
れます。これで、両方の Fiery servers が同じネットワーク上に存在する場合に問題の発生を回避できます。

Fiery server 設定のバックアップおよび復帰

Fiery server 設定のバックアップ/復帰は、Configure または Command WorkStation から実行できます。

メモ：一部の Fiery server では、「Fiery 設定復帰」および「Fiery デフォルト設定復帰」オプションが使用でき
ない場合があります。

Configureから Fiery server 設定をバックアップする

Configure から、バックアップしたい Fiery server の設定を選択できます。

1 Configure で、Fiery サーバー > バックアップを選択します。

2 画面の指示に従って設定をバックアップします。

Fiery Command WorkStation
Fiery server 設定

29



Command WorkStation から Fiery server 設定をバックアップする

Command WorkStation から、バックアップする Fiery server 設定を選択できます。

1 適切な Fiery server に接続し、次のいずれかの操作を行います。

• デバイスセンター > 一般 > ツール > バックアップ/復帰をクリックします。

• サーバー > バックアップ/復帰を選択します。

2 バックアップをクリックします。

3 バックアップする項目を選択します。

4 表示されるダイアログボックスで、ファイルの保存先を選択し、バックアップファイルの名前を指定しま
す。

5 （オプション）ファイル名に日付を追加を選択することもできます。

6 次へをクリックし、終了をクリックします。

Configureから Fiery server の設定を復帰する

以前に Fiery server の設定をバックアップしている場合、Configure からバックアップを復帰できます。

1 Configure で、Fiery サーバー > ジョブログを選択します。

2 画面の指示に従い、設定の復帰を行います。

Fiery server 設定を Command WorkStation から復帰する

以前に Fiery server の設定をバックアップしている場合、Command WorkStation から設定を復帰できます。

1 適切な Fiery server に接続し、次のいずれかの操作を行います。

• デバイスセンター > 一般 > ツール > バックアップ/復帰をクリックします。

• サーバー > バックアップ/復帰を選択します。

2 復帰をクリックします。

3 ダイアログボックスで、復帰したい設定の場所を参照し、開くをクリックするか、 近のバックアップを
選択します。

4 次へをクリックし、復帰する項目を選択します。

5 次へをクリックし、完了をクリックします。

6 復帰の処理が完了した後で、Fiery server のリブートを求めるメッセージが表示された場合は、リブートを
行います。
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ジョブの表示

ジョブの内容は、さまざまな方法で表示することができます。

スプール済みで未処理のジョブの内容は、以下に表示できます。

• Fiery プレビュー - 詳細は、Fiery プレビュー（33 ページ）を参照してください。

• Command WorkStation ウィンドウのジョブプレビューペイン。詳細については、ジョブプレビューペイン
でのジョブの表示（31 ページ）を参照してください。

メモ：スプール済みのジョブの場合は、ジョブの 初のページがプレビューに表示されます。スプール済
みのジョブのすべてのページを表示するには、ジョブを Fiery プレビューウィンドウに開きます。

処理済みのジョブの内容は、次の方法で表示できます。

• ジョブプレビューペイン - これは Command WorkStation メインウィンドウに含まれるペインです。詳細に
ついては、ジョブプレビューペインでのジョブの表示（31 ページ）を参照してください。

• Fiery ImageViewer - Fiery server でサポートされている場合に使用できます。詳細については、Fiery
ImageViewer（149 ページ）を参照してください。

ジョブプレビューペインでのジョブの表示

ジョブプレビューペインには、選択したジョブの情報が表示されます。ジョブが処理済みである場合、ジョブ
内のすべての面のサムネイルが表示されます。

ジョブが処理済みである場合、ジョブセンターのジョブプレビューペインに内容のサムネイルを表示できま
す。スプール済みで未処理のジョブは、Fiery プレビューウィンドウに開くことができます。処理済みのジョ
ブは、Fiery ImageViewer ウィンドウに表示されます。

Command WorkStation を起動し、待機リストからスプール済みジョブまたは処理済みジョブを選択してジョブ
プレビューペインに表示します。ジョブに関する情報が表示されます。情報の一部のカテゴリは編集できま
す。

ジョブプレビューペインは、Command WorkStation ウィンドウの右側にあります。下の図は、処理済みジョ
ブを示しています。ジョブが処理済みである場合、書類の内部を移動するためのツールが提供されます。
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メモ：鉛筆アイコンがあるフィールドはいずれも編集することができます。

1 サムネイル

2 ジョブの名前

3 処理された後のジョブのシート数

4 印刷する部数

5 用紙情報（サイズ、印刷の向き、用紙の種類、用紙重量など）

6 Preflight情報

アイコンで状況が示されます。

7 スプール、処理、印刷など、ジョブに対して行った最新のアクションと日付およびタイムスタンプ

8 仮想プリンターが使用されている場合は、それがワークフローに表示されます。それ以外の場合は、指定なしと表示されま
す。

メモ：表示される情報のカテゴリーは、Fiery server の性能と選択したジョブの状況によって異なります。
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Fiery プレビュー

Fiery プレビューは、前処理ワークフローでさまざまな梱包材印刷出力をプレビューおよび定義するために使
用されます。Fiery プレビューは、スプール済みジョブのプレビュー、ファイル内のスポットカラーやレイヤ
ーの表示、異なるバージョンの保存を行う手段を提供します。

Fiery プレビューは次のタスクの実行に使用されます。

• JDF または PDF ジョブを処理前にプレビューする。

• Version Editor を使用して、スポットカラーまたはレイヤーに基づいてジョブの異なるバージョンを作成す
る。

• Version Editor を使用して、スポットカラーまたはレイヤーをダイラインとして定義する。

ジョブが処理されたら、ジョブを ImageViewer に表示できます。

ジョブにスポットカラーやレイヤーがない場合でも、ジョブを Fiery プレビューで表示できます。ただし、フ
ァイルにスポットカラーやレイヤーが組み込まれている場合は、バージョンの作成、編集、削除のみ可能で
す。

Metrix Quick Impose からエクスポートされたスプール済みジョブは、Fiery Command WorkStation の待機キュー
にエクスポート済みレイアウトとして一覧表示されます。スプール済みジョブとエクスポート済みレイアウ
トの両方を Fiery Command WorkStation から Fiery プレビューにインポートできます。

Fiery プレビューの使用

Fiery プレビューでジョブをプレビューできます。また、ジョブにスポットカラーまたはレイヤーが含まれて
いる場合は、異なるバージョンを作成することもできます。
任意の PDF または JDF スプール済みジョブを Fiery プレビューで表示できます。

1 次のいずれかの方法で、ジョブを Fiery プレビューに開きます。

• ジョブを右クリックし、プレビューを選択します。

• ジョブを選択し、アクションメニューからプレビューを選択します。

• ジョブを選択し、ツールバーのプレビューアイコンをクリックします。

ジョブが Fiery プレビューウィンドウに表示されます。ジョブのサムネイルが左ペインと、メインペインで
選択したページに表示されます。Version Editor ボタンは Fiery プレビューウィンドウの右上隅にありま
す。

2 Fiery プレビューウィンドウに用意されているメニューは次のとおりです。

• ファイル：環境設定と終了。

• 環境設定：Fiery プレビューの環境設定を出荷時のデフォルトに設定します。

Fiery Command WorkStation
Fiery プレビュー

33



• 終了：ウィンドウを終了し、変更せずにジョブを閉じます。

• 表示：ジョブのページ内のズームおよび移動用コントロール。ウィンドウに合わせる、幅に合わせる、
高さに合わせるの表示オプションには、対応するアイコンがウィンドウの下部にあります。

次のコントロールを使用することができます。

• ウィンドウの側面にあるスクロールバー。

• ウィンドウの下部にあるページ番号ナビゲーション。

• ウィンドウの下部にあるズームコントロールスライダー。

次のアイコンは、Fiery プレビューウィンドウの左上隅にあります。

• ポインター（矢印）：ページを選択します。

• パンツール（手）：ウィンドウの周りにジョブを移動します。

• ズームツール（虫メガネ）：ズームイン/ズームアウトします。

3 ジョブのスポットカラー、レイヤー、バージョンを表示するには、Version Editor ボタンをクリックしま
す。

Version Editor を使用する

Version Editor では、レイヤー、スポットカラー、ダイを表示でき、ジョブのバージョンを作成できます。Version
Editor では、ジョブからスポットカラーまたはレイヤーの設定を抽出した後、ジョブを開いてバージョンの追
加、編集、保存、削除を行えます。異なるスポットカラーまたはレイヤーを選択し、それらをダイラインとし
て定義することもできます。

以下のアイコンとコントロールは、Fiery プレビューウィンドウの場合と同じです。

• ポインター（矢印）：ページを選択します。

• パンツール（手）：ウィンドウの周りにジョブを移動します。

• ズームツール（虫メガネ）：ズームイン/ズームアウトします。

• ウィンドウの側面にあるスクロールバー。

• ウィンドウの下部にあるページ番号ナビゲーション。

• ウィンドウの下部にある高さに合わせる、幅に合わせる、ウィンドウに合わせるの表示オプション。

• ウィンドウの下部にあるズームコントロールスライダー。

次のコントロールは Version Editor に固有のものです。

• スポットカラータブ：元のジョブ内のスポットカラーがすべて表示されます。

• レイヤータブ：元のジョブ内のレイヤーがすべて表示されます。

• ダイラインを選択（鉛筆の先アイコン）：ジョブのダイラインを選択します。ダイラインに使用する XMP
データ（ジョブで使用可能な場合）、スポットカラー、レイヤーを使用できます。
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• ダイライブラリに追加（プラス記号の付いた矢印）：ダイラインをダイライブラリに追加します。このアイ
コンは、スポットカラーがダイラインとして定義されている場合にのみ表示されます。

メモ：スポットカラーのみダイライブラリに追加することができます。レイヤーはダイライブラリに追加
できません。

• ダイライン領域の眼アイコン：ダイラインのプレビューを表示または非表示にします。クリックすると、
変更されます。

• 除去アイコン（マイナス記号）：ダイラインを削除します。

• 保存アイコン：現在のバージョンを保存します。

• 追加アイコン（プラス記号）：バージョンを保存できます。現在のバージョンの上書きまたは新しいバージ
ョンの保存を選択できます。

• 削除アイコン：バージョンフィールドに表示されているバージョンを削除します。

Version Editor の以下のコントロールは、Version Editor でジョブを操作した後で、Fiery プレビューウィンドウ
に表示されます。

• ダイライン：ジョブのダイラインのプレビューを表示または非表示にします。ダイラインは XMP
（Extensible Metadata Platform）データを持つこともできます｡

• バージョン：保存済みバージョンのドロップダウンメニュー。

• エクスポート：選択されたバージョンをジョブとして Fiery Command WorkStation の待機キューにエクスポ
ートします。複数のバージョンが保存されている場合は、待機キューへバージョンをエクスポートダイア
ログボックスですべてのバージョンを選択できます。バージョンが個別のジョブとして待機キューにエク
スポートされます。

バージョン操作

ジョブのバージョンを作成するには、まず、レイヤーまたはスポットカラーを組み込んだファイルが必要で
す。

レイヤーまたはスポットカラーにダイを含むことができます。レイヤーまたはスポットカラーをダイを追加
することができます。

ファイルが包装紙やラベルなどのフラットな印刷物の場合は、バージョンを保存する前に面付けを行っておく
必要があります。そうすれば、ステップと反復のレイアウトをバージョン操作のために開いたときに、印刷準
備ができています。

ジョブを異なるバージョンとして Fiery server に送信することができます。バージョンは、Fiery server で 単一
のジョブから作成することもできます。プレスオペレーターは、各バージョンを個別のジョブとして識別し取
り扱います。

ジョブが処理および印刷された後に、同じジョブの異なるバージョンで同じ仕上げ方法を使用することができ
ます。この種の前処理ワークフローでは、プリプレスオペレーターは、各ファイルに存在する異なるバージョ
ンを識別し、各バージョンのチケットが正しく発行されるようにして、それらのバージョンを異なるジョブと
してジョブ一覧に表示する必要があります。
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バージョンの作成

元のファイルにスポットカラーまたはレイヤーが組み込まれている場合は、ジョブのバージョンを作成できま
す。ジョブがフラットな印刷物またはブックレットの場合は、事前に面付けされている必要があります。その
後、ジョブを Fiery Command WorkStation の待機キューにインポートします。

メモ：Metrix Quick Impose でレイアウトされたジョブのバージョンを作成するには、ジョブを Metrix Quick
Impose から JDF としてエクスポートする必要があります。

ジョブのバージョンを作成するには：

1 次のいずれかの方法で、スプール済みジョブを Fiery プレビューに開きます。

• ジョブを右クリックし、プレビューを選択します。

• ジョブを選択し、アクションメニューからプレビューを選択します。

• ジョブを選択し、ツールバーのプレビューアイコンをクリックします。

ジョブが Fiery プレビューウィンドウに表示されます。ジョブのサムネイルが左ペインと、メインペインで
選択したページに表示されます。

2 Fiery プレビューウィンドウの右上隅にある Version Editor アイコンをクリックします。
ジョブが Version Editor ウィンドウに開きます。

3 スポットカラータブまたはレイヤータブをクリックします。

4 スポットカラーまたはレイヤーをプレビューするチェックボックスを選択またはクリアします。

5 バージョンを作成するには、スポットカラーまたはレイヤーを選択し、追加（プラス記号）アイコンをク
リックします。

6 バージョン名を入力ダイアログボックスでバージョンの名前を入力し、OK をクリックします。

このファイルのバージョンを Version Editor で作成したことがある場合は、ダイアログボックスが開き、
これを現在のバージョンとして保存するかどうかの確認が表示されます。はい、現在のバージョンを上書
きしますか、いいえ、新しいバージョンを作成しますのどちらかを選択します。

7 作成したバージョンを印刷するには、エクスポートアイコンをクリックします。

8 待機キューへバージョンをエクスポートダイアログボックスで、印刷するバージョンを選択し、OK をクリ
ックします。複数のバージョンが保存されている場合は、待機キューへバージョンをエクスポートダイア
ログボックスでバージョンを選択できます。バージョンが個別のジョブとして待機キューにエクスポート
されます。

メモ：エクスポートしたバージョンは、ImageViewer を使用して処理およびプレビューすることができま
す。

9 Fiery Command WorkStation でジョブを選択し、ジョブのプロパティを指定できます。

10 この時点でバージョンを印刷しない場合は、Version Editor ウィンドウを閉じます。

バージョンはジョブの一部として保存されます。ユーザーは後でジョブのエクスポートおよび印刷を選択
することができます。

メモ：バージョンが新規ジョブとしてエクスポートされない場合は、バージョン編集を適用せずに、イン
ポートした元のファイルが印刷されます。
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ダイライン

ダイラインは、 終的な梱包製品の作成に使用される梱包材の輪郭やレイアウトを表します。ダイラインに基
づいてコンテンツが作成され、ジョブの形式でプリプレスオペレーターに送信されたます。

ダイラインはさまざまなマーケットで使用されていますが、主に段ボール梱包で使用されています。

ダイラインを手動で定義する

ジョブは、ダイラインとして定義できるスポットカラーやレイヤーを持つことができます。ダイラインを手動
で定義するには、次の操作を行います。

1 次のいずれかの方法で、スプール済みジョブを Fiery プレビューに開きます。

• ジョブを右クリックし、プレビューを選択します。

• ジョブを選択し、アクションメニューからプレビューを選択します。

• ジョブを選択し、ツールバーのプレビューアイコンをクリックします。

2 Fiery プレビューウィンドウで、右上隅の Version Editor アイコンをクリックします。

3 Version Editor ウィンドウで、スポットカラーまたはレイヤータブをクリックします。
画像で使用可能なスポットカラーおよびレイヤーの一覧が、それぞれのタブに表示されます。

4 ダイラインとして定義するスポットカラーまたはレイヤーを選択します。

メモ：スポットカラーかレイヤーのどちらかをダイラインとして選択できます。両方を選択することはで
きません。

5 ダイラインセクションで、ダイラインを選択（鉛筆の先 アイコン）をクリックします。

6 ダイラインとして使用するスポットカラーまたはレイヤーを選択します。OK をクリックします。
選択したスポットカラーまたはレイヤーがダイラインセクションに一覧表示されます。

7 ダイラインセクションに一覧表示されたダイラインで、次の操作を行うことができます。

• ダイラインを削除するには、除去アイコン（マイナス記号）をクリックします。

• ダイラインのプレビューを表示または非表示にするには、眼のアイコンをクリックします。クリックす
ると、変更されます。

• スポットカラーがダイラインとして定義されている場合、そのダイラインをダイライブラリに追加する
には、ダイライブラリに追加アイコン（プラス記号）をクリックします。ダイライブラリには、使用可
能なデフォルトのダイラインを持つことができます。

メモ：ダイラインとして定義されているレイヤーをダイライブラリに追加することはできません。

8 待機キューのジョブを選択します。右クリックし、処理後待機を選択します。

ジョブが処理されたら、ジョブを ImageViewer で開いて、生成された 3 つのサーフェスを表示することが
できます。コンテンツ、ダイ+コンテンツ、ダイの 3 つのサーフェスです。
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自動ダイ検出

Fiery server では、3 種類の自動ダイ検出をサポートしています。それは次のとおりです。

1 スポットダイライブラリ：ユーザーは、よく使用するスポットカラーをダイラインとして保存し、そのダ
イラインをダイライブラリに追加できます。Fiery server では、ダイライブラリ内のダイラインを自動的に
検出するので、ジョブの処理時には、印刷する準備ができています。この自動検出を有効にするには、ジ
ョブのプロパティ > ジョブ情報でサーバーのダイライブラリを使用して上書きオプションをオンにする必
要があります。

2 Esko XMP テクニカルインクサポート：Esko（サードパーティ製品）のワークフローが開発されました。
Esko ソフトウェアでは、ワークフローでメタデータとして XMP を使用します。使用するインクに関する
情報は Ink Manager アプリケーションで定義されます。ユーザーは、共通のスポットカラーを使用する代わ
りにテクニカルインクとして、Esko ワークフローにダイを定義できます。Ink Manager アプリケーションの
使用について詳しくは、『Esko 製品マニュアル』を参照してください。

3 Esko Automation Engine への送信：Fiery server にジョブが送信される前に、Esko Automation Engine 内でダ
イ検出が行われます。現在、Esko ワークフローでは、印刷時のサーフェスとして、ダイ（のみ）とコンテ
ンツ（のみ）の 2 つをサポートしています。ダイ+コンテンツのサーフェスはサポートされていません。

Esko Automation Engine で PDF が受信されると、ダイサーフェスとコンテンツサーフェスは自動的に分解さ
れて 2 つの PDF が作成されます。N-up のレイアウト設定が作成され、ダイ設定にマッピングされます。
Esko Automation Engine 内で N-up 面付けが行われます。JDF.zip 出力が Fiery server に送信されます。Fiery
server では、ジョブを、ダイとコンテンツの 2 つの PDF で構成される JDF アーカイブとして認識します。
ジョブのプロパティにおけるダイライン印刷設定が自動的に適用されます。ユーザーはこれらの設定を変
更できます。ジョブの処理時に、ユーザーはジョブを ImageViewer で開いて、生成されたサーフェスを表
示することができます。

ジョブの状況、仕上げ、削除、中断などのジョブ情報は、Esko Automation Engine に送り返されます。

ダイラインを自動的に検出する

スポットカラーを、自動的にダイラインとして認識されるように定義することができます。それには、ダイラ
インをダイライブラリに追加します。ダイライブラリへのダイラインの追加については、ダイラインを手動で
定義する（37 ページ）を参照してください。

ダイラインがダイライブラリに追加されると、Fiery server がそのダイラインを自動的に検出し、ジョブを処理
して印刷する準備ができます。自動検出を利用すれば、Version Editor を開いてジョブごとにダイラインを手動
で定義する必要はありません。

1 ジョブを選択し、次のいずれかを行います。

• ジョブをダブルクリックします。

• ジョブを右クリックし、プロパティを選択します。

• ジョブセンターツールバーのプロパティアイコンをクリックします。

• アクションメニューからプロパティをクリックします。

2 ジョブのプロパティダイアログボックスで、ジョブ情報ボタンをクリックします。

3 ダイ印刷セクションでサーバーのダイライブラリを使用して上書きチェックボックスを選択します。

4 必要に応じて、その他の設定を行います。
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5 処理後待機をクリックします。
ジョブが処理され、3 つのサーフェス（コンテンツ、ダイ+コンテンツ、ダイ）が自動的に生成されます。

ジョブを ImageViewer で開いて、それぞれのサーフェスを表示することができます。

ダイラインへの XMP データの使用

ジョブには、XMP（Extensible Metadata Platform）データを組み込むことができます。XMP データを組み込ん
だジョブが Fiery server にインポートされる場合、その XMP データはジョブの一部として保持されます。

1 次のいずれかの方法で、スプール済みジョブを Fiery プレビューに開きます。

• ジョブを右クリックし、プレビューを選択します。

• ジョブを選択し、アクションメニューからプレビューを選択します。

• ジョブを選択し、ツールバーのプレビューアイコンをクリックします。

2 Fiery プレビューウィンドウで、右上隅の Version Editor アイコンをクリックします。

3 Version Editor ウィンドウで、スポットカラータブをクリックします。
画像で使用可能なスポットカラーの一覧が、そのタブに表示されます。

4 ダイラインセクションで、ダイラインを選択（鉛筆の先 アイコン）をクリックします。

5 ダイラインを選択ダイアログで、ダイラインに XMP データを使用を選択します。OK をクリックします。
組み込み XMP データを使用しているダイラインがダイラインセクションに表示されます。

6 待機キューのジョブを選択します。右クリックし、処理後待機を選択します。

ジョブが処理されたら、ジョブを ImageViewer で開いて、生成された 3 つのサーフェスを表示することがで
きます。コンテンツ、ダイ+コンテンツ、ダイの 3 つのサーフェスです。ダイ+コンテンツとダイの 2 種類の
サーフェスは、XMP データを使用して生成されます。

ダイライン印刷オプション

ジョブのプロパティ > ジョブ情報で、ジョブのダイライン設定を表示および適用できます。

次の設定が使用可能です。

設定 説明

サーバーのダイライブラリを使用して上書 このチェックボックスを選択すると、ダイライブラリに保存されているダイ

ラインを Fiery server で自動的に検出することができます。

メモ：ダイラインは 終製品のシートには印刷されません。

ダイラインを印刷 このチェックボックスを選択すると、ダイラインの印刷、およびこのセクシ

ョンで一覧されているその他のダイライン印刷オプションが有効になりま

す。
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設定 説明

ダイラインの印刷時 ダイラインシートをジョブに適用できるタイミングを指定します。選択肢

は次のとおりです。

• ジョブ印刷前

• ジョブ印刷後

ダイラインコンテンツ ダイシートにダイラインコンテンツのみ含まれているか、ダイラインと印刷

可能なコンテンツの両方が含まれているかを指定します。選択肢は次のと

おりです。

• ダイラインのみ

• ダイラインとコンテンツ

ダイラインの印刷先 (サポートされている場

合)
ジョブの出力場所を指定します。必要な出力トレイをドロップダウンメニ

ューから選択します。

メモ：このオプションは、複数の出力トレイ/出力順がプレスでサポートされ

ている場合にのみ使用可能です。

ダイライン部数 ダイライン付きで印刷する部数。有効な範囲は、Fiery server でサポートされ

ている範囲に応じて、1～10 または 1～999 です。
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印刷

印刷ジョブをインポートする

ファイルは、Fiery server のキューに直接インポートすることによって印刷できます。あるいは、外部（Fiery
server のハードディスク以外の場所）にアーカイブされたジョブをインポートすることができます。

ジョブを印刷キューにインポートする

Fiery server に直接ファイルをインポートすることによってファイルを印刷します。一度に複数のジョブをイ
ンポートしても各ファイルの形式は維持されます。

一度に複数のジョブをインポートできます。キューへのファイルのインポートは、アプリケーションを通じた
印刷と似ていますが、ファイルのインポートではファイル形式は維持され、ジョブが PostScript に変換されま
せん。ドラッグアンドドロップで次の場所へファイルをインポートできます。

• サーバーリスト内の接続済みの Fiery servers

• 処理中キュー

• 待機キュー

ただし、ファイルのインポートを 適に管理するには、ジョブセンターツールバーのインポートアイコンか、
ファイルメニューのジョブのインポートを使用します。参照ダイアログがすぐに表示されます。ファイルを
選択すると、選択したファイルがファイルのインポートダイアログに表示されます。このダイアログボックス
では、インポート時にワークフロー（サーバープリセットまたは仮想プリンター）をファイルへ簡単に適用す
ることができます。ドラッグアンドドロップ機能でファイルをインポートする場合、通常この機能は使用でき
ません（例外はサーバーリストのみ）。

1 コンピューターから印刷中キュー、処理中キューまたは待機リストにファイルやフォルダーをドラッグア
ンドドロップします。

サポートされているファイルの種類は、PS、PDF、EPS、TIFF、PDF/VT、PPML、ZIP、VPS です。

メモ：ファイルの種類 PPML、ZIP、および VPS は一部の Fiery servers でサポートされないことがありま
す。

上記の場所へファイルやフォルダーをドラッグアンドドロップしても、ファイルのインポートダイアログ
ボックスは表示されません。フォルダーにあるすべての内容がインポートされます。

2 サーバーリスト内の接続している Fiery server の印刷中キューまたは待機リストにファイルをドラッグア
ンドドロップします。
ファイルのインポートダイアログボックスが開きます。詳細については、手順 5 を参照してください。
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3 コンピューターからファイルを直接インポートするには、次のいずれかの操作を行います。

• メニューからファイル > ジョブのインポートをクリックします。

• ジョブセンターのインポートツールバーアイコンをクリックします。

4 使用しているコンピューターの参照ダイアログで、アップロードするファイルを選択します。
ファイルのインポートダイアログボックスが開きます。

5 次のいずれかを行います。

• デフォルト設定を適用を選択して、ファイルに定義されている属性でファイルをインポートします。設
定が定義されていない場合は、Fiery server のデフォルト設定が使用されます。

• サーバープリセットを使用を選択し、工場出荷時のデフォルトのプリセット（または Fiery server で現在
公開されているサーバープリセット）のリストから選択します。

• 仮想プリンターを使用を選択し、Fiery server で現在公開されている仮想プリンターのリストから選択し
ます。

上記のサーバープリセットを使用および仮想プリンターを使用オプションは、Fiery server にサーバープリ
セットまたは仮想プリンターが設定されている場合にのみ表示されます。

6 ジョブアクションを選択します。例：

• 待機（デフォルト）

• 処理後待機（デフォルト）

• プレスへ送信/印刷キューへ送信/準備完了へ送信

Fiery server の機能によって、他の選択肢が表示される場合があります。

メモ： 後に選択されたアクションが表示されます。

外部のアーカイブや Fiery server のハードディスクからジョブをインポートする

外部の場所（Fiery server のハードディスクを含む）にアーカイブされたジョブをインポートします。

1 次のいずれかを行います。

• コンピューターのデスクトップ上からファイルを選択し、Command WorkStation の指定のキューにドラッ
グアンドドロップします。

• ファイル > アーカイブ済みジョブのインポートをクリックします。

2 アーカイブ済みジョブが含まれるディレクトリを選択します。

目的のディレクトリが一覧に表示されない場合は、管理をクリックしてディレクトリを見つけ、OK をクリ
ックします。

3 ジョブを選択し、OK をクリックします。

ジョブが待機キューまたは印刷済みキューに表示されます。

Fiery Command WorkStation
印刷

42



印刷オプションの設定

ジョブのプリントオプションは、ジョブのプロパティウィンドウからアクセスできます。

印刷ジョブが Fiery server に到着すると、オペレーターは Command WorkStation のジョブのプロパティウィン
ドウで印刷オプションを表示したり、変更したりできます。たとえば、オペレーターは、次の操作を実行でき
ます。

• ジョブの印刷設定を表示する（オペレーターへの指示を含む）

• 設定を書き換える

• 現在適用されているジョブのプロパティのリストをローカルプリンターで印刷する

ジョブのプロパティを表示する

待機キュー、印刷済みキュー、またはアーカイブ済みキューで選択したジョブの印刷オプションを表示または
上書きできます。

オペレーターが Command WorkStation でジョブの設定や印刷オプションを変更していない場合、ジョブのプロ
パティウィンドウには、インポートされたジョブのすべてのジョブ設定が反映されます。

Command WorkStation にインポートされたジョブは、ジョブに含まれている設定（PostScript ジョブおよび一部
の JDF ジョブ）、または Fiery server のデフォルトのジョブ設定（PDF ファイルまたはジョブ情報なしでインポ
ートされたジョブ）のどちらかを表示します。

ジョブのプロパティを表示または上書きする

ジョブの印刷オプションを表示または変更できます。

メモ：ジョブ概要ペインでジョブのプロパティを直接編集して、上書きすることもできます。

1 待機キューまたは印刷済みキューでジョブをダブルクリックします。または、ジョブを選択して以下のい
ずれかを行います。

• 右クリックしてプロパティを選択します。

• プロパティアイコンをクリックします。

• アクション > プロパティをクリックします。

単一の Fiery server で複数のジョブを選択するには、Shift キーまたは Ctrl キーを押しながらクリックするか
（Windows の場合）、command キーを押しながらクリックして（Mac OS X の場合）、プロパティをクリック
します。複数のジョブが開いたら、ジョブのプロパティウィンドウで値を指定するとその値はすべてのジ
ョブにデフォルトで適用されます。概要タブでは、複数のジョブの印刷オプションを左右に並べて比較で
きます。

2 ジョブのプロパティのグループに設定された印刷オプションを表示するには、各アイコンをクリックしま
す。

オプションによっては、設定を変更した後に、ジョブの再処理が必要となる場合もあります。
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3 プリントオプションを上書きする場合は、変更を行ってから、OK をクリックして上書き設定を保存する
か、処理後待機、準備完了へ送信、プレスへ送信、印刷キューへ送信のいずれかを選択して、ジョブと設
定を保存およびプレスに送信して印刷します。

メモ：これらの印刷アクションまたはキューは、一部の Fiery servers でサポートされていない場合もありま
す。

設定によっては、ジョブに適用した後でジョブの再処理が必要となる場合があり、そのような設定は、処
理済みおよび待機状態にあるジョブに対しては適用できません。このような場合には、「印刷前にジョブは
再度処理されます」というメッセージがジョブのプロパティウィンドウに表示されます。

ジョブの既存のプリントプロパティの概要を表示する

ジョブのプロパティウィンドウでは、ジョブの現在のプロパティの概要を印刷できます。

1 ジョブのプロパティウィンドウで、概要アイコンをクリックします。

2 ジョブの既存のプロパティのリストを印刷するには、概要印刷をクリックします。

メモ：特定の印刷オプションと設定、およびそれらの設定方法については、Fiery server の取扱説明書を参
照してください。

ジョブのプロパティウィンドウのジョブアクション

印刷や処理後待機など、一般的なジョブアクションをジョブのプロパティウィンドウ内で使用することができ
ます。デフォルトのジョブアクションは、印刷です。

待機 このジョブアクションを使用すると、オペレーターがさらにアクション
を起こさない限り、ジョブは Fiery server にスプールされます。待機ジ
ョブは、処理前状態または処理済み状態で存在します。

処理後待機 このジョブアクションを使用すると、Fiery server はジョブをキューに入
れて処理を行い、その後、待機キューに戻します。このジョブアクショ
ンを使用すると、印刷前にジョブをプレビューすることができます。

プレスへ送信 ジョブを印刷のためにプレスに送信できます。

メモ：プレスへ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

印刷キューへ送信 ジョブを印刷のためにプレスに送信できます。

メモ：印刷キューへ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。

準備完了へ送信 ジョブを印刷のためにプレスに送信できます。

メモ：準備完了へ送信をサポートしていない Fiery servers もあります。
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印刷オプションのカテゴリ

ジョブのプロパティの印刷オプションは、簡単にアクセスできるようにカテゴリ別にグループ分けされていま
す。

クイックアクセス 他のジョブプロパティのグループから複製した印刷オプションです。
カスタマイズが可能であるため、表示からほとんどのプリントオプショ
ンを追加または削除できます。クイックアクセスタブを使用すると、ジ
ョブのプロパティタブすべてに目を通すことなくプリントオプション
をすばやく見つけることができます。

ジョブ情報 ページ範囲に必要なユーザー情報、プルーフ、ダイ印刷など、ジョブに
関するすべての情報があります。

用紙 印刷するサブストレートの属性とソースが含まれています。

レイアウト 位置設定および仕上げオプション補正のための画像シフト、画像の原
点、ミラーまたは回転のプリントオプションを定義します。

カラー カラー設定および追加の機能（オプションのカラー機能が有効になって
いる場合）。

イメージ 接続されている Fiery server とプレスでサポートされる、画像品質に関
するすべての設定。

仕上げ プレスでの仕上げ機能にのみ関連するプリントオプション。

バリアブルデータ印刷 すべてのバリアブルデータ印刷（VDP）設定。

概要 ジョブの既存のプリントプロパティを概要で表示します。

すべてのジョブのプロパティにデフォルトを設定する

デフォルト設定機能を使用すると、ジョブのプロパティのデフォルト設定を変更して Fiery server をカスタマ
イズできます。デフォルト設定を使用して Fiery server を設定すると、それ以降に作成する Fiery Hot Folders、
仮想プリンター、またはサーバープリセットではデフォルト設定に従って初期設定が決められます。

ファイルのインポートダイアログボックスでデフォルト設定を適用を選択するか、ジョブセンターにドラッグ
して Fiery server にインポートしたジョブも、デフォルト設定機能で設定された現在のデフォルト設定が継承
されます。ジョブが Fiery server キューに配置されると、ジョブのプロパティは上書きできます。

すべてのジョブのプロパティのデフォルト設定を表示または編集できます。カラー設定などのジョブのデフ
ォルト設定を変更するには、デフォルト設定を選択します。デフォルト設定機能には、次の領域からもアクセ
スできます。

• デバイスセンター > 仮想プリンター

• デバイスセンター > サーバープリセット

• デバイスセンター > カラー管理

• サーバー > デフォルト設定
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デフォルト設定を選択すると、デフォルト設定ウィンドウが表示され、Fiery server のデフォルト設定を任意に
選択できます。これらの設定は、印刷キューおよび待機キューに適用され、それ以降はサーバープリセットま
たは仮想プリンターのデフォルトとして作用します。

1 Fiery server 名の隣にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックしてから、デフォルト設定
を選択するか、サーバー > デフォルト設定を選択します。

2 デフォルト設定ウィンドウで、オプションを個別に設定し、オプションをロックするか、ロック解除され
たままにするかを指定します。

すべてロックまたはすべてアンロックを選択することもできます。

メモ：ジョブのプロパティを変更前の設定にリセットするには、リセットをクリックします。

3 OK をクリックします。

メモ：カラーのデフォルトを含め、デフォルト設定リストにあるデフォルト設定をバックアップするには、
Fiery システム復元で仮想プリンターを選択する必要があります。詳細は、Command WorkStation から Fiery
server 設定をバックアップする（30 ページ）を参照してください。

プリセットのプリント設定

プリセットは、以降にアクセス可能な、ジョブのプロパティウィンドウ内のプリント設定のコレクションで
す。

サーバープリセットはジョブのプロパティからアクセスでき、Fiery Hot Folders や仮想プリンターなどのワー
クフローに適用できます。

ジョブプリセットは、ジョブのプロパティウィンドウのプリセットドロップダウンメニューにリストが表示さ
れます。このリストからジョブのプリセットの 1 つを選択するか、ジョブのプロパティウィンドウで選択した
現在のオプションに基づいて新しいプリセットを作成できます。現在ジョブがプリセットを使用していない
場合、プリセットフィールドは空白になります。プリセットフィールドにテキストは表示されません。すべて
のプロパティは初期のデフォルト設定を表示します。ジョブプリセットを選択すると、保存済みプリセットを
反映するよう、すべての設定が更新されます。いずれかの印刷設定を変更すると、プリセット一覧は空白に戻
ります。

ジョブのプリセットには、次の 3 種類があります。

• ローカルプリセット – ユーザーのローカルコンピューターに保存されています。

ローカルプリセットは、Fiery server にアクセスすると常にプリセット一覧に表示されます。ローカルプリ
セットは削除しない限り、ローカルハードディスクに残ります。

• サーバープリセット – Fiery server に保存され、Fiery server の他のユーザーと共有されます。

サーバープリセットをジョブに適用すると、プリセットの設定がジョブの一部となり、変更が加えられる
までジョブと一緒に保持されます。

サーバープリセットによって印刷設定がロックされている場合、ジョブ用にサーバープリセットを選択し
た後で、ジョブのプロパティウィンドウで印刷設定上書きすることができます。上書きされると、プリセ
ットフィールドは空白になります。

• デフォルトサーバープリセット – Fiery server にインストール済みで、Fiery server の他のユーザーと共有さ
れる工場出荷時のプリセットです。
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プリセットの適用

以下のいずれかの方法で、ジョブプリセットを適用できます。

• ジョブセンターのファイル > ジョブのインポートまたはインポートツールバーアイコンを使用してジョ
ブを Command WorkStation にインポートします。サーバープリセットを使用を選択してから、ファイルの
インポートウィンドウのリストからプリセットを選択できます。

• ジョブセンターの待機キュー、印刷済みキューまたはアーカイブ済みキューからジョブを選択し、ツール
バーのプロパティアイコンをクリックします。プリセットリストからローカルプリセットまたはサーバー
プリセットを選択します。

• ジョブセンターの待機キュー、印刷済みキューまたはアーカイブ済みキューでジョブを右クリックし、ワ
ークフローを適用を選択した後、リストからプリセットを選択します。

• ジョブセンターの待機キュー、印刷済みキューまたはアーカイブ済みキューでジョブを選択するか、右ク
リックします。ジョブ概要ペインのワークフローリストからサーバープリセットを選択します。

プリセットの編集

ジョブ概要ペインでは、プリセットをインラインで編集することもできます。

ローカルプリセットまたはサーバープリセットの作成

システム管理者は、サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットで、サーバープリセッ
トの作成、編集、名前の変更、非公開、公開、および削除を行うことができます。ローカルプリセットはジョ
ブのプロパティウィンドウでのみ保存ができます。

ローカルプリセットまたはサーバープリセットを作成するには、ジョブのプロパティウィンドウで設定を選択
し、プリセットリストに保存します。

システム管理者は、プリセットをローカルプリセットまたはサーバープリセットとして保存できます。オペレ
ーターは、ローカルプリセットのみ保存できます。

ローカルプリセットを作成する

システム管理者およびオペレーターは、ジョブのプロパティウィンドウ内の設定をローカルプリセットと
して保存できます。

1 待機/印刷済みキューのジョブをダブルクリックします。または、ジョブを選択して次のいずれかを行
います。

• 右クリックしてプロパティを選択します。

• ジョブセンターのプロパティツールバーアイコンをクリックします。

• アクション > プロパティをクリックします。

2 必要に応じて各タブの印刷設定を調整します。

3 プリセットで、プリセット保存を選択します。

4 プリセットのわかりやすい名前を入力し、ローカルプリセットを選択します。

5 保存をクリックします。
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ローカルプリセットは、ジョブのプロパティウィンドウからいつでも利用できます。ローカルプリセット
は削除しない限り、ローカルハードディスクに残ります。

サーバープリセットを作成する

システム管理者は、ジョブのプロパティウィンドウ内の設定をサーバープリセットとして保存できます。
このプリセットは、Fiery server 上に保存され、サーバーのユーザーと共有されます。

1 サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットをクリックします。

2 新規をクリックします。

3 わかりやすいプリセットの名前を入力します。

プリセット名にスペースは使用できません。

4 プリセットの説明を入力します（オプション）。

5 定義をクリックしてジョブのプロパティを指定し、保存をクリックします。

サーバープリセットは、サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットから、またはジ
ョブのプロパティウィンドウからいつでも利用できます。システム管理者が削除しない限り、Fiery server
上に残ります。

サーバープリセットの作成後、設定ペイン（右側）はデフォルトから変更された設定、およびロックされ
た設定を表示します。サーバープリセットは、Fiery server に接続している他のユーザーと共有できるよう
に自動的に公開されます。

印刷ジョブのプリセットを変更する

すべてのジョブに対して異なるプリセットを選択して適用することができます。プリセットの編集や名前変
更、ローカルプリセットの削除を行ったり、デフォルトプリセットに戻したりすることもできます。

プリセットの操作は、ジョブのプロパティウィンドウで行います。プリセットを表示するには、待機または印
刷済みキューでジョブをダブルクリックするか、ジョブセンターでジョブを選択してプロパティツールバーア
イコンをクリックします。

別のプリセットを選択する

印刷オプションの現在のセットを別のジョブのプリセットに変更できます。

• 待機キューからジョブを選択し、次のいずれかを行います。

• 右クリックしてプロパティを選択します。ジョブのプロパティウィンドウのプリセットで、異なる
プリセットを選択します。

別のプリセットを選択するまで、またはジョブのプロパティにさらなる変更を加えるまで、現在選択
されたプリセットが印刷時に使用されます。
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プリセットの編集

プリセットには、ジョブのプロパティウィンドウで設定するほとんどの印刷オプションが含まれます。プ
リセットを選択した後、ジョブのプロパティウィンドウで設定を上書きできます。

• 次のいずれかの方法でプリセットを編集します。

• プリセットをジョブに適用し、設定を必要に応じて編集し、プリセットとして保存をクリックしま
す。前と同じプリセット名を入力し、ローカルプリセットまたはサーバープリセットを選択します。

• サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットで、リストからプリセットを選択
し、編集をクリックします。ジョブのプロパティウィンドウで必要な変更を行い、ウィンドウを閉
じて変更を保存します。

ローカルプリセットを削除する

ジョブのプロパティウィンドウにあるローカルプリセット管理機能を使用して、ローカルプリセットを削
除できます。

1 ジョブのプロパティウィンドウのプリセットで、ローカルプリセット管理を選択します。

2 プリセットを選択し、削除をクリックします。

プリセットの名前を変更する

ジョブのプロパティウィンドウで、ローカルプリセット管理機能を使用してローカルプリセットの名前を
変更できます。

1 ジョブのプロパティウィンドウのプリセットで、ローカルプリセット管理を選択します。

2 プリセットを選択し、名前の変更をクリックします。

3 わかりやすいプリセット名を入力して保存をクリックします。

デフォルトプリセットを復元

ジョブにデフォルトプリセットを適用して、印刷オプションを Fiery server のデフォルト設定に戻すこと
ができます。システム管理者がデフォルト設定または出荷時のデフォルト（以前はプリンターの初期設定
と呼ばれたもの）を使用して設定した現在のデフォルトを適用できます。

• デフォルト設定を適用するには、次のいずれかを行います。

• 現在のサーバーデフォルト設定を適用するには、ジョブのプロパティウィンドウのプリセットでデ
フォルトを選択します。

• 出荷時のデフォルト設定を適用するには、ジョブのプロパティウィンドウのプリセットで出荷時の
デフォルトを選択します。

デフォルトのジョブのプロパティ設定についての詳細は、すべてのジョブのプロパティにデフォルト
を設定する（45 ページ）を参照してください。
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サーバープリセット

サーバープリセットは、すべてのユーザーが使用できる一貫した印刷オプションのセットを提供します。ユー
ザーはローカルプリセットを自身のコンピュータに保存できますが、サーバープリセットの保存、編集、公
開、削除ができるのはシステム管理者のみです。

サーバープリセットには次の場所からアクセスできます。

• Command WorkStation（サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットを選択し、ジョ
ブセンターのプロパティツールバーアイコンをクリック）

• Command WorkStation のジョブのプロパティ（ジョブセンターのプロパティツールバーアイコンをクリッ
ク）

• Fiery Hot Folders（『Fiery Hot Folders ヘルプ』を参照）

• 仮想プリンター（仮想プリンター（112 ページ）を参照）

システム管理者は、サーバープリセットに基づいて Fiery Hot Folders および仮想プリンターを作成できます。
また、サーバープリセットを編集すると、Fiery Hot Folders および仮想プリンターの設定も変更されます。

アーカイブ済みジョブとサーバープリセット

アーカイブ済みジョブは、ジョブ情報とプリセット名を保持します。アーカイブ済みジョブをアーカイブ作成
時と同じ Fiery server に復元した場合、サーバープリセットはジョブセンターの処理中や印刷中ウィンドウの
プリセットカラム見出しに表示されます。

編集されたプリセットの追跡

サーバープリセットが、待機ジョブ、印刷済みジョブ、またはアーカイブ済みジョブに適用された後で変更さ
れた場合、プリセット名にアスタリスク（*）が付きます。つまり、そのプリセットは、ジョブが送信された
後でシステム管理者によって編集されています。 新の設定を使用するには、プリセットをジョブに再適用し
ます。

ジョブセンターのウィンドウのいずれか（印刷中、処理中、待機、印刷済み、またはアーカイブ済み）にプリ
セットカラム見出しが追加された場合、アスタリスクとジョブ名はプリセットカラムに表示されます。

サーバープリセットの編集、削除、非公開

サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットで、サーバープリセットの編集、削除、ま
たは非公開ができます。

これらの操作を行うには、Fiery server にシステム管理者としてログオンする必要があります。

現在使用中のサーバープリセットを編集または削除する場合、その変更は以降のジョブにのみ適用されます。
変更したプリセット設定は、そのサーバープリセットを使用するすべての Fiery Hot Folders または仮想プリン
ターに直ちに適用されます。

既存のサーバープリセットは、コンピューター上のファイルを上書きするのと同じ方法で上書きできます。サ
ーバープリセットは、ジョブのプロパティから上書きできます。

すでに Fiery server の待機または印刷済みキューにあるジョブには、このプリセットへの編集内容が自動的に
は反映されません。Fiery server のキュー内のジョブを、新たに編集したプリセットで更新する場合は、ジョブ
のプロパティを使用してジョブにプリセットを再適用する必要があります。
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サーバープリセットの編集

システム管理者はサーバープリセットを編集することができます。サーバープリセットは、Command
WorkStation（サーバー > デバイスセンター > ワークフロー）、またはジョブのプロパティから編集できま
す。

1 デバイスセンターからプリセットを編集するには、編集したいプリセットを選択し、デバイスセンタ
ー > ワークフロー > ジョブプリセットのツールバーから編集をクリックします。

a)変更内容の説明を入力します（オプション）。

b)定義をクリックして印刷設定を変更します。

c) OK をクリックします。

2 ジョブのプロパティからプリセットを編集するには、待機または印刷済みキューでジョブを右クリッ
クし、ジョブのプロパティを選択します。

a)ジョブに対して、プリセットリストからサーバープリセットを選択します。

b)プリセットに適用したい、ジョブのプリセットに変更を加えます。

c) プリセットリストで、プリセット保存、続いてサーバープリセットを選択し、プリセットの名前を
正確に入力します。

d)保存をクリックし、次に OK をクリックして既存のプリセットを上書きします。

サーバープリセットの削除

システム管理者はサーバープリセットを削除できます。

1 リストからプリセット（非公開または公開）を選択し、ツールバーから削除をクリックします。

2 はいをクリックします。

削除されたプリセットと関連付けられていた Fiery Hot Folders および仮想プリンターとの接続は切断
されます。ただし、削除されたプリセットの設定は保持されます。

サーバープリセットを非公開

非公開のプリセットは、ジョブのプロパティウィンドウでは使用できません。サーバープリセットを非公
開にした後、そのエントリを再度公開することができます。

1 公開済みアイコンを持つサーバープリセットをリストから選択します。

2 ツールバーで非公開をクリックします。

サーバープリセットに非公開アイコンが表示されます。

3 はいをクリックします。

非公開にされたサーバープリセットに関連付けられていた Fiery Hot Folders と仮想プリンターは切断
されます。ただし、Hot Folders および仮想プリンターは非公開にされたプリセットのプリセット設定
を保持します。
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ロック済みサーバープリセットについて

サーバープリセットの印刷設定をサーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットでロック
またはアンロックできます。

これらの操作を行うには、システム管理者として Fiery server にログオンする必要があります。

サーバープリセットの設定をロックすることにより以下の操作が可能になります。

• プリセットを使用して Command WorkStation にインポートされるすべてのファイルに設定が適用されま
す。

• Fiery Hot Folders ジョブも同じロック済み設定を継承します（Fiery Hot Folders がサーバープリセットを使
用すると仮定した場合）。

• 仮想プリンターでは設定がロック済みとして表示されます。仮想プリンターに接続しているクライアント
プリンタードライバーは、設定を変更できません。

ロックはジョブの送信時にのみ適用されます。ジョブが Fiery server にある場合は、Command WorkStation のジ
ョブのプロパティウィンドウでロック済み設定を編集できます。

サーバープリセットのロック/アンロック設定

サーバー > デバイスセンター > ワークフロー > ジョブプリセットで印刷設定をロックまたはアンロック
するには、Fiery server にシステム管理者としてログオンする必要があります。

1 編集するプリセットを選択し、ツールバーから編集をクリックします。

2 変更内容の説明を入力します（オプション）。

3 定義をクリックして印刷設定を変更します。

4 次のいずれかを行います。

• すべてロックをクリックして、すべての印刷設定をロックします。

• 特定の印刷設定をロックするには、ロックアイコンをクリックします。

• すべてアンロックをクリックしてすべての印刷設定をアンロックします。

• 特定の印刷設定に対して、ロックアイコンをクリックして、アンロックアイコンに変えます。

5 OK をクリックします。

サーバープリセットのエクスポートとインポート

Fiery server からサーバープリセットをファイル（エクスポート済みプリセット.fjp）にエクスポートし、別の
同種の Fiery server のファイルにインポートすることができます。これを行うには、サーバー > デバイスセン
ター > ワークフロー > ジョブプリセットを使用します。

また、保管のために、バックアップ/復帰ツール（サーバー > デバイスセンター > 一般 > ツール）を使用して
サーバープリセットをエクスポートすることもできます。プリセットバックアップファイルは、異なるモデル
の Fiery server には復帰できません。
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プリセットファイルをインポートした場合、その新しいプリセットを既存のプリセットとマージしたり、既存
のプリセットを置き換えたりすることができます。

サーバープリセットをエクスポート/インポートするには Fiery server にシステム管理者としてログオンする必
要があります。

サーバープリセットをエクスポートする

システム管理者はサーバープリセットをエクスポートして、別の Fiery server で使用できます。

1 ツールバーからエクスポートをクリックします。

2 エクスポート済みプリセット.fjp ファイルの保存場所を選択します。

3 保存をクリックします。

サーバープリセットをインポートする

システム管理者は Fiery server からサーバープリセットをエクスポートした後、インポートして別の同種
の Fiery server で使用することができます。

1 ツールバーからインポートをクリックします。

2 既存とマージまたは既存を置換を選択します。

サーバープリセットをマージする場合、インポートしたファイルのプリセットは Fiery server の既存の
プリセットに追加されます。重複した同じ名前が存在する場合、インポートしたプリセットの名前の
末尾には数字の接尾辞が付きます（たとえば、FirstTest-1）。

サーバープリセットの既存のプリセットを置き換える場合、現在のすべてのサーバープリセットは削
除され、新しくインポートした Fiery ジョブプリセットファイルに含まれるサーバープリセットに置き
換えられます。

3 エクスポート済みプリセット.fjp ファイルの場所を選択します。

4 開くをクリックします。

ジョブからラスターデータを除去する

ラスターデータの除去が必要なアクションを選択した場合（たとえば再処理が必要なジョブプロパティを変更
した場合など）、ラスターデータはジョブから自動的に除去されます。

ラスターデータが生成され、処理済みジョブまたは処理済み/待機ジョブにリンクされます。

処理済みのジョブを選択し処理後待機を選択した場合は、ジョブがスプール済みジョブとして開かれるよう
に、ラスターデータが自動的に除去されます。ディスク容量を節約する必要がない場合は、ラスターデータ除
去を選択する必要はありません。

 このアイコンは、ラスターデータが関連付けられた処理済みジョブを示しています。
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 このアイコンは、ラスターデータなしのスプール済みジョブを示しています。

ラスターデータを手動で削除する必要がある場合は、次の手順に従います。

1 待機リストから処理済みジョブまたは待機ジョブを選択します。

2 次のいずれかを行います。

• 右クリックしてラスターデータ除去を選択します。

• アクション > ラスターデータ除去をクリックします。

最後に印刷されたページの特定

ジョブがキャンセルまたは正常に印刷されなかった場合は、 後に印刷されたシートを特定できるので、ジョ
ブの印刷を簡単に再開できます。

1 CWS で列見出しを右クリックします。

2 新規追加... > その他 > 印刷済みページ数を選択します。
この情報はジョブログにも表示されます。
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ジョブを管理する

ジョブの検索

接続している Fiery server で、ジョブのタイトルやユーザー、日付などのパラメーターを使用してジョブを検
索することができます。

この検索機能を使用すると、現在選択している Fiery server 上でジョブをすばやく見つけることができます。
この機能はジョブセンターツールバーにあり、表示中のジョブに適用されます。待機、印刷済み、アーカイブ
済み、処理中、または印刷中の各キューにあるジョブを検索できます。

以下のいずれかの方法でジョブを検索できます。

• 簡易なジョブ検索 - 表示中のすべてのカラムを対象に内容の基本的な検索を実行するには、検索フィール
ドを使用します。スクロールバーの位置によって画面には見えていないカラムも対象となります。たとえ
ば、「レター」と入力すると、タイトルに「レター」という文字が含まれるジョブを検索できます。また、
出力用紙サイズカラムの用紙名に「レター」という文字が含まれるジョブも検索できます。

• 高度なジョブ検索 - 複数の条件（カラム）を基準に検索するには、虫メガネのアイコンの隣にある矢印を
クリックし、高度な検索を選択します。高度な検索ウィンドウには、使用中のカラムが表示され、これら
のカラムのみを対象に検索を実行できます。

簡易なジョブ検索

任意の表示で検索フィールドを使用してジョブを検索します。表示を切り替えると、前回の検索条件はクリア
されます。

1 ジョブセンターのツールバーアイコンの上にある検索フィールドに検索条件を入力します。

2 Enter キーを押すか、虫メガネのアイコン（検索アイコン）をクリックして、指定した検索条件に該当する
ジョブを検索します。

入力したテキストでは大文字と小文字が区別されません。

指定した値の検索は、現在のビューにあるすべてのカラムを対象に実行されます。スクロールしないと見
えない位置にあるカラムも含まれます。

3 検索を実行した後で、クリアをクリックして現在の検索条件をクリアしたり、別の表示に切り替えたりで
きます。こうすると、別の条件で検索することができます。
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高度なジョブ検索

高度な検索機能を使用すると、現在のビューで複数の基準（列）による検索を行うことができます。

1 ジョブを検索するには、次のいずれかの手順を実行します。虫メガネのアイコンの横にある矢印をクリッ
クし、高度な検索を選択します。

2 検索基準を選択し、OK をクリックして、指定した検索パラメータを満たすジョブを見つけます。

選択した Fiery server にあるすべてのキューのすべてのジョブを表示するビューを保存する場合は、検索基
準を選択しないで単に OK をクリックします。

3 検索保存をクリックして、検索結果をフィルターまたはビューとして保存します。

4 次のいずれかを選択します。

• フィルター(現在のビュー) - 現在のビューで検索基準をフィルターとして保存します（ジョブリストをフ
ィルタリングする（56 ページ）を参照）。

• ビュー(すべてのジョブ) - 検索基準をビューとして保存し、それにわかりやすい名前を付けます。

メモ：このビューは、サーバーリストで選択した Fiery server のデフォルトのキューにリスト化されま
す。

選択した Fiery server のすべてのジョブのビューを保存した場合は、「全ジョブ」などのわかりやすい名
前を入力します。

5 OK をクリックして検索フィルターまたはビューを保存します。

作成できるカスタムビューは 大 10 個です。

ジョブサムネイルの表示

サムネイルビューには、各処理済みジョブの 初のページのプレビューが表示されるので、ジョブの視覚的な
識別に役立ちます。

• ジョブセンターツールバーの右上隅にあるアイコン をクリックします。

• ジョブを並べ替えるには、背景の空白領域（つまりジョブ以外）を右クリックし、並べ替えの条件や順序
（昇順または降順）を選択します。

• 複数ジョブの選択やコピーと貼り付けを行うには、一般的なキーボードショートカットを使用できます。

• 追加のジョブ情報を表示するには、ジョブのサムネイルアイコンの上にマウスを移動します。

ジョブリストをフィルタリングする

現在のビューをフィルタリングして、特定の属性に一致するジョブのみを表示できます。

デフォルトのキュー、カスタムビュー、およびジョブログでは、各列にジョブの属性が表示されます。ジョブ
リストをフィルタリングして、1 つ以上の属性について指定の値に一致するジョブのみを表示できます。
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ジョブリストやサーバーごとに異なるフィルターを指定できます。フィルターは、変更または削除しない限り
残ります。

1
をクリックし、フィルターを作成を選択します。

2 検索基準を指定し、OK をクリックします。

3 検索保存をクリックして検索結果を保存します。

4 フィルター(現在のビュー)を選択し、ビューのわかりやすい名前を入力し、OK をクリックします。

5
をクリックし、現在のビューに適用するフィルターを選択します。

必要に応じて、編集をクリックし、1 つ以上の追加フィールドで値を入力または選択して、リストをさら
に制限します。

6 フィルタリングされたビューは、次のように管理できます。

• 消去をクリックして、現在のビューに適用されているフィルターを消去します。これで、リストのすべ
てのジョブが表示されます。

• 削除をクリックしてフィルターを完全に削除します。

別のキューにジョブを移動する

待機およびアーカイブ済みキューにあるジョブを処理中キューに移動（ドラッグ）できます。

• 待機またはアーカイブ済みキューから任意のジョブを選択します。メニューからアクションをクリック
し、以下のいずれかのアクションを選択します。

メモ：接続しているプレスで使用可能なジョブアクションが表示されます。

• 待機 - ジョブを待機キューに送信します。

• 処理後待機 - ジョブを処理しますが、印刷はしません。

• アーカイブ - ジョブをアーカイブし、アーカイブ済みキューに送信します。

キュー内のジョブを選択し、別のキューにドラッグすることもできます。

ジョブを別の Fiery server に送信する

送信先コマンドを使って、ジョブを別の Fiery server に送信できます。

ジョブをモデルとバージョンが同じ Fiery server に送信した場合は、ラスターデータが送信されます（使用可
能な場合）。ジョブを別の Fiery server に送信した場合、ソースファイルのみが送信され、ラスターデータは送
信されません。そのため、印刷前に対象の Fiery server 上でジョブを処理する必要があります。Fiery servers の
動作はそれぞれ異なる場合があるので、ジョブを送信する場合は、ジョブのプロパティをすべて確認し、必要
に応じて再指定してください。
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1 次のいずれかを行います。

• ジョブセンターで待機ジョブを選択し、サーバーの一覧に表示されている別の Fiery server にドラッグア
ンドドロップします。

• ジョブセンターで待機ジョブを選択し、アクション > 送信先をクリックします。

• ジョブセンターで待機ジョブを右クリックし、送信先を選択します。

2 Fiery server を選択します。

ジョブは選択されたサーバーに送信されます。

ジョブをアーカイブする

ジョブをアーカイブすると、ジョブの他に、後で使用できるようにジョブの設定も併せて保存されます。これ
により、ジョブを再度インポートして設定しなくても、すぐにジョブを再印刷できます。ジョブを再処理しな
くても再度印刷できるように、ラスターイメージを保存することができます。アーカイブジョブは、ネットワ
ークフォルダーやローカルフォルダーなど、使用しているコンピューターからアクセスできる任意のフォルダ
ーに保存できます。また、他のファイルと一緒にバックアップすることができます。

アーカイブマネージャーを使用してジョブをアーカイブする

アーカイブマネージャーでは、アーカイブ済みジョブを Fiery server から、ユーザーが選択したフォルダーに
移動します。これにより、Fiery server がアップグレードまたは再ロードされても、ジョブが確実に保護されま
す。

• すべての Fiery server ジョブに使用できるシンプルかつ安全なアーカイブソリューション

• Fiery server の外部にあるジョブをアーカイブ

• 複数の Fiery server でアーカイブジョブを容易に共有

• 複数の Command WorkStation ユーザーでアーカイブを共有

• Fiery server がオフラインでもアーカイブ済みジョブをすばやく検索

• すべてのアーカイブ済みジョブを 1 つのビューで一覧表示

アーカイブマネージャーでジョブをアーカイブしたら、アーカイブ済みキューは Fiery server の名前の下で一
覧表示されなくなります。代わりに、アーカイブ済みジョブはすべて、このアーカイブマネージャーウィンド
ウで使用できるようになります。

アーカイブマネージャーでの初回セットアップ

1 Command WorkStation の左上隅でアーカイブマネージャーをクリックします。

2 開始をクリックします。

3 参照をクリックして、アーカイブマネージャーがアーカイブ済みジョブを保存する場所を選択し、フォル
ダー選択をクリックします。

4 その場所のわかりやすい名前を表示名フィールドに入力します。
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5 OK をクリックします。

6 移行をクリックします。

7 アーカイブジョブを移行ウィンドウで、ソースの場所が有効であることを確認します。

詳細は、移行中にアクセスできないフォルダー（60 ページ）を参照してください。

ウィンドウの上半分に表示される場所は、ソースの場所と、アーカイブ済みジョブが現在保存されている
フォルダーです。ウィンドウの下半分で場所を 1 つだけ選択すると、それがアーカイブマネージャーでの
ジョブの移動先になります。ジョブを新しい場所に移動することで、ジョブをアーカイブマネージャーで
管理したり、保管のために他のファイルやフォルダーと一緒にバックアップしたり、Fiery server が再ロー
ドやアップグレードされても保護することができます。

8 移行をクリックします。

（操作がスキップまたはキャンセルされたために）移行するジョブが Fiery server に残っている場合は、
Command WorkStation にまだアーカイブキューが表示されます。移行処理を再開するには、アーカイブ済み
キューの青い移行ボタンをクリックします。

アーカイブマネージャーを使用してジョブをアーカイブする

ジョブの移行は一度だけです。ジョブをアーカイブフォルダーに移動したら、それと同じ場所または別の場所
に後続のジョブをアーカイブすることができます。

1 次のいずれかを行います。

• 待機キューまたは印刷済みキューでジョブを選択し、アーカイブマネージャーにドラッグします。

• ジョブセンターでジョブを選択し、アクション > アーカイブをクリックします。

• ジョブセンターでジョブを右クリックし、アーカイブをクリックします。

2 アーカイブ先を選択します。

サムネイルとプレビューを保存することもできます（存在する場合）。

メモ：そうすると、アーカイブ済みファイルのサイズは大きくなります。

3 別の場所を指定するには、場所を編集をクリックし、場所の管理ウィンドウで追加をクリックします。ジ
ョブのアーカイブ先フォルダーを選択してフォルダー選択をクリックします。

アーカイブ済みジョブの概要

アーカイブ済みジョブには、Fiery server で受信した元のソースファイルのほか、ジョブに設定されたジョブプ
ロパティ（ジョブチケット）も含まれています。

ジョブチケットでは、カラープロファイル、Paper Catalog（または Substrate Catalog）のエントリ、キャリブレ
ーション設定などのサーバーベースリソースを参照していることがあります。これらのサーバーリソースは
アーカイブ済みファイルと一緒に保存されてはいませんが、ジョブチケットでそれらを参照します。使用でき
なくなったリソースをジョブチケットで参照している場合、ジョブではそのリソースのデフォルト設定が使用
されます。

アーカイブにはサーバー固有の情報や設定が含まれており、それらは、ジョブの作成時に使用したのと同じサ
ーバーにジョブを復元する場合にのみ、すべて適用されます。別のサーバーにアーカイブジョブを復元または
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インポートすることができます。サーバーのモデルが異なる場合、両方のサーバーに共通するジョブチケット
設定が保持され、それ以外の設定はサーバーのデフォルト設定で置き換えられます。

ジョブをアーカイブする際は、処理済みジョブのサムネイルやプレビューを保存できます。その場合、ジョブ
のラスターイメージも保存されるので、ジョブを後で処理する必要がなくなります。サムネイルやプレビュー
を保存すると、アーカイブ済みファイルのサイズが大きくなります。

移行中にアクセスできないフォルダー

場所が使用できない場合、ジョブはアーカイブマネージャーで移行できません。

• 使用しているコンピューターまたはネットワークで、そのフォルダーが使用可能であることを確認します。
フォルダーが名前変更、移動、または削除されたために場所が使用できない場合があります。

• 読み取り/書き込みアクセスができることを確認します。アーカイブマネージャーでは、使用しているコン
ピューターのオペレーティングシステムを利用して、認証を処理します。Windows エクスプローラーまた
は macOS Finder でフォルダーを開いてみます。

• 他のコンピューター上の場所が C:¥users¥admin¥desktop などのよく知られたパスとして一覧表示される
ことがありますが、それは別のユーザーのコンピューターのパスである可能性があります。これらのジョ
ブにアクセスするには、その他のコンピューターで Command WorkStation を使用します。

アーカイブ先を管理する

1
Command WorkStation の左上隅で、ジョブペインのアーカイブマネージャーの上にある設定アイコン を
クリックします。

2 実行するアクションのアイコンをクリックします。

追加 既存のアーカイブ済みジョブのフォルダーをアーカイブマネージャ
ーに追加するか、今後のアーカイブジョブを保存します。

除去 場所を除去します。

編集 場所ではなくフォルダーの表示名のみ変更できます。フォルダーが
移動された場合は、新しいフォルダーとして再度追加します。

デフォルトとして設定 その場所を、ジョブがアーカイブされるデフォルトの場所に設定しま
す。

アーカイブを共有する

アーカイブマネージャーのフォルダーはネットワーク、クラウドレプリケーションサービス、使用しているロ
ーカルコンピューターのいずれに存在していてもかまいません。その他のあらゆるファイルやフォルダーに
使用する方法と同じように、アーカイブフォルダーをバックアップします。

ネットワークを介してアーカイブを共有する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワークフォル
ダーを使用します。まず、使用しているコンピューターでこのフォルダーを開いて、フォルダーが使用可能で
あることを確認します。Command WorkStation を使用するコンピューター-ごとに、このネットワークフォルダ
ーをアーカイブマネージャーのアーカイブ先として追加します。ネットワーク管理者にアーカイブマネージ
ャーのネットワークフォルダーをバックアップしてもらいます。
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アーカイブジョブは、複数の Fiery server で共有できます。たとえば、Fiery server#1 でアーカイブしたジョブ
を Fiery server#2 で使用することができます。両方のサーバーがモデルもバージョンも同じである場合は、ジ
ョブのすべてのプロパティが保持されます。アーカイブ先の Fiery server のモデルやバージョンが異なる場合
は、ラスター画像は破棄され（存在する場合）、印刷前にジョブを再度処理する必要があります。アーカイブ
先の Fiery server で使用できないジョブプロパティはすべて使用できなくなります。印刷前にジョブのプロパ
ティを確認してください。

アーカイブ済みジョブの検索

タイトル、ユーザー名、用紙サイズなど、列に表示されるあらゆる情報で、すべてのアーカイブ済みジョブを
検索できます。

1 Command WorkStation の左上隅でアーカイブマネージャーをクリックします。

2 検索ボックスに検索条件を入力します。

初の 50 件のジョブがアーカイブマネージャーに表示されます。さらにジョブを表示するには、>ボタン
および>>ボタンをクリックします。

ジョブの属性をさらに表示するには、列見出しを右クリックし、列を追加します。

アーカイブ済みジョブを使用する

ジョブをアーカイブしたら、まだ Fiery server 上に存在するかのように使用できます。

1 Command WorkStation の左上隅でアーカイブマネージャーをクリックします。

2 ウィンドウの左上隅のすべての場所メニューで、すべての場所または特定の場所を選択します。

大 50 件のジョブが表示されます。さらにジョブを表示するには、ジョブ一覧の右上隅にある矢印を使用
します。

3 ジョブを右クリックし、アーカイブ済みジョブに対して実行するアクションを選択します。

複数の Fiery server に接続している場合は、ジョブの送信先となる Fiery server を選択することもできます。
ジョブのプロパティをすべてを保持するには、ジョブをアーカイブしたときに使用したのと同じ Fiery
server をソースサーバー列の一覧から選択します。

アーカイブマネージャーを無効にする

• 次のいずれかを行います。

a) 編集 > 環境設定 > アーカイブマネージャーを選択し、アーカイブマネージャーを使用の選択を解除しま
す。

b)紹介画面で、けっこうですをクリックします。

移行後にアーカイブマネージャーを無効にした場合、移行済みのジョブはアーカイブマネージャーで使用され
た場所またはフォルダーに残ります。これらのアーカイブ済みジョブを使用するには、ファイル > アーカイブ
済みジョブのインポート選択し、フォルダーの場所を参照します。
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アーカイブマネージャーを使用せずにジョブをアーカイブする

ジョブは、Fiery server のハードディスク内、または外部のリムーバブルメディアやネットワークドライブにア
ーカイブできます。

アーカイブされたジョブは、ジョブセンターのアーカイブ済みキューに表示されます。

1 次のいずれかを行います。

• 待機キューまたは印刷済みキューでジョブを選択し、アーカイブ済みキューにドラッグします。

メモ：ジョブをコンピューターからアーカイブ済みキューにドラッグすることはできません。Fiery
server 上にすでにあるジョブに限り、アーカイブ済みキューにドラッグできます。

• ジョブセンターでジョブを選択し、アクション > アーカイブをクリックします。

• ジョブセンターでジョブを右クリックし、アーカイブをクリックします。

2 次のいずれかを行います。

• ディレクトリリストでサーバーのデフォルトを選択します。

• サムネイルとプレビューを保存することもできます（存在する場合）。

メモ：そうすると、アーカイブ済みファイルのサイズは大きくなります。

• アーカイブ先とオプション選択画面を常に表示するように指定できます。

• 別の場所を指定するには、追加をクリックします。ジョブのアーカイブ先フォルダーを選択してフォル
ダー選択をクリックします。

3 OK をクリックして、ジョブをアーカイブします。

4 いつでもサーバーメニューからアーカイブ設定にアクセスしたり、サーバーリスト内のサーバー名の横に
ある詳細アイコンをクリックしたりできます。

アーカイブ先とオプション選択画面を常に表示チェックボックスが解除されている場合であっても、アー
カイブ設定を編集できます。

ドラッグアンドドロップによるファイル管理

ドラッグアンドドロップ機能でファイルを移動します。

異なる複数の領域にファイルをドラッグアンドドロップできます。この機能を利用すると、ファイルをコンピ
ューターから Command WorkStation に移動できます。これはファイルの管理やジョブのワークフローで簡単
に使用できる機能です。

コンピューターから Command WorkStation へのドラッグアンドドロップがサポートされている領域は次のと
おりです。

• 待機キュー（メインウィンドウにフォーカスがあるとき）

• 処理中キュー（メインウィンドウにフォーカスがあるとき）

• サーバーリスト内の、接続している Fiery servers の待機キュー

• ジョブセンター上部の処理中ペイン
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次の領域では Command WorkStation 内でのドラッグアンドドロップがサポートされます。

• 待機キュー

• 処理中キュー

• アーカイブマネージャー

• アーカイブ済みキュー

• サーバーリスト内のサーバーの間で送信先コマンドを使用している場合（アクション > 送信先）

メモ：両方の Fiery servers にログオンしている必要があります。

• ジョブセンター上部の処理中ペイン
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Fiery JDF ジョブ

Fiery JDF と JMF について

Fiery JDF では、さまざまな JDF インテント要素や JDF プロセス要素をサポートしています。Command
WorkStation を使用して JDF の設定を表示したり、ジョブ処理中に用紙ミスマッチなどのエラーを解消するこ
とができます。

JDF（ジョブ定義形式）は、アプリケーション間におけるデータの受け渡しにより印刷プロダクションプロセ
スを自動化できるオープンスタンダードの XML ベースファイル形式です。JDF によりデータ交換が簡単に
なり、デジタルプロダクションが迅速化および効率化されると同時に、ジョブ詳細情報の受け渡しもすばやく
行われるようになります。電子 JDF チケットは、ジョブがカスタマーの構想から完成までどのように扱われ、
生産されるのかを指定します。

JDF ファイルを、個々のジョブのカスタマー仕様書を電子化したものと考えてください。たとえば、「10 ペー
ジの書類を 20#レターサイズの白色紙に白黒で 100 部両面印刷する」仕様のジョブをカスタマーが要求した場
合のジョブチケットは、JDF 対応の機器で読み取り可能な標準化 XML 形式、つまり JDF チケットで表されま
す。

JMF（ジョブメッセージングフォーマット）は、JDF ワークフローで使用される通信プロトコルです。JMF メ
ッセージには、イベント（開始、停止、エラー）、状況（使用可能、オフラインなど）、結果（数、消耗など）
についての情報が含まれています。Fiery JDF は、JMF を使用して、JDF 送信アプリケーションと Fiery server
間における JDF インテントや JDF プロセスのジョブチケットの統合した双方向通信を可能にします。

JMF をサポートすることにより、Fiery server は JDF ジョブの状況とプロダクションデータ（配信または印刷
の時刻やジョブの印刷に使用された用紙など）を JDF 送信アプリケーションにフィードバックとして送信す
ることができます。

Fiery JDF の設定

JDF ジョブを Fiery server に送信するには、Configure で JDF を有効に設定しておく必要があります（ジョブ送
信 > JDF 設定）。Fiery server を設定するときに、JDF パラメーターを指定できます。

• 仮想プリンターからのジョブ設定を使用 - 必要に応じて仮想プリンターを選択します。

• ジョブアクション - 待機、処理後待機、準備完了へ送信、プレスへ送信、印刷キューへ送信のいずれかを
選択します。

• JDF ジョブを上記の設定で上書きする - JDF ジョブチケットで指定された設定を上書きします。

• ジョブ終了 - 印刷後、自動終了または手動終了を指定して JDF ジョブを終了し、送信元に返します。
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• 終了に必要な項目 - 終了に必要な情報を指定します。

• 共通グローバルパス - 共通リソースに対する SMB 経由のファイル検索パスを追加、編集、または除去し
ます。

JDF の設定の指定方法の詳細については、『Configure のヘルプ』を参照してください。

JDF 送信アプリケーションを使用可能に設定する

Fiery JDF には、JDF 送信アプリケーションをチェックして認証する有効化メカニズムが含まれています。
Fiery JDF で特定の JDF 送信アプリケーションを使用可能にするには、Fiery server で設定するか、または JDF
送信アプリケーションから送られた JMF（ジョブメッセージフォーマット）メッセージによって設定します。

JDF 送信アプリケーションが使用可能に設定されていない場合は、以下の表示が出て、アプリケーションから
のジョブがチェックおよび認証済みではないことをユーザーに警告します。

• Command WorkStation のジョブリストで、該当するジョブに警告状況メッセージが表示されます。

• JDF 詳細ウィンドウに警告メッセージが表示されます。

• どのようにアプリケーションを認証するかの情報の JMF コメントが、JDF 送信アプリケーションに戻され
ます。

Fiery JDF ワークフロー

Fiery server は、ジョブが処理されると、JMF（JDF のジョブメッセージフォーマット）を使用して、状況や監
査情報を JDF ジョブ送信アプリケーションに返します。

JDF ジョブを Fiery server に送信すると、ジョブにエラーや競合がないかがチェックされます。エラーや競合
がない場合、オペレーターは Command WorkStation のアクションメニューから追加の印刷アクションを選択で
きます。またはジョブを直接印刷することもできます。

エラーが生じた場合、ジョブのジョブ状況列にエラーが表示されます。

ジョブエラーウィンドウで、JDF チケットの競合を解消するか無視するかを選択できます。競合を無視した場
合、ジョブは JDF 情報なしで印刷されることがあります。

Fiery server を自動終了に設定していた場合、JDF ジョブの印刷後に、ジョブの終了を知らせるメッセージが送
信アプリケーションに自動的に返されます。手動終了の場合、オペレーターはジョブの印刷終了後、Command
WorkStation ウィンドウからジョブを閉じる必要があります。

JDF ジョブを送信する

Hot Folder フィルターを介して、または従来の JDF 送信アプリケーションで Fiery server の JMF URL を使用し
て、JDF チケットを送信できます。

1 JDF 送信アプリケーションから Fiery server にジョブを送信します。

2 ジョブは JMF（ジョブメッセージフォーマット）を介して送信されます。送信アプリケーションは、Fiery
server の JMF URL にジョブを送信します。
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3 Fiery server の JMF URL を次の形式で入力します。

http://<host>:<port>（たとえば、http://192.168.1.159:8010）

Command WorkStation の JDF 列見出しを表示する

JDF ジョブが Fiery server に受信され、Command WorkStation の待機または印刷済みキューに表示されると、列
見出しの JDF セットを選択して、JDF ジョブに関する有益な情報を表示できます。

• JDF ジョブ用の列見出しを表示するには、列見出しバーを右クリックして、JDF セットを選択します。

デフォルトの JDF 見出しセットが追加されます。列見出しバーを右クリックし、新規追加 > JDF をクリック
して追加の JDF カテゴリを表示します。

Fiery JDF ジョブと仮想プリンター

仮想プリンターは、Fiery server 上で定義でき、JDF チケット内で NamedFeature として参照できます。

Fiery JDF の設定で、ジョブの送信先として仮想プリンターを選択することができます。Fiery server（Configure
の JDF セクション）でそのように設定した場合、このジョブは仮想プリンターでのジョブ設定を使用します。
JDF チケットの任意の設定は、仮想プリンターの「ロックされていない」設定を上書きします。

仮想プリンターの詳細については、仮想プリンター（112 ページ）を参照してください。

ジョブの JDF 設定を指定する

待機キューまたは印刷済みキューから JDF ジョブを選択するときに、JDF 設定ウィンドウで JDF ジョブのオ
プションを設定できます。

• JDF 設定ウィンドウを開くには、右クリックして JDF 設定を選択するか、アクション > JDF 設定をクリッ
クします。

JDF 設定ウィンドウでは、以下のタブが表示されます。

• 用紙 - 対応する Substrate Catalog エントリの隣に JDF ジョブの用紙属性が表示されます。JDF ジョブの用
紙は、このタブの Substrate Catalog エントリに手動でマッピングできます。詳細は、JDF 送信アプリケーシ
ョンを使用可能に設定する（65 ページ）を参照してください。

• ジョブ情報 - JDF チケットの情報が表示されます。追加の MIS 詳細を入力したり、コメントを追加したり
することができます。

• ランリスト - JDF ジョブのコンテンツ生成に使用したカスタマー支給のファイルを表示します。ウィンド
ウのファイルを追加、編集、並べ替えることができます。

• ジョブの終了 - オペレーターが手動でジョブを終了することができます。

以下のアクションはすべてのタブで使用できます。

• ジョブの終了 - Configure で設定したパラメーターに従って、ジョブを閉じます。

• 用紙チケットの表示 - JDF 送信アプリケーションがオリジナルのジョブチケットの可視コピーを含んでい
れば、このオプションは使用できるようになります。
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• OK - この設定を保存し、ウィンドウを閉じます。

• キャンセル - 設定の変更を保存せずにウィンドウを閉じます。

ジョブ情報タブ

ジョブ情報タブは、送信されるジョブの JDF 情報を表示します。

ジョブ名、ジョブ ID、用紙フィールドは自動的に入力されます。

以下の領域は自動的に入力されますが、読み取り専用で編集はできません。

• ジョブヘッダー

• スケジュール

• カスタマー情報

MIS 詳細

MIS 詳細領域で、メニューから以下の各カテゴリの設定を選択できます。

• 課金可 - 課金するジョブを指定します。

• 作業タイプ - ジョブを変更すべきか、また変更の方法を指定します。

• 作業タイプ詳細 - 変更の理由を指定します。作業タイプ詳細の値の中には、作業タイプが特定の値の場合
にのみ有効となるものがあります。たとえば、作業タイプが原本の場合、作業タイプ詳細は無視されます。

• 動作モード - 動作モードのタイプを指定します。

コメント

コメント領域には、読み取り専用の JDF コメントが入力されていますが、追加ボタンをクリックし、ブラン
クフィールドにコメントを入力することにより、コメントを追加できます。

コメントは、ジョブのプロパティウィンドウのジョブ情報タブのジョブ注釈メモ領域に表示されます。

ランリストタブ

ランリストタブには、JDF ジョブ入力用のコンテンツページ（アートワーク）作成に使用する PDL ファイル
の場所が表示されます。ファイルパスは、ジョブの印刷に受信した順番に表示されます。各パスは、1 つのジ
ョブに対して 1 つのファイルタイプをサポートします。さまざまな種類のプロトコルをサポートしています。

• サポートされているプロトコル：HTTP、FTP、SMB、MIME、ローカルファイル

• サポートされているファイルタイプ：PDF、PostScript、PPML、VDP、ZIP

メモ：同一のジョブで複数のファイルタイプをサポートすることはできません。 初の項目が PDF ファイル
に関連付けられている場合、そのジョブで使用するファイルはすべて PDF にしてください。

パスの追加、パス名の編集、パスの削除を行うことができます。

メモ：ランリストのジョブに必要な認証済みパスを除去することはできません。少なくとも 1 件の有効な項目
がジョブに必要です。

JDF ジョブにファイル名が付いていても、Configure で定義したパスでファイルが見つからない場合、アラー
トアイコンが表示されます。この場合は、編集を選択して、正しいパスを挿入します。
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ジョブの終了タブ

Configure で手動終了をオンにした場合、オペレーターはキャンセルされたジョブについてもジョブを終了し
て送信側のアプリケーションがジョブのプロダクション情報を受信できるようにする必要があります。

他のユーザーはジョブを終了することで、ジョブの実際の完了状況を記録し送信元に返すことができます。
Print MIS Solution ユーザーは、実行中にプロダクション状況を受信します。また、Fiery server でのジョブの終
了時に原価計算の監査詳細情報を受信します。

必要な情報がすべて提供されていれば、Fiery JDF ワークフローの実行途中でいつでもジョブを手動で終了す
ることができます。

Fiery JDF 設定では、ジョブの終了方法（自動または手動）と、ジョブを終了するのに必要な情報（もしあれ
ば）を指定できます。

ジョブの終了タブには、以下のフィールドが表示されます。これらのフィールドは自動的に設定されます。

• Substrate Catalog - JDF チケットで指定された用紙のリスト。使用する用紙が異なる場合は、このエント
リを変更できます。

• 従業員 ID－Command WorkStation にログインしたときのログイン情報に基づく。

• 用紙製品 ID－Substrate Catalog の製品 ID。

• 印刷予定シート - JDF チケットに基づく。

• 実際のシート数－Fiery server のジョブログに基づく。

用紙製品 ID、印刷予定シート以外のフィールドは、必要に応じて上書きできます。

Substrate Catalog に JDF ジョブの用紙を追加する

Fiery server は、JDF チケットが送信されてくると、JDF ジョブに指定されている用紙を Fiery server 上の
Substrate Catalog にある対応するエントリに自動的にマッピングしようとします。

自動用紙マッピングが失敗した場合は、JDF チケットの JDF ジョブ用紙が表示され、このジョブに対する
Substrate Catalog の用紙エントリを手動で選択できます。

1 JDF ジョブで使用する用紙を追加する場合は、ジョブのプロパティウィンドウの用紙タブで、JDF チケッ
トの用紙を選択し、Substrate Catalog に追加します。

2 サブストレートカタログへマッピングメニューからサブストレートカタログへ追加/マッピングを選択し
ます。

Substrate Catalog に新しい用紙を追加する方法の詳細については、Substrate Catalog エントリを作成する（123
ページ）を参照してください。

JDF ジョブの用紙の競合を解決する

JDF チケットが Substrate Catalog へ自動的にマッピングできない用紙を使用している場合、Command
WorkStation にはジョブのエラーが表示されます。問題を解決するには、JDF ジョブ用の用紙を既存の用紙エ
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ントリにマッピングするか新しいエントリとして追加して、JDF ジョブ用の用紙を Substrate Catalog に追加し
ます。

1 選択した JDF ジョブを右クリックし、JDF 設定を選択するか、アクション > JDF 設定をクリックします。

2 JDF チケットの競合を解消するを選択します。

3 JDF 設定ウィンドウの用紙タブで、サブストレートカタログへマッピングメニューから対応する用紙を選
択するか、サブストレートカタログへ追加/マッピングを選択し、OK をクリックします。

JDF ジョブ用に指定した用紙のパラメーターは、選択した Substrate Catalog の用紙エントリのパラメーターの
隣に表示されます。これで、ジョブの印刷準備が完了しました。
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カラーを管理する

カラー印刷オプション

カラー印刷オプションは、印刷ジョブに適用されるカラー管理の制御を行います。

カラー印刷オプション（Command WorkStation のデバイスセンター > カラー設定 > カラー管理からアクセス）
は、Fiery server のデフォルトのカラー印刷設定を示します。デフォルトのカラー印刷設定は、ジョブに対して
ほかのカラー印刷設定が指定されていない場合に適用されます。ユーザーは、設定がロックされていなけれ
ば、ジョブのプロパティでジョブの設定を変更することでデフォルトの設定を上書きできます。

デフォルトジョブ設定の詳細は、すべてのジョブのプロパティにデフォルトを設定する（45 ページ）を参照
してください。

キャリブレーション内容は印刷オプションではなく、出力プロファイルによって決定されます。表示されてい
るキャリブレーション設定は、選択した出力プロファイルに関連付けられているキャリブレーション設定で
す。

カラー印刷オプションを使用した印刷の詳細については、取扱説明書の『カラー印刷』を参照してください。

Command WorkStation にはカラーワークフローの管理をサポートする各種のリソースがあります。これらの
カラーツールを活用するためのトレーニングビデオや資料のリンクが提供されています。これらについては、
次を参照してください。

• 学習ソリューション（Learning@EFI）

• カラー設定のベストプラクティスに関するフローチャートおよび動画

デフォルトのカラー設定を表示または編集する

ほとんどのカラー印刷オプションのデフォルト設定を表示または編集できます。
すべてのカラー印刷オプションは、1 つのウィンドウに表示されます。一番上に一般設定が配置され、その下
にカラー入力とカラー設定が表示されます。カラー設定は、上級ユーザーのために提供されています。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 ワークフローでジョブプリセットまたは仮想プリンターをクリックした後に、デフォルト設定...をクリック
します。
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3 デフォルト設定ウィンドウで、オプションを個別に設定し、オプションをロックするか、ロック解除され
たままにするかを指定します。

すべてロックまたはすべてアンロックを選択することもできます。

4 OK をクリックします。

Command WorkStation にはカラーワークフローの管理をサポートする各種のリソースがあります。これらの
カラーツールを活用するためのトレーニングビデオや資料のリンクが提供されています。これらについては、
次を参照してください。

• 学習ソリューション（Learning@EFI）

• カラー設定のベストプラクティスに関するフローチャートおよび動画

カラーモード設定

カラーモード設定は、出力の色空間（CMYK など）を指定します。カラーモード設定を変更すると、カラー
管理オプションはサーバーのデフォルト設定にリセットされます。

ジョブ全体はグレースケール、CMYK、または CMYK+で印刷されます（使用可能な場合）。

メモ：CMYK の出力では、少なくとも 4 つのプロセスカラーのプレス出力を参照します。使用しているプレ
スまたはプリンターが RGB 出力をサポートし CMYK 出力をサポートしない場合、『Fiery Command
WorkStation Help』における CMYK へのすべての参照は適用されません 。RGB 出力だけをサポートするプレ
スまたはプリンターについては、製品ごとの取扱説明書を参照してください。

CMYK または CMYK+の可能な設定は次のとおりです。

• CMYK - カラー書類で選択します。

• グレースケール - グレースケールまたは白黒の書類で選択します。

• CMYK+ - CMYK にプラスして 5 色目のインク/トナーを使用し、すべてのインク/トナーをプロセスカラー
として使用してカラー出力を行います。サポートされている場合は、Fiery server に 1～3 個の追加インク/
トナーを使用できます。

メモ：Fiery servers では、CMYK+は使用できません。

出力プロファイル

出力プロファイル印刷オプションでは、ジョブの処理に使用する出力プロファイルを指定します。印刷ジョブ
内のカラーデータは、プリンターの色空間に変換されます。この色空間は、出力プロファイルに記述されてい
ます。

さらに、出力プロファイルに関連付けられたキャリブレーションが、印刷前にジョブに適用されます。

Fiery server には、デフォルトの出力プロファイルが 1 つ以上あります。各出力プロファイルは、特定の用紙の
種類のために作成されたものです。Fiery server に独自の出力プロファイルをインポートすることもできます。

ジョブ定義設定を使用する

ジョブに特定の出力プロファイルを選択するのではなく、Fiery server に出力プロファイルを自動的に選ばせる
こともできます。プロファイルは、印刷ジョブで使用されるカラーモードと用紙タイプによって決まります。
つまり、ジョブが Substrate Catalog の用紙を使用するなら、Substrate Catalog に指定された出力プロファイルが
使用されます。デフォルトの出力プロファイルについて詳しくは、デフォルトのカラー出力プロファイルを設
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定する（72 ページ）と使用する出力プロファイルを Fiery server で決定する方法（73 ページ）を参照してく
ださい。

デバイスリンクプロファイル

指定された出力プロファイルとソースプロファイルに CMYK-to-CMYK または RGB-to-CMYK デバイスリン
クプロファイルを使用できる場合、デバイスリンクプロファイルが選択されていますが出力プロファイルドロ
ップダウンリストボックスの下に表示されます。デバイスリンクプロファイルが選択されている場合は、特定
のデバイスリンクプロファイル名がソースプロファイルドロップダウンリストボックスの下に表示されます。
他のソース設定は、デバイスリンクプロファイルのワークフローとは無関係のため、使用不可になっていま
す。

この場合、デバイスリンクプロファイルが使用されるため、選択した出力プロファイルはカラー管理に使用さ
れません。

デフォルトのカラー出力プロファイルを設定する

ジョブごとに出力プロファイルを手動で選択しない場合は、出力プロファイルをデフォルトとして指定す
ることができます。特定のジョブのデフォルト設定を上書きすることもできます。

希望する出力プロファイルは、ジョブ定義設定を使用ルールに従って指定する必要があります。

Substrate Catalog を使用するジョブの場合：

• 用紙/素材のおもてと裏のカラープロファイル設定を変更しないでください。

設定がサーバーのデフォルトでない限り、指定されたプロファイルが使用されます。

Substrate Catalog を使用しないジョブの場合または Substrate Catalog でサーバーのデフォルトが指定され
ている場合：

• デバイスセンター > リソース > プロファイルを選択します。出力プロファイルで、希望する出力プロ
ファイルを選択し、使用可能なすべての用紙種類にその出力プロファイルを関連付けます。

メモ：出力プロファイルと用紙の関連付けがすべての Fiery servers でサポートされているわけではあり
ません。

ジョブのプロパティ > カラー > 出力プロファイルを選択して、特定のジョブのデフォルト設定を上書きす
ることができます。ジョブ定義設定を使用ではなく、一覧からプロファイルを選択します。ジョブのプロ
パティでサーバーメニューからデフォルト設定を選択して、特定の出力プロファイルをデフォルトとして
設定することもできます。

メモ：デフォルト設定ウィンドウのカラータブに表示されるデフォルトの出力プロファイルは、Fiery
server で設定されたものです。そこに表示される注釈メモ（デフォルトのプロファイル選択は常に「ジョ
ブ定義設定を使用」です。）は、ジョブのプロパティの出力プロファイル）メニューを指しています。

ジョブが Substrate Catalog を使用している場合は、Substrate Catalog エントリでおもてカラープロファイル
と裏カラープロファイルに指定されているものがデフォルトの出力プロファイルになります。サーバー
のデフォルトは、Fiery server で決定されたプロファイルです。詳細は、使用する出力プロファイルを Fiery
server で決定する方法（73 ページ）を参照してください。
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使用する出力プロファイルを Fiery server で決定する方法

ジョブで使用する出力プロファイルを Fiery server で決定する際には、Substrate Catalog の 3 つの主要な導
入方法のうち、どれを使用するか応じて、さまざまな要因を考慮に入れます。

Substrate Catalog の 3 つの可能な導入方法は次のとおりです。

• Substrate Catalog を用紙選択に使用する必要がある。

• Substrate Catalog を用紙選択に使用しなくてもよい。

• Substrate Catalog を用紙選択に使用できない。

Fiery server では、さまざまなテストを実行して、使用する出力プロファイルを決定します。

1 ジョブのプロパティが出力プロファイルの自動選択に設定されているか

2 Substrate Catalog が使用されているか

3 どの出力プロファイルをジョブの設定に も近い状態に設定するか

ジョブのプロパティが出力プロファイルの自動選択に設定されているか
自動プロファイル選択の場合は、ジョブのプロパティのカラータブで出力プロファイルをジョブ定義設定
を使用に設定する必要があります。用紙以外のプロパティも考慮する場合、ジョブ定義設定を使用オプシ
ョンが表示されます。たとえば、用紙そのものに加えてカラーモード（CMYK+）も使用してプロファイ
ルが決定されることがあります。

特定の出力プロファイルを指定された場合は、それが使用されます。Fiery server の自動選択に満足できな
い場合や他のプロファイルを試す場合は、特定のプロファイルを選択します。

Substrate Catalog が使用されているか

ジョブのプロパティで Substrate Catalog 用紙が指定されている場合は、Substrate Catalog 出力プロファイル
の関連付けを確認します。おもてと裏のカラープロファイルの関連付けを表示するには、Substrate Catalog
で選択した用紙を右クリックし編集を選択します。用紙/素材に特定の出力プロファイルが関連付けられ
ている場合は、そのプロファイルが使用されます。

出力プロファイルの関連付けがは、サーバーのデフォルトに設定されている場合、3 番目のテストが使用
されます。

どの出力プロファイルをジョブの設定に最も近い状態に設定するか

使用可能な出力プロファイルとジョブの設定との関連付けを確認します。デバイスセンター > リソー
ス > プロファイルを選択し、出力プロファイルセクションを展開します。

提供されるプリントオプションは、Fiery server によって大きく異なります。用紙の種類は非常によく使用
されます。用紙の種類列のオプションは、同等の多数のジョブ設定とは通常、1 対 1 に対応しません。た
とえば、コートに関するオプションがジョブのプロパティに複数あっても、コート紙タイプに関連付けら
れている出力プロファイル設定が 1 つしかない可能性もあります。この場合、コートに関連付けられてい
る出力プロファイルが、すべてのコート紙に使用されます。

用紙の種類でデフォルトで使用される出力プロファイルを変更する場合は、選択した出力プロファイルを
ダブルクリックし、そのプロファイルと互換性のある用紙の種類を確認します。使用可能な用紙設定の多
くまたはすべてに指定できる出力プロファイルは 1 つだけです。
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デバイスリンクプロファイル

デバイスリンクプロファイルを印刷ジョブで選択するには、そのプロファイルが Fiery server に存在すること
と、特定のソースプロファイルおよび出力プロファイルに関連付けられていることが必要です。

デバイスリンクプロファイルと関連付けられているソースプロファイルおよび出力プロファイルの設定を選
択すると、Fiery server では通常のカラー管理が無視され、ジョブのカラーデータへのデバイスリンク変換が適
用されます。ソースプロファイルおよび出力プロファイルは使用されません。

Fiery server 上に存在していないプロファイルは、設定として表示されません。ソースプロファイルの設定や出
力プロファイルの設定と関連付けられていないデバイスリンクプロファイルは、ジョブに対して選択できませ
ん。そのため、デバイスリンクプロファイルと関連付けられているソースプロファイルや出力プロファイル
は、たとえカラー変換の計算には使用されなくても、Fiery server 上に存在している必要があります。

特定のカラー入力設定が指定されると、デバイスリンクプロファイルは無効になります。次の表を参照してく
ださい。

RGB-CMYK デバイスリンク CMYK-CMYK デバイスリンク

RGB 埋め込みプロファイルを使用 CMYK 埋め込みプロファイルを使用

RGB レンダリングインテント CMYK レンダリングインテント

メモ：Fiery システムソフトウェア FS200/200 Pro 以前は CMYK 処理方法

RGB グレーをブラックのみで印刷 CMYK グレーをブラックのみで印刷

黒点の補正

RGB ソース、CMYK ソース、グレースケールソース

RGB ソース、CMYK ソース、またはグレースケールソースプリントオプションを使用すると、書類の RGB デ
ータ、CMYK データ、またはグレースケールデータの色空間を定義して、Fiery server で適切な色変換が行わ
れるようにすることができます。

Fiery server には、よく使用される色空間が提供されています。その他の色空間は、CMYK または RGB のカス
タムプロファイルとして Fiery server にインポートできます。カスタムのグレースケールプロファイルはイン
ポートできません。

RGB ソース

RGB ソースのプロファイルを指定した場合、Fiery server では、その他のカラー管理システムで指定されたソ
ース色空間定義またはプロファイルがあればそれを上書きします。たとえば、書類に RGB プロファイルが埋
め込まれていても、RGB ソース設定で上書きされます。

RGB ソースプロファイルを指定すると、Fiery server からの出力はプラットフォーム間で一貫性のあるものに
なります。RGB ソースには次のオプションがあります。

• EFIRGB - EFI 社指定のソース色空間を定義します。RGB データの詳細情報がない場合に 適です。

• sRGB（PC）－Microsoft 社および Hewlett-Packard 社推奨の色空間であり、一般的なホームおよびオフィス
アプリケーション向けに定義されています。

• Apple Standard - 従来の Mac OS 対応モニター用のデフォルトソース色空間を定義します。
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• Adobe RGB（1998）－Adobe 社が定義した色空間であり、一部のプリプレスワークフローで Adobe
Photoshop 用のデフォルト作業用色空間として使用されます。

• eciRGB v2－ECI（ヨーロッパカラーイニシアティブ）推奨の色空間であり、広告代理店、出版社、複製
業、印刷所で RGB 作業用色空間およびカラーデータ交換形式として使用されます。

• Fiery RGB v5－Office アプリケーションの使用時に適した EFI 定義の色空間です。この色空間は EFIRGB
に類似していますが、より大きく、より適切な青色出力が得られます。

指定されている別のソース色空間を RGB ソースによって上書きしない場合は、RGB 埋め込みプロファイルを
使用オプションを選択します。

RGB 埋め込みプロファイルを使用オプションが有効になっている場合、Fiery server では RGB プロファイルが
ある書類のオブジェクトが尊重され、プロファイルがないオブジェクトはジョブのプロパティで指定された
RGB ソースプロファイルを使用してカラー管理されます。

CMYK ソース

CMYK ソースオプションには、Fiery server 上に存在する任意の CMYK ソースプロファイルを設定できます。

ICC プロファイルを使用して色分解された印刷イメージ内のカラーを適切に管理するには、同じプロファイル
をイメージの印刷時に指定する必要があります。

CMYK ソースプロファイル設定に指定するプロファイルは、CMYK データが色分解されたときの CMYK プロ
ファイルまたは印刷標準によって変わります。このオプションは、CMYK データのみに適用されます。

• カスタム色分解（たとえば、ICC プロファイル指定の色分解）により色分解されている画像には、CMYK
ソースを設定した Fiery server で、プリプレスワークフローの RGB-CMYK 変換で使用されているプロファ
イルを選択します。

• 印刷標準用に色分解されたイメージには、印刷標準を CMYK ソース設定として選択してください。

ジョブに埋め込み CMYK プロファイルが含まれている場合は、CMYK 埋め込みプロファイルを使用オプショ
ンを選択します。埋め込みプロファイルは CMYK データに適用されます。

CMYK ソースオプションには、Fiery server 上に存在する任意の CMYK ソースプロファイルを設定できます。

ジョブの CMYK データを出力カラー色空間に変換しない場合は、次の設定のいずれかを選択できます。

• 変換を省略－これらの設定では、ジョブのオリジナルの CMYK データが変換なしにプリンターに送信さ
れますが、キャリブレーションは適用されます。

• ColorWise オフ－この設定では、キャリブレーションの適用も CMYK データへの変換も行われることな
く、ジョブのオリジナルの CMYK データがプリンターに送信されます。ただし、CMYK データはインク/
トナー総量の制限の影響を受けます。

ColorWise オフ設定は特定のジョブで使用できますが、Fiery server でのデフォルト設定にはできません。
この設定は特定のジョブでのみ選択してください。

メモ：ColorWise オフ設定で印刷する場合は、アプリケーションで選択するオプションによって CMYK デ
ータが変更されないようにしてください。ColorWise オフ設定で印刷する場合は、アプリケーションでカ
ラー管理を使用しないように設定する必要があります。

グレースケールソース

Fiery server では、デバイスグレーのジョブと ICC ベースグレースケールのジョブをそれぞれの色変換によっ
て個別に処理できます。
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グレースケールソースプロファイル設定は、ソースプロファイルから出力プロファイルへのカラー変換に使用
するため、出荷時にインストールされたグレースケールプロファイルを提供します。ユーザーが任意のグレー
スケール ICC プロファイルをインポートすることはできません。

書類のグレースケールオブジェクトに関連付けられた埋め込みプロファイルがジョブに含まれている場合は、
グレー埋め込みプロファイルを使用オプションを選択します。

グレースケールソースオプションには、Fiery server 上に存在する任意の出荷時インストール済みグレースケー
ルソースプロファイルを設定できます。

RGB/CMYK/グレー埋め込みプロファイルを使用

Fiery server で、プリント設定で指定されているソースプロファイルではなく、印刷ジョブに埋め込まれている
ソースプロファイ l ル（RGB、CMYK またはグレースケール）を使用するかどうかを指定できます。

RGB

RGB 埋め込みプロファイルを使用をオンにした場合、Fiery server は RGB プロファイルがあるオブジェクトの
埋め込み RGB プロファイルを使用し、RGB プロファイルがない RGB オブジェクトの RGB ソースプロファイ
ルを使用します。このオプションをオンにした場合、Fiery server は RGB ソースオプションで指定されたプロ
ファイルを使用します。

CMYK

CMYK 埋め込みプロファイルを使用をオンにした場合、Fiery server は CMYK プロファイルがあるオブジェク
トの埋め込み CMYK プロファイルを使用し、CMYK プロファイルがない CMYK オブジェクトの CMYK ソー
スプロファイルを使用します。このオプションをオフにした場合、Fiery server は CMYK ソースオプションで
指定されたプロファイルを使用します。

グレー

グレー埋め込みプロファイルを使用をオンにした場合、Fiery server はグレープロファイルがあるオブジェクト
の埋め込みグレープロファイルを使用し、グレープロファイルがないグレーオブジェクトのソースグレープロ
ファイルを使用します。

黒点の補正

黒点の補正オプションを使用して、CMYK ソースカラーのシャドウ部分の出力濃度を調整できます。

黒点の補正は、ソースプロファイルの も暗い部分が出力プロファイルの も暗い部分にマッピングされるよ
うに、ソースカラーをスケーリングすることによって機能します。CMYK ソース色空間がプリンターの色の
範囲よりも広い場合にシャドウの細部を強調するには、黒点の補正を使用します。校正のアプリケーションで
は、CMYK ソース色空間がプリンターの色の範囲よりも狭い場合にこのオプションを使用しないでください。

メモ：RGB ソースカラーの場合は、相対カラーメトリックに黒点の補正が常に適用されます。黒点の補正は、
絶対カラーメトリックには適用されません。連続調では純色とシャドウ詳細が出力デバイスのカラー表現能
力に合わせて調整されているので、黒点の補正は不要です。

CMYK レンダリングインテント

CMYK レンダリングインテントオプションは、カラー変換のためのレンダリングインテントを指定します。印
刷するカラー画像の種類に応じて、この変換を 適化することができます。

Fiery server では、5 番目のレンダリングインテントである純原色もサポートしています。
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メモ：色調の再現性の問題が生じた場合は、連続調設定を使用してください。

レンダリングインテント 用途 対応する ICC レンダリングインテント

連続調 - 色域外のカラーを印刷

する場合は、通常、ビジネスグ

ラフィックレンダリングより

も彩度の低い出力となります。

この方法では、画像の色調関係

が保持され、ソースのグレース

ケール色調範囲が、出力デバイ

スで使用可能な色調範囲に拡

大/縮小されます。

写真画像（写真素材 CD やデジタルカメラか

らのスキャン画像を含む）

画像、コントラスト、および知覚

ビジネスグラフィック - 鮮やか

な彩度の高いカラーを作成し

ますが、出力カラーとモニター

表示カラーを正しくマッチさ

せるものではありません。肌

の色合いなどの色域内の色は

適切にレンダリングされます。

この方法は、連続調レンダリン

グインテントと類似して、グレ

ースケールコンテンツのコン

トラストを大きくするために

使用できます。

プレゼンテーション用のアートワークやグ

ラフ。この方法は、プレゼンテーションで使

用するグラフィックや写真等が混在してい

るページに使用されます。

彩度、グラフィック

相対カラーメトリック - ソース

白色点とターゲット白色点の

間の色変換を定義します。た

とえば、モニター上で青みがか

った色に見える白色（灰色）

は、紙地の白色に置き換えられ

て出力されます。この方法で

は、空白の部分と白いオブジェ

クト間に目に見える境界が発

生しません。相対カラーメト
リックは、グレースケールのデ

フォルトのレンダリングイン

テントで、グレーの外観を維持

するのに 適です。

カラーのマッチングが重要であるが、書類の

白色を紙地の白色として出力する場合の高

度な方法です。この方法は、シミュレーショ

ンの目的で CMYK データに影響を及ぼすた

めに PostScript カラー管理でも使用されるこ

とがあります。

相対カラーメトリック
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レンダリングインテント 用途 対応する ICC レンダリングインテント

絶対カラーメトリック - ソース

白色点とターゲット白色点の

間の色変換は定義されません。

たとえば、青みがかった色に見

える白色（灰色）は、紙地の白

色に置き換えられません。こ

の方法では、ハイライトやシャ

ドウの細部で色域は一部切れ

て表示されることがあります。

正確なカラーが要求され、境界がはっきりし

ても問題ない場合に使用します。この方法

は、シミュレーションの目的で CMYK デー

タに影響を及ぼすために PostScript カラー管

理でも使用されることがあります。

CMYK レンダリングインテントを絶対カラ
ーメトリックに設定すると、用紙の白色の領

域が印刷されないことではなく、CMYK 値

を使用して用紙の白色がシミュレートされ

ます。これは、以前の用紙シミュレーション

機能と同じ効果があります。

絶対カラーメトリック

純原色 - インク/トナーを混ぜ

合わせない。カラー機能の異

なる画像システムの間で特定

の色の見え方を一致させるた

めにカラー管理で行われるイ

ンク/トナーの混合を行わない

ようにします。

ソースコンテンツが 1 つまたは 2 つのプロ

セスインク/トナーで構成されるとき、それ

らは 終印刷で 1 つまたは 2 つのプロセス

インク/トナーとして残されます。このレン

ダリングインテントでは色の精度を達成で

きないので、他の印刷システムと色の精度が

一致することは想定されていません。

純原色

グレースケールレンダリングインテント

グレースケールレンダリングインテントオプションは、カラー変換のためのレンダリングインテントを指定し
ます。印刷するグレーオブジェクトの種類に応じて、この変換を 適化することができます。

グレースケールのテキスト、グラフィック、および画像の見え方を制御するには、適切なレンダリングインテ
ントを選択します。Fiery server では、現在業界標準の ICC プロファイルにある 4 つのレンダリングインテン
トから選択することができます。

メモ：色調の再現に問題が生じた場合は、連続調設定を使用してください。

レンダリングインテント 用途 対応する ICC レンダリングインテント

連続調 - 色域外のカラーを印刷す

る場合は、通常、ビジネスグラフィ

ックレンダリングよりも彩度の低

い出力となります。この方法では、

画像の色調関係が保持されます。

写真画像（写真素材 CD やデジタルカメラ

からのスキャン画像を含む）連続調では、

ソースのグレースケール色調範囲が、出

力デバイスで使用可能な色調範囲に拡大/
縮小されます。

画像、コントラスト、および知覚

Fiery Command WorkStation
カラーを管理する

78



レンダリングインテント 用途 対応する ICC レンダリングインテント

ビジネスグラフィック - 鮮やかな

彩度の高いカラーを作成しますが、

出力カラーとモニター表示カラー

を正しくマッチさせるものではあ

りません。肌の色合いなどの色域

内の色は適切にレンダリングされ

ます。この方法は、連続調レンダリ

ングインテントと類似しています。

プレゼンテーション用のアートワークや

グラフ。この方法は、プレゼンテーショ

ンで使用するグラフィックや写真等が混

在しているページに使用されます。ビジ
ネスグラフィックでは、グレースケール

コンテンツのコントラストが大きくなり

ます。

彩度、グラフィック

相対カラーメトリック - ソース白

色点とターゲット白色点の間の色

変換を定義します。たとえば、モニ

ター上で青みがかった色に見える

白色（灰色）は、紙地の白色に置き

換えられて出力されます。この方

法では、空白の部分と白いオブジェ

クト間に目に見える境界が発生し

ません。

カラーのマッチングが重要であるが、書

類の白色を紙地の白色として出力する場

合の高度な方法です。相対カラーメトリ
ックはグレースケールのデフォルトのレ

ンダリングインテントで、以前の Fiery 製

品の出力と比較すると、グレーの外観が

維持されます。

相対カラーメトリック

絶対カラーメトリック - ソース白

色点とターゲット白色点の間の色

変換は定義されません。たとえば、

青みがかった色に見える白色（灰

色）は、紙地の白色に置き換えられ

ません。

正確なカラーが必要とされ、目に見える

境界が問題でない場合に使用します。絶
対カラーメトリックでは、ハイライトや

シャドウの細部で色域は一部切れて表示

されることがあります。

絶対カラーメトリック

RGB レンダリングインテント

RGB レンダリングインテントオプションでは、RGB/Lab から CMYK へのカラー変換に使用するレンダリング
インテントを指定します。印刷するカラー画像の種類に応じて、この変換を 適化することができます。

アートワークの画像や Adobe Photoshop からの RGB 写真画像などの印刷時に、各画像に適したレンダリング
インテントを選択する必要があります。Fiery server では、現在業界標準の ICC プロファイルにある 4 つのレ
ンダリングインテントから選択することができます。

メモ：色調の再現性の問題が生じた場合は、連続調設定を使用してください。

レンダリングインテント 用途 対応する ICC レンダリングインテント

連続調 - 色域外のカラーを印刷

する場合は、通常、ビジネスグ

ラフィックレンダリングより

も彩度の低い出力となります。

画像の正しい色よりも色調関

係の保持を優先させます。

写真画像（写真素材 CD やデジタルカメラか

らのスキャン画像を含む）

画像、コントラスト、および知覚
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レンダリングインテント 用途 対応する ICC レンダリングインテント

ビジネスグラフィック - 鮮やか

な彩度の高いカラーを作成し

ますが、出力カラーとモニター

表示カラーを正しくマッチさ

せるものではありません。肌

の色合いなどの色域内の色は

適切にレンダリングされます。

この方法は、連続調レンダリン

グインテントと類似していま

す。

プレゼンテーション用のアートワークやグ

ラフ。この方法は、プレゼンテーションで使

用するグラフィックや写真等が混在してい

るページに使用されます。

彩度、グラフィック

相対カラーメトリック - ソース

白色点とターゲット白色点の

間の色変換を定義します。た

とえば、モニター上で青みがか

った色に見える白色（灰色）

は、紙地の白色に置き換えられ

て出力されます。この方法で

は、空白の部分と白いオブジェ

クト間に目に見える境界が発

生しません。

カラーのマッチングが重要であるが、書類の

白色を紙地の白色として出力する場合の高

度な方法です。この方法は、シミュレーショ

ンの目的で CMYK データまたは RGB デー

タに影響を及ぼすために PostScript カラー管

理でも使用されることがあります。

相対カラーメトリック

絶対カラーメトリック - ソース

白色点とターゲット白色点の

間の色変換は定義されません。

たとえば、青みがかった色に見

える白色（灰色）は、紙地の白

色に置き換えられません。

正確なカラーが要求され、境界がはっきりし

ても問題ない場合に使用します。この方法

は、シミュレーションの目的で CMYK デー

タまたは RGB データに影響を及ぼすために

PostScript カラー管理でも使用されることが

あります。

絶対カラーメトリック

RGB/CMYK グレーをブラックのみで印刷

RGB グレーをブラックのみで印刷オプションをオンに設定すると、R、G、B の値の等しい RGB カラーはすべ
て、CMYK ブラックではなく、K のみのブラックで印刷されます。同様に、CMYK グレーをブラックのみで
印刷をオンに設定すると、C、M、Y が 0 で、K が任意の値の CMYK カラーは、CMYK ブラックではなく、
K のみのブラックで印刷されます。

RGB グレーをブラックのみで印刷または CMYK グレーをブラックのみで印刷 は、テキスト/グラフィックかテ
キスト/グラフィック/画像のどちらかについてオンに設定できます。「グラフィック」とはベクトルグラフィ
ックを指します。「画像」とはビットマップ画像を指します。

メモ：また、テキスト/グラフィックとテキスト/グラフィック/画像には同じオプションを使用し、グレース
ケールソースプロファイルについてグレーをブラックのみで印刷するをオンに設定することもできます。
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次の制限が適用されます。

• RGB グレーをブラックのみで印刷オプションと CMYK グレーをブラックのみで印刷オプションは、事前に
色分解されたジョブには適用されません。

• CMYK レンダリングインテントが純原色に設定されている場合、CMYK グレーをブラックのみで印刷は出
力に影響を及ぼしません。

• RGB/Lab を CMYK ソースに分解をオンにすると、RGB グレーをブラックのみで印刷はオフになります。同
様に、RGB グレーをブラックのみで印刷をオンにすると、RGB/Lab を CMYK ソースに分解をオンにするこ
とはできません。

• ブラックテキスト/グラフィックを純ブラック-オンまたはリッチブラック-オンに設定している場合、100%
ブラックのテキスト/グラフィックには、RGB グレーをブラックのみで印刷および CMYK グレーをブラッ
クのみで印刷の設定よりブラックテキスト/グラフィックでの設定が優先されます。

• スポットカラーとしてグレーが指定されている場合、そのグレーには RGB グレーをブラックのみで印刷お
よび CMYK グレーをブラックのみで印刷は適用されません。

RGB/Lab を CMYK ソースに分解

RGB/Lab を CMYK ソースに分解オプションでは、RGB カラー（Lab カラー、XYZ カラーを含む）を CMYK に
変換する方法を指定します。このオプションは、Fiery server で RGB データを CMYK 値に分解するために使
用する色空間を定義します。

• RGB/Lab を CMYK ソースに分解をオンにすると、 初にすべての RGB カラーが、CMYK/グレースケール
ソースプリントオプションによって定義される CMYK 色空間に変換され、その後、プリンターの CMYK
色空間（出力プロファイルプリントオプションによって定義される）に変換されます。変換結果は、プリ
ンターから出力される RGB カラーのシミュレーションで、CMYK ソースプロファイルによって定義される
特性を持ちます。

たとえば、高品質 ICC プロファイルが別のプリンターで使用できる場合、RGB/Lab を CMYK ソースに分解
を使用して、その別のプリンターの動作を現在使用しているプリンターでシミュレートできます。

• RGB/Lab を CMYK ソースに分解をオフにすると、すべての RGB カラーがプリンターの CMYK 色空間（出
力プロファイルプリントオプションによって定義される）に直接変換されます。
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スポットカラーマッチング

スポットカラーマッチングオプションを使用すると、自動的なマッチングによってジョブ内のスポットカラー
を 良の CMYK 値に変換できます。

• スポットカラーマッチングをオンにすると、Fiery server は内蔵の変換テーブルを使用して、プリンターが
生成できるスポットカラーに も近似する CMYK 値を生成します。（Fiery server に出力プロファイルを追
加した場合は、その出力プロファイル用の新しい変換テーブルが自動的に作成されます）。

Fiery スポットカラーを使用すると、Fiery server は Command WorkStation スポットカラーで決定された
CMYK 値を使用します。

• スポットカラーグループを使用メニューを使用すると、Fiery server がファイルの処理中に 初にスポット
カラー定義を検索するスポットカラーグループを選択できます。デバイスセンター > リソース > スポッ
トカラーを選択して新しいスポットカラーグループを作成した場合、新しいグループがスポットカラーグ
ループを使用メニューのリストに追加されます。スポットカラーが選択したリストにない場合、Fiery
server は一致するスポットカラー名を他のすべてのスポットカラーグループで探します。名前が存在しな
ければ、そのスポットカラーは書類内で代替カラーを使用して表示されます。

• スポットカラーマッチングをオフにすると、Fiery server は、代用色空間定義を使用してスポットカラーを
処理します。代用色空間定義は、CMYK、RGB、グレースケール、Lab のいずれかです。このワークフロ
ーでは、Fiery server のスポットカラーライブラリーにあるスポットカラー定義は無視されます。

メモ：内蔵の変換テーブルに含まれていないスポットカラーは、書類内の代替カラーを使用してシミュレート
されます。

ジョブにスポットカラーが含まれている場合は、オフセット印刷用のプロセスカラーのシミュレーションを印
刷する場合を除き、スポットカラーマッチングをオンにしてください。オフセット印刷のシミュレーションを
行う場合は、スポットカラーマッチングをオフに設定し、適切な CMYK、RGB、またはグレースケールソー
ス設定を選択します。

ブラックテキスト/グラフィック

ブラックテキスト/グラフィックオプションでの設定は、ブラックのテキストおよびベクトルグラフィックに
適用されます。このオプションを純ブラック-オンに設定すると、アプリケーションによって生成されるブラ
ック（たとえば、RGB=0, 0, 0 または CMYK=0%, 0%, 0%, 100%）がブラックのみを使用して印刷されます。

ブラックテキスト/グラフィックを純ブラック-オンに設定している場合は、1 つのインク/トナーしか使用され
ないため、ブラックのテキストおよびラインアートで印刷ずれが生じることはありません。またこの設定で
は、特定の用紙へのインク/トナーの量が多すぎるために印刷オブジェクトの境界線がはみ出してしまうブラ
スティングの問題も回避できます。

ジョブによっては、ブラックテキスト/グラフィックを普通に設定することをお勧めします。たとえば、ブラ
ックを使用したグラデーション塗りつぶしがジョブに含まれている場合は、普通の設定によって 適な結果が
得られます。

オーバープリント(純ブラック)をテキストまたはテキスト/グラフィックに設定している場合は、ブラックテキ
スト/グラフィックを純ブラック-オンに設定する必要があります。

メモ：ブラックテキスト/グラフィックオプションは、コンポジット印刷でのみ使用し、分版の出力には使用
しません。
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次の表に、異なる色空間で定義されたブラックデータによるブラックテキスト/グラフィックオプションの動
作を示します。

カラー ブラックテキスト/グラフィック：普通 ブラックテキスト/グラフィック：純ブラッ
ク-オンまたはリッチブラック-オン

RGB=0,0,0（その他すべての

RGB 値はブラックテキスト/グ
ラフィック設定の影響を受けま

せん）

出力プロファイル内の RGB=0,0,0 の定義に

従って印刷されます。出力プロファイルで

リッチブラックが指定されている場合はリ

ッチブラック（複数のインク/トナーを使用

したブラック）になり、出力プロファイルで

RGB=0,0,0 に対してブラックのみが指定さ

れている場合はブラックのみになります。

出力はキャリブレーションの影響を受けま

す。

純ブラック-オンの場合はブラックのみで、

リッチブラック-オンの場合はブラックお

よびシアンを使用して、ブラック 100%、シ

アン 50%で印刷されます。

CMYK=0%, 0%, 0%, 100%（その

他すべての CMYK 値はブラッ
クテキスト/グラフィック設定

の影響を受けません）

CMYK ソースおよび CMYK レンダリングイ
ンテントの設定により、ブラックのインク/
トナーのみを使用したブラック、またはすべ

てのインク/トナーを使用したリッチブラッ

クで出力されます。

CMYK レンダリングインテントを純原色に

設定している場合は、

CMYK=0%,0%,0%,100%で定義されたブラ

ックがブラックのインク/トナーのみで印刷

され、ブラックの量は CMYK ソースプロフ

ァイルとキャリブレーションにより制限さ

れます。

CMYK ソースを変換を省略に設定している

場合は、CMYK=0%,0%,0%,100%で定義され

たブラックがブラックのインク/トナーのみ

で印刷され、ブラックの量は CMYK ソース
プロファイルとキャリブレーションにより

制限されます。

CMYK レンダリングインテントを相対カラ
ーメトリックに設定している場合、

CMYK=0%, 0%, 0%, 100%で定義されたブラ

ックは出力プロファイルに従ってすべての

インク/トナーを使用したリッチブラックで

出力されます。出力はキャリブレーション

の影響を受けます。

メモ：CMYK ソースを ColorWise オフに設定

すると、CMYK ソースプロファイルおよび

キャリブレーションが無効になります。こ

の場合、ブラックはキャリブレーションによ

る制限を受けません。

CMYK ソースと CMYK レンダリングインテ
ントの設定にかかわらず、純ブラック-オン
の場合はブラックのみで、リッチブラック-
オンの場合は、ブラックおよびシアンを使

用して、ブラック 100%、シアン 50%で印

刷されます。
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カラー ブラックテキスト/グラフィック：普通 ブラックテキスト/グラフィック：純ブラッ
ク-オンまたはリッチブラック-オン

スポットカラー（ブラックテキ
スト/グラフィック設定の影響

を受けません）

標準のスポットカラー処理 標準のスポットカラー処理

メモ：PostScript アプリケーションの中には、印刷ジョブを Fiery server に送る前に、RGB=0, 0, 0 で定義された
ブラックを 4 色の CMYK ブラックに変換するものがあります。これらのブラックは、ブラックテキスト/グラ
フィックオプションの影響を受けません。

オーバープリント(純ブラック)

オーバープリント(純ブラック)オプションでは、RGB=0, 0, 0、または CMYK=0%, 0%, 0%, 100%で定義された
ブラックのテキストのみまたはブラックテキスト/ベクトルグラフィックを、カラーの背景上にオーバープリ
ント（重ね出力）するかどうかを指定します。このオプションをオフにすると、ブラックのテキストまたはテ
キストとグラフィックのカラーの背景はノックアウト（くり抜き）されて出力されます。ノックアウトの場合
は、カラーの版ずれによってオブジェクトの周りに白い境界線が表示されることがあります。

メモ：オーバープリント(純ブラック)は、ブラックテキスト/グラフィックが純ブラック-オンに設定されてい
る場合のみ選択できます。

オーバープリント(純ブラック)オプションには、次の設定があります。

• テキスト - ブラックのテキストはカラーの背景上に重ねて出力されます。これにより、ブラックテキスト
と背景の間の隙間や版ずれの問題を回避できます。

• テキスト/グラフィック - ブラックのテキストとグラフィックはカラーの背景上に重ねて出力されます。
これにより、ブラックテキストと背景の間の隙間や版ずれの問題を回避できます。

• オフ - ブラックのテキストとグラフィックのカラーの背景部分はノックアウト（くり抜き）されて出力さ
れます。

メモ：PostScript アプリケーションによっては、印刷前に独自のオーバープリント変換が実行されることがあ
ります。

この設定の使用方法の例として、ブラックのテキストを淡い青色の背景に表示するページを取り上げます。青
色の背景は CMYK=40%, 30%, 0%, 0%です。ブラックのテキストは CMYK=0%, 0%, 0%, 100%です。

• オーバープリント(純ブラック)をテキストまたはテキスト/グラフィックに設定すると、ページの 終的な
テキストまたはグラフィックの部分がオーバープリントされます（背景色と組み合わされます）。アプリケ
ーションによって生成されたブラック（たとえば、RGB=0, 0, 0、または CMYK=0%, 0%, 0%, 100%）は、
ブラックのみを使用して印刷されます。このため、プリンターのキャリブレーションが正しく行われてい
る限り、ブラックのテキストおよびラインアートではハーフトーンによるモアレの問題は起こりません。
シアンとマゼンタとの境目が一切生じず、テキストの境界での問題が起こらないため、出力の品質は向上
します。

• オーバープリント(純ブラック)をオフに設定すると、ブラックのテキストやグラフィックの境界では、一
方の側（テキストまたはグラフィックの外側）にシアンおよびマゼンタ、もう一方の側（テキストまたは
グラフィックの内側）にブラックが使用されます。このため、プリンターの限界により、版ずれが起きて
しまうことがあります。

メモ：CMYK が 0%, 0%, 0%, 100%でない場合、CMYK 各要素の再現は CMYK ソースの設定とキャリブレーシ
ョンの影響を受けます。
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プロファイル

Command WorkStation の Profile Manager では、Fiery server 上の ICC プロファイルを管理できます。（Profile
Manager の）Color Editor では、既存の CMYK プロファイルからカスタムプロファイルを作成したり、AutoGray
機能を使用して出力プロファイルのグレーバランスを調整したりできます。

Fiery server では、カラー管理に次の種類のプロファイルを使用します。

• RGB ソースプロファイルは、印刷ジョブの RGB（および Lab）色のソース色空間を定義します。通常、
RGB プロファイルを使用しているデバイスは、モニター、スキャナー、デジタルカメラなどです。Fiery
server では、RGB ソースプロファイルを使用して印刷ジョブの RGB 色をプリンターの CMYK 色空間に正
確に変換できます。

• CMYK ソースプロファイルは、印刷ジョブの CMYK 色のソース色空間を定義します。通常、CMYK プロ
ファイルを使用しているデバイスは、印刷機、デジタルプリンターなどです。Fiery server では、CMYK ソ
ースプロファイルを使用して印刷ジョブの CMYK 色をプリンターの CMYK 色空間に正確に変換できま
す。

• グレースケールソースプロファイルは、印刷ジョブのグレースケール色のソース色空間を定義します。通
常、グレースケールプロファイルを使用しているデバイスは、印刷機、デジタルプリンターなどです。
Fiery server では、グレースケールソースプロファイルを使用して印刷ジョブのグレースケール色をプリン
ターのグレースケール色空間に正確に変換できます。

• 出力プロファイルは、特定の種類の用紙に印刷する場合のプリンターの色特性を記述します。出力プロフ
ァイルには、プリンターの期待されるカラー出力濃度を記述するキャリブレーションが関連付けられます。
出力プロファイルとその関連するキャリブレーションは、印刷ジョブのすべてのカラーデータに適用され
ます。

• デバイスリンクプロファイルは、特定のソース色空間から出力色空間への変換を記述します。デバイスリ
ンクプロファイルには、変換元デバイスから変換先デバイスへの完全な変換が定義されているため、Fiery
server は変換の計算を行いません。

Fiery server は、2 種類のデバイスリンクプロファイルをサポートします。RGB ソース色空間から CMYK
色空間と CMYK ソース色空間から CMYK 色空間への変換です。

デバイスリンクプロファイルには、ソースプロファイル設定（CMYK から CMYK へのデバイスリンクプ
ロファイルの CMYK デバイスリンクと RGB から CMYK へのデバイスリンクプロファイルの RGB/Lab デ
バイスリンク）と出力プロファイル設定を関連付ける必要があり、これらが関連付けられていないと、デ
バイスリンクプロファイルをジョブで選択できません。

プロファイルプロパティを表示する

Command WorkStation の Profile Manager には、Fiery server 上のプロファイルに関する情報（デバイスや用紙タ
イプなど）が表示されます。

プロファイル名の左側にあるチェックマークは、このプロファイルが工場出荷時のデフォルトプロファイルで
あることを示しています。たとえば、RGB ソースプロファイルの sRGB（PC）プロファイルの横にあるチェッ
クマークは、sRGB （PC）が RGB ソースオプションのデフォルト設定であることを意味しています。デフォル
ト プロファイルは、カラー管理ウィンドウで変更できます。

プロファイル名の左側にあるロックアイコンは、このプロファイルは工場出荷時にインストールされたもの
で、編集または削除できないことを示しています。
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1 デバイスセンターのリソースでプロファイルをクリックします。

2 Profile Manager で、プロファイルをクリックして選択します。選択したプロファイルのプロパティが、ウ
ィンドウの右側に表示されます。

プロファイルの色の範囲を比較する

使用するコンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合、Fiery Profile Inspector を使
用して 2 つのプロファイルの色の範囲を比較できます。Profile Inspector には、色の範囲が 3 次元モデルで表示
され、2 つの色の範囲で重なりのある色とそうでない色を確認できます。たとえば、プロファイル間で青の色
相の範囲に違いがある場合があります。

1 「デバイスセンター」のリソースタブでプロファイルをクリックし、プロファイルを選択します。

2 Ctrl キーを押しながら、もう 1 つのプロファイルを選択します（両方のプロファイルが選択状態になりま
す）。

3 いずれかのプロファイルを右クリックしてプロファイルを比較を選択します。

Profile Inspector が別ウィンドウで開きます。Profile Inspector のヘルプアイコンをクリックすると、詳細な情報
が表示されます。

プロファイルをインポートまたはエクスポートする

Command WorkStation の Profile Manager を使用すると、プロファイルを Fiery server にインポートして、Fiery
server 上のジョブの印刷に使用することができます。Fiery server のソフトウェアの更新時などに、誤ってカス
タムプロファイルを削除しないように、エクスポート機能を使用してプロファイルをバックアップしておいて
ください。

プロファイルをコンピューターにエクスポートして、Adobe Photoshop など ICC 対応のアプリケーションで使
用することもできます。

プロファイルをインポートする

ソースプロファイル（RGB または CMYK）、出力プロファイル、またはデバイスリンクプロファイルを Fiery
server にインポートすることができます。グレースケールのプロファイルは、インポートできません。

メモ：Windows の場合は、プロファイルのファイル名に拡張子.icc または.icm が付いていないと、インポート
用に選択できません。Mac OS の場合は、プロファイルのファイルの種類が「profile」でなければなりません。

1 デバイスセンターのリソースタブで、プロファイルをクリックし、インポートをクリックします。

2 場所リストでフォルダーを選択します。

• カスタムの場所の管理 - カスタムの場所として指定するフォルダーを追加または削除できます。カスタ
ムの場所は場所リストに表示されます。

• すべて - 場所リストのフォルダーをすべて選択します。
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• OS でインストール済みのフォルダーは次のように定義されています。

オペレーティン

グシステム

表示フォルダー

名

フォルダーへのパス

Windows システム WINDOWS¥system32¥spool¥drivers¥color

その他 Windows でプロファイルの格納に使用されているその他のすべてのパス

Mac OS X システム /System/Library/ColorSync/Profiles

コンピューター /Library/ColorSync/Profiles

ユーザー ~/Library/ColorSync/Profiles

その他 Mac OS でプロファイルの格納に使用されているその他のすべてのパス

選択したフォルダー内のプロファイルが表示され、選択可能になります。OS でインストール済みのフォル
ダーを選択した場合、サブフォルダーも含まれます。カスタムの場所を選択した場合、サブフォルダーは
含まれません。

3 プロファイルを選択します。

4 CMYK プロファイルの場合、プロファイルのインポートで設定を選択します。

• CMYK ソースおよびシミュレーション - プロファイルを CMYK ソースプロファイルとして使用します。
Fiery server で別のプリンターまたは印刷標準をシミュレーションする場合は、このオプションを選択し
ます。

• 出力 - プロファイルを出力プロファイルとして使用します。プリンターのカスタムプロファイルの場
合、このオプションを選択します。

5 インポートをクリックします。

6 プロファイル設定ダイアログボックスが表示されたら、このプロファイル用の設定を選択し、OK をクリッ
クします。

インポートしたプロファイルが、Fiery server にすでにあるプロファイルの置き換えではなく、新規のプロ
ファイルである場合、プロファイル設定を設定します。

プロファイルをエクスポートする

プロファイルを Fiery server からエクスポートして、バックアップ手段としたり、Adobe Photoshop などの ICC
対応アプリケーションで使用したりすることができます。

1 「デバイスセンター」のリソースタブで、プロファイルをクリックします。

2 プロファイルを選択し、エクスポートをクリックします。

3 コンピューター上の保存先を指定し、フォルダ選択をクリックします。
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プロファイルを作成または削除する

Command WorkStation の Profile Manager では、新しい出力プロファイルやデバイスリンクプロファイルを作成
したり、不要になったプロファイルを削除したりできます。
新しいプロファイルを作成するには、コンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている必
要があります。

出力プロファイルを作成する

使用するコンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合、Fiery Printer Profiler を使
用して出力プロファイルを作成できます。

メモ：既存の出力プロファイルを Color Editor で編集して別名で保存することによって、出力プロファイルを
作成することもできます。

Fiery Printer Profiler は、Command WorkStation の Profile Manager から起動できます。

1 「デバイスセンター」のリソースタブで、プロファイルをクリックします。

2 新規をクリックし、出力プロファイルを選択します。

Printer Profiler が別のウィンドウで開きます。Printer Profiler を使用した出力プロファイル作成の詳細について
は、Printer Profiler のオンラインヘルプを参照してください。

メモ：新しいキャリブレーション設定を作成した後、Command WorkStation の Calibrator から Fiery Printer
Profiler を起動できます。

デバイスリンクプロファイルを作成する

使用しているコンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合、Fiery Device Linker
を使用してデバイスリンクプロファイルを作成できます。
Fiery Device Linker は、Command WorkStation の Profile Manager から起動できます。

1 デバイスセンターのリソースでプロファイルをクリックします。

2 新規をクリックし、デバイスリンクを選択します。

Device Linker が別のウィンドウで開きます。Device Linker を使用したデバイスリンクプロファイル作成の詳
細については、Device Linker のオンラインヘルプを参照してください。

プロファイルを削除する

不要になったプロファイルを削除できます。プロファイルを削除すると、Fiery server 上のディスク領域を解放
できます。ロックされたプロファイルは削除できません。

1 「デバイスセンター」のリソースタブでプロファイルをクリックし、削除するプロファイルを選択します。
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2 設定をクリックし、ドライバーのラベルを指定なしに設定して、OK をクリックします。

メモ：ドライバーのラベルは Fiery server のモデルでは使用できません。このオプションが表示されない場
合は、次の手順に進みます。

3 削除をクリックし、確認のためにはいをクリックします。

プロファイル設定を編集する

プロファイル設定は、Fiery server のプロファイル使用方法を決定する属性です。たとえば、説明や用紙の種類
をプロファイルに割り当てることができます。プロファイル設定が、プロファイルの内容に影響を与えること
はありません。

1 デバイスセンターで、リソースタブをクリックし、プロファイルをクリックします。

2 プロファイルを選択し、設定をクリックします。

3 プロファイル設定ウィンドウで、必要なオプションを設定し、OK をクリックします。選択できるオプショ
ンは、プロファイルの種類と Fiery server の機種によって変わります。

• プロファイルの説明 - プロファイルを識別する説明です。プロファイルがロックされている場合、説明
は変更できません。

• 用紙の種類 - 出力プロファイルが関連付けられている 1 つまたは複数の用紙設定です。これらの設定
は、（特定の出力プロファイルが設定されたタイミングではなく）用紙設定によってジョブの出力プロフ
ァイルが決まったタイミングで利用されます。

用紙の種類が表示されない場合は、Substrate Catalog を使用して用紙定義プロファイルを設定します。

• キャリブレーション - 出力プロファイルに関連付けるキャリブレーションです。

• CMYK ソースプロファイルまたは RGB ソースプロファイル - デバイスリンクプロファイルに関連付けら
れているソースプロファイル設定です。特定のソースプロファイル設定と出力プロファイル設定の組み
合わせによって、ジョブのデバイスリンクプロファイルが選択されます。CMYK から CMYK へのデバ
イスリンクプロファイルの場合、CMYK ソースプロファイル設定があります。RGB から CMYK へのデ
バイスリンクプロファイルの場合、RGB ソースプロファイル設定があります。

メモ：CMYK ソースプロファイルを編集しても、CMYK ソースプロファイルに関連付けられているデバ
イスリンクプロファイルを使用する場合は、変更が適用されません。

• 出力プロファイル - デバイスリンクプロファイルに関連付けられている出力プロファイル設定です。

プロファイル内容を編集する

Command WorkStation には CMYK プロファイルを編集する Color Editor が用意されています。

Color Editor では、CMYK プロファイル（CMYK ソースプロファイルまたは出力プロファイル）を編集できま
す。プロファイルの濃度曲線を微調整するには、Color Editor を使用します。

使用しているコンピューターに Fiery Color Profiler Suite オプションがインストールされている場合は、
Command WorkStation から Fiery Profile Editor にアクセスしてプロファイルを編集できます。出力プロファイ
ルの色域を定義するカラーデータを編集できます。
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Color Editor でプロファイルを編集する

Color Editor では、CMYK 濃度曲線やターゲット濃度などの機能を調整できます。

Color Editor で編集できるのは、Fiery server を使用する印刷だけです。それ以外のケースでプロファイルを使
用する場合、プロファイルに影響はありません。

1 デバイスセンターで、リソースタブをクリックし、プロファイルをクリックします。

2 プロファイルを選択し、編集をクリックします。

3 Color Editor を選択します。

メモ：Fiery Color Profiler Suite がコンピューターにインストールされている場合は、次の手順に進みます。
Color Editor が自動的に開きます。

4 Color Editor で、濃度曲線を調整します。微調整するには、一度に 1 つまたは 2 つのカラーのみを操作しま
す。

Color Editor のグラフの曲線は、各カラーチャンネル（C、M、Y、K）の入力%と出力%を表しています。
これらの%は、CMYK ハーフトーンドットのサイズを表しています。

• C、M、Y、K 曲線の表示/非表示を切り替えるには、各カラーの眼のアイコンをクリックします。

• 曲線を手前に表示するには、眼アイコンの横にあるカラーバーをクリックします。

• 表示している曲線の明るさを調整するには、プラスとマイナスのボタンを使用します。

• 曲線を調整するには、曲線上の点をドラッグするか、点をクリックして入力フィールドと出力フィール
ドに新しい値を入力するか、または、点をクリックして矢印キーで移動します。

メモ：明るさを調整してから、曲線を調整してください。

5 出力プロファイルの場合：Fiery server によってキャリブレーションターゲットが出力プロファイル内に保
存されている場合は、各カラー（C、M、Y、K）のキャリブレーションターゲットの 高濃度（D-Max 値）
を変更することができます。

D-Max 値が表示されていない場合、使用している Fiery server ではキャリブレーションターゲットが出力プ
ロファイルとは別に保存されることを示しています。この場合は、D-Max 値をキャリブレーターで表示し
て調整することができます。

注意： 高濃度値（D-Max 値）を変更することはできますが、D-Max 値は表示し確認するだけにして
おくことをお勧めします。キャリブレーションターゲットは、キャリブレーションの理想的な値を表
し、出力プロファイルはその値を含んでいます。キャリブレーションターゲットの値は、特に理由が
ない限りは変更しないでください。

6 テストページを印刷します（オプション）。

7 操作が終了したら、保存をクリックし、新しいプロファイル用の名前を入力します。

重要：新しいプロファイル用の名前を入力しない場合は、編集済みのプロファイルがオリジナルを上
書きしてしまいます。ロックアイコンの付いたプロファイルを編集して保存する場合は、それをコピ
ーとして保存することしかできません。ロックアイコンの付いたプロファイルを上書きすることはで
きません。
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Fiery Profile Editor でプロファイルを編集する

使用しているコンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合、Fiery Profile Editor を
使用して出力プロファイルを編集することができます。Profile Editor を使用すると、レンダリングインテン
ト、CMYK 濃度曲線などの全体的なカラー機能を調整できるだけでなく、特定の色相、カラー、またはプロ
ファイル全域の中の特定のデータ点を調整することもできます。

1 「デバイスセンター」のリソースタブをクリックし、プロファイルをクリックします。

2 出力プロファイルを選択して、編集をクリックし、Fiery Profile Editor を選択します。

「Fiery Profile Editor」を使用したプロファイルの編集の詳細については、Profile Editor 画面上のヘルプアイコン
をクリックしてください。

テストページを印刷する

Color Editor でプロファイルを編集した後、編集前後の画像を示すテストページを印刷できます。
テストページは、独自のサンプル画像、または Fiery server で提供される比較ページのどちらかです。

比較ページを印刷する

Fiery server が提供する比較ページを印刷することができます。比較ページには、プロファイル編集を行った場
合と行わなかった場合で、印刷される画像やカラーパッチの違いが表示されます。

1 デバイスセンターで、リソースタブをクリックし、プロファイルをクリックします。

2 プロファイルを選択し、編集をクリックします。Fiery Color Profiler Suite がコンピューターにインストール
されている場合は、Color Editor を選択します。

3 Color Editor で、印刷テストをクリックします。

4 比較ページを選択し、用紙サイズと給紙トレイについて必要な設定を選択して、印刷をクリックします。

サンプル画像を印刷する

サンプル画像を作成してテストページを印刷することができます。サンプル画像ページは、待機キューにある
ユーザー定義の CALIB.PS ファイルです。

1 グラフィックアプリケーションで、サンプル画像として使用するファイルを作成します。

2 サンプル画像を「CALIB.PS」の名前で、PostScript または EPS ファイル形式で保存します。

3 Command WorkStation で、ファイルを Fiery server の待機キューにインポートします。

4 ジョブセンターで、CALIB.PS ジョブをダブルクリックし、ページの印刷に使用するジョブのプロパティを
設定します。

5 デバイスセンターで、リソースタブをクリックし、プロファイルをクリックします。

6 プロファイルを選択し、編集をクリックします。Fiery Color Profiler Suite がコンピューターにインストール
されている場合は、Color Editor を選択します。
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7 Color Editor で、印刷テストをクリックします。

8 サンプル画像ページを選択し、印刷をクリックします。

スポットカラー

スポットカラー機能は、Command WorkStation のスポットカラー（名前付きカラー）マネージャーです。この
機能を使用すると、Fiery server でスポットカラーの定義を編集したり、カスタムスポットカラーの定義を作成
したりできます。スポットカラーは、Spot-On 機能の一部です。Fiery server で Spot-On 機能が使用可能で、有
効になっている場合は、スポットカラーおよびそれらに相当する CMYK 値を調整したり、管理したりできま
す。

スポットカラーは、PANTONE、HKS、TOYO、DIC などの名前付きカラーのライブラリーに事前に収録され
ています。スポットカラーライブラリーには、オリジナルのスポットカラー値とそれに対応するデバイス独自
の定義（Lab 値）が含まれています。スポットカラーは、Fiery server 上の各出力プロファイル用に各スポット
カラーに も近い CMYK 値を算出します。新しい出力プロファイルを作成するか、既存出力プロファイルを
更新した場合、スポットカラーは対応する 良の CMYK 値を自動的に再計算します。

「代替」カラーのリストを作成できます。このリスト内のカラーが、その RGB 値または CMYK 値で書類内に
使用されている場合は、スポットカラーのカラー定義に従って、書類での定義とは異なる CMYK 値のカラー
に代替されます。これにより、正確なカラー出力が可能になり、個々の RGB および CMYK カラーが上書きさ
れます。

スポットカラーグループと定義

Command WorkStation のスポットカラー機能を使用すると、Fiery server でスポットカラーの定義を編集した
り、カスタムスポットカラーの定義を作成したりできます。一度に 1 人のユーザーのみがスポットカラーを使
用できます。

スポットカラーウィンドウは 3 つの部分に分かれています。

• 画面の左側には、カラーグループの一覧が表示されます。

• 画面の中央には、現在選択されているカラーグループのスポットカラーの一覧が表示されます。

• 画面の右側には、現在選択されているスポットカラーの定義、およびオリジナルの Lab 値と出力プロファ
イルにより変換された後の CMYK 値を示すスウォッチが表示されます。

スポットカラー定義内の「!」アイコンは、1 つ以上のインクが 大値に達していることを示しています。

デフォルトで、Fiery server には、DIC、HKS、TOYO などの複数の PANTONE カラーグループが付属します。
これらの標準グループはロックされています。ロックされたグループは、削除、名前の変更、またはエクスポ
ートを行えません。また、ロックされたグループにスポットカラーを追加したり、スポットカラーの名前を変
更したり、スポットカラーを削除したりすることもできません。スポットカラーの優先順位を変更することも
できません。
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スポットカラー編集用の出力プロファイルを選択する

Fiery server は、出力プロファイルごとにスポットカラー辞書を管理しています。スポットカラーを編集する
と、そのスポットカラーに関連付けられている出力プロファイルを使用して印刷されるジョブのスポットカラ
ーにその編集内容が適用されます。

Fiery server に応じて、出力プロファイルを直接選択することも、編集するスポットカラーを使用するジョブの
印刷設定（ジョブのプロパティ） を指定することもできます。Fiery server は、印刷設定から出力プロファイ
ルを決定します。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 出力プロファイルがスポットカラーペインの上部に表示される場合は、一覧から出力プロファイルを選択
します。

4 プロパティがスポットカラーペインの上部に表示される場合は、プロパティをクリックし、編集されたス
ポットカラーを使用するジョブの印刷設定を選択して、OK をクリックします。

ジョブのプロパティウィンドウにある印刷設定は、Fiery server の現在のデフォルト設定です。

メモ：カラー管理に関係のない印刷設定は無視されます。

スポットカラーペインの給紙方法および出力プロファイルの設定が更新されます。

スポットカラーまたはカラーグループの優先順序を変更する

スポットカラーの定義を検索する場合、Fiery server はスポットカラーの一覧に表示されている順序でカラーグ
ループ内のカラーを検索します。複数のスポットカラーが同じ名前を持つ場合、一覧の一番上から探して
Fiery server が 初に見つけたカラーが優先されます。必要に応じて、カラーグループまたはカラーグループ内
のスポットカラーの順序を変更して、特定のスポットカラーの優先順位を指定してください。

メモ：ロックアイコン付きカラーグループ内ではカラーの順序を変更できません。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 カラーグループまたはカラーを選択します。

4 選択した項目を一覧内の新しい場所にドラッグします。
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スポットカラーを検索する

スポットカラーを名前で検索することができます。Fiery server はスポットカラーのリストに表示されている
順序でカラーグループ内のカラーを検索します。複数のスポットカラーが同じ名前の場合、リストで 初に現
れる名前が優先されます。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 検索をクリックします。

4 スポットカラーの名前の一部分または全体を入力し、次へをクリックします。

メモ：検索では大文字と小文字が区別されます。

前に向かって検索するには、前へをクリックします。

スポットカラーを編集する

スポットカラーの CMYK 値を定義するには、数値を入力するか、カラースウォッチのパターンから目視で一
致するものを選択するか、または測定器を使用して対象物の色を測定します。

スポットカラーマッチング印刷オプションを選択すると、スポットカラーは自動的にそのスポットカラーに対
応する 良の CMYK 値に変換され、CMYK のインク/トナーを使用してスポットカラーをシミュレートするこ
とができます。ところが、特定の印刷状況によっては、 良の結果を得るためにデフォルトの CMYK 値を調
整する必要が出てくる場合があります。スポットカラーで、スポットカラーの定義を変更することができま
す。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 スポットカラーを探してダブルクリックします。
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4 次のいずれか（または複数）の操作を行います。

• CMYK のパーセンテージの値を直接編集するには、C、M、Y、K の各フィールドをクリックして新しい
値を入力します。フィールド間を移動するには Tab キーを使用します。新しいカラーが現在の選択の隣
に表示されます。

• 目視で新しいカラーを選択するには、ダイアログボックス下側のカラーパッチをクリックします。

選択したカラーが新たな現在の選択となり、中央クラスタの中央パッチに表示されます。隣接パッチに
は、更新後の色相のバリエーションが表示されます。これらは、それぞれ色つき矢印で示された方向に
中央パッチの色相を変化させたものです。画面の左側と右側のクラスタは、中央のクラスタの微調整モ
ードでの設定による、彩度または明るさのバリエーションです。隣接パッチのバリエーションの度合い
を制御するには、調整スライドバーを細（より小さなバリエーション）または粗（より大きなバリエー
ション）の方向にスライドしてください。

メモ：カラーを選択すると、ダイアログボックスの右上部に!アイコンが表示されることがあります。こ
のアイコンは、1 つ以上のインク/トナーがその 大値に達していることを示しています。

• 測定器を使用して新しいカラーを選択するには、スポットカラー値を測定およびインポートする（100
ページ）を参照してください。

5 テストページを印刷するには、印刷をクリックします。

モニター上でスポットカラーを正確に合わせるのは非常に困難です。必ずテスト印刷ページを印刷してカ
ラーを確認してください。

6 OK をクリックして、編集した内容を保存します。

スポットカラーを最適化する

コンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合、Fiery Device Linker のスポットカ
ラー 適化機能を使用してスポットカラーの定義を 適化することができます。 適化ではスポットカラー
の印刷サンプルを測定し、この測定データを使用してスポットカラーの定義を調整できます。

Device Linker を使用したスポットカラーの 適化についての詳細は、Device Linker 画面上のヘルプアイコンを
クリックしてください。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 次のいずれかの操作を行います。

• 1 つまたは複数のスポットカラーを選択し（追加でカラーを選択するには Ctrl キーを押しながら選択）、
選択したカラーを右クリックして、スポットカラー最適化を選択します。

• 編集をクリックし、スポットカラー最適化を選択します。Device Linker でスポットカラーを選択します。

4 Device Linker での 適化が完了したら、完了をクリックして、スポットカラーウィンドウに戻ります。

Fiery Command WorkStation
カラーを管理する

95



スポットカラーまたはカラーグループの作成、名前変更、削除を行う

スポットカラーまたはカラーグループの作成、名前変更、削除を行うことができます。ロックされたスポット
カラーやカラーグループは変更できません。

スポットカラーまたはカラーグループを作成する

新しいスポットカラーを既存のグループ内に作成したり、新しいカラーグループを作成したりできます。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 スポットカラーリストまたはカラーグループリストで、新しいスポットカラーまたはカラーグループを配
置する場所を選択し、新規をクリックします。

4 スポットカラーまたはグループを選択し、スポットカラーまたはカラーグループの名前を入力します。

5 スポットカラーの場合は、その定義を指定します。

スポットカラーの CMYK 値を定義するには、数値を入力するか、カラースウォッチのパターンから目視で
一致するものを選択するか、または測定器を使用して対象物の色を測定します。また、Lab 値によってス
ポットカラーを定義することもできます。

6 保存したうえで別のスポットカラーまたはグループを追加するには、新規追加をクリックします。

7 新しいスポットカラーまたはグループを保存するには、OK をクリックします。

スポットカラーまたはカラーグループの名前を変更する

既存のスポットカラーまたはカラーグループがロックされていない場合、それらの名前を変更できます。スポ
ットカラーの名前を特定のジョブ内で使用されている名前に一致させるには、大文字、小文字、スペースなど
も含めて名前を正確に入力する必要があります。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 スポットカラーまたはグループを右クリックし、名前の変更を選択します。

4 新しい名前を入力して、Enter キーまたは Return キーを押します。
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スポットカラーまたはカラーグループを削除する

スポットカラーやカラーグループ（およびそのグループ内のスポットカラー）は、ロックされていない限り削
除できます。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 スポットカラーまたはグループを右クリックし、削除を選択します。

4 確認画面ではいをクリックします。

カスタムカラーグループをインポートおよびエクスポートする

Fiery server から、カスタムカラーグループを ICC ファイルとしてコンピューターにエクスポートすることが
できます。カスタムカラーグループをコンピューターから Fiery server にインポートできます。

インポートしたカラーグループは、スポットカラーグループの一覧に追加され、Fiery server ですぐに使用する
ことができます。

カスタムカラーグループをインポートする

スポットカラー定義は Fiery server 上に用意されていますが、それ以外のスポットカラー定義をサポートする
には、コンピューターから名前付きカラープロファイルをカスタムカラーグループとしてインポートします。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 カラーグループの一覧から、インポートしたカラーグループを追加する場所を選択します。

4 インポートをクリックします。

5 インポートするカラーグループを選択します。

多くの ICC プロファイルが表示されていても、インポートできるのは ICC 名前付きカラープロファイルだ
けです。

6 開くをクリックします。
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インポートしたグループは、カラーグループ一覧で、前の手順で選択したグループの前に追加されます。この
グループは一覧でその下に表示されているカラーグループよりも優先順位が高くなります。インポートする
グループ名が一覧内の既存のグループと同一名の場合は、インポートするカラーグループ名を変更するように
促すメッセージが表示されます。

カスタムカラーグループをエクスポートする

カスタムカラーグループを別の Fiery server と共有するには、そのグループをローカルコピーにエクスポート
して、ローカルコピーを別の Fiery server にインポートします。ロックされているカラーグループをエクスポ
ートすることはできません。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 エクスポートするカラーグループを選択します。

4 エクスポートをクリックします。

5 ファイル名を入力し、ファイルタイプを選択します。

6 ファイルの保存先を指定し、保存をクリックします。

カラーグループの色の範囲を表示する

コンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合は、Fiery Profile Inspector を使用し
て、グループ内のスポットカラーの色空間の色の範囲と、選択出力プロファイルの色の範囲とを比較して表示
することができます。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 表示するカラーグループを選択し、検査をクリックします。

Profile Inspector が別のウィンドウで開きます。スポットカラーと出力プロファイルの色の範囲を比較するな
ど、Profile Inspector の使用方法については、Profile Inspector 画面上のヘルプアイコンをクリックして参照くだ
さい。
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カラースウォッチページとスウォッチブック

スポットカラーとその隣接スポットカラーを含むスウォッチページを印刷することができます。カラーグル
ープ内のすべてのスポットカラーが含まれているスウォッチブックや、カラーグループ内の選択されたカラー
を印刷することもできます。

スポットカラーマッチング

スウォッチページまたはスウォッチブックを印刷する際、スポットカラーについては次のジョブプロパティを
使用してジョブが印刷されます。

• Fiery server のスポットカラーペインで出力プロファイルを選択できる場合、スポットカラーについては指
定した出力プロファイルと Fiery server のデフォルトのジョブプロパティを使用してスウォッチブックま
たはスウォッチページが印刷されます。

• Fiery server のスポットカラーペインでプロパティを選択できる場合、スポットカラーについては選択した
ジョブプロパティを使用してスウォッチブックまたはスウォッチページが印刷されます。スポットカラー
でジョブのプロパティを選択していない場合、スポットカラーについては Fiery server のデフォルトのジョ
ブプロパティが使用されます。

いずれの場合も、ジョブのプロパティのスポットカラーマッチングオプションを無効にしている場合は、
メッセージが表示されます。スポットカラーマッチングは使用されるスポットカラーのスポットカラー定
義に対して有効にする必要があるため、スポットカラーによるスウォッチブックまたはスウォッチページ
の印刷では、スポットカラー（または Fiery server）で設定されたジョブのプロパティに関係なく、スポッ
トカラーマッチングオプションが常に有効にされます。

キャリブレーション

Fiery server のキャリブレーションを行うことにより、一貫した信頼性のあるカラー出力が可能となります。キ
ャリブレーションは、時間の経過や印刷状況の変化によるプリンターのカラー出力の変動を調整します。

スウォッチブックまたはスウォッチページを印刷する際に、キャリブレーションの有効期間が切れていること
を知らせる警告が表示された場合は、期限切れのキャリブレーションを使用してジョブが印刷されるタイミン
グを検出するように Fiery server が設定されています（すべての Fiery server がこの機能をサポートしているわ
けではありません）。警告を無視して印刷を続行することもできますが、一貫性のあるカラー出力を得るため
に、 新のキャリブレーションのみを使用してスポットカラーからページを印刷することをお勧めします。

カラースウォッチページまたはスウォッチブックを印刷する

単一のスポットカラーのカラースウォッチページを印刷します。スポットカラーのグループのスウォッチブ
ックを印刷します。
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スポットカラースウォッチページを印刷する

スウォッチページを印刷するときには、スポットカラーとパターンを選択します。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 スポットカラーをダブルクリックし、プレスへ送信、印刷キューへ送信、準備完了へ送信のいずれかをク
リックします。オプションの名前は、接続している Fiery server によって異なります。

4 OK をクリックします。

カラースウォッチブックを印刷する

スウォッチブックを印刷するときには、スポットカラーグループとレイアウトを選択します。

1 スポットカラーウィンドウで、カラーグループを選択し、次のいずれかの操作を実行します。

• カラーグループ内の全スポットカラーのスウォッチブックを印刷するには、カラーグループを選択し、
プレスへ送信、印刷キューへ送信、準備完了へ送信のいずれかをクリックします。オプションの名前は、
接続している Fiery server によって異なります。

• カラーグループ内の選択カラーのスウォッチブックを印刷するには、スポットカラーウィンドウでカラ
ーグループを選択し、Ctrl キーを押しながらスポットカラーをクリックして選択し、プレスへ送信、印
刷キューへ送信、準備完了へ送信のいずれかをクリックします。オプションの名前は、接続している
Fiery server によって異なります。

カラースウォッチ 8x8 レイアウトが印刷されます。カラースウォッチ 8 ｘ 8 は、8 列ｘ 8 行の形式でカラ
ーパッチを印刷します。

2 OK をクリックします。

スポットカラー値を測定およびインポートする

EFI ES-2000 分光測色計など、単一のカラーサンプルを測定できる計器がある場合、測定したカラー値を直接
スポットカラー定義にインポートできます。この機能を使用することによって、印刷物のロゴの赤色やパッケ
ージの黄色など、実物の実際のカラーにスポットカラーを合わせることができます。

メモ：X-Rite i1Pro または i1Pro 2 を使用する場合は、EFI 社から購入したものを使用する必要があります。EFI
社製以外の計器は、スポットカラーでは使用できません。

1 分光測色計をインストールし、コンピューターで使用できるように設定します。

計器のインストールおよび設定の詳細については、計器に付属の取扱説明書を参照してください。
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2 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

3 リソースでスポットカラーをクリックします。

4 計器が接続されていることを確認し、計器をクリックします。

5 分光測色計をキャリブレーションドックに置いて、キャリブレートをクリックします。キャリブレートす
ることにより、測定の精度が向上します。

6 対象となるカラーグループを選択して新規 > スポットカラーをクリックするか、スポットカラーをダブル
クリックして編集します。

7 分光測色計の計測部が測定するカラーの中央にくるように、分光測色計をカラーの上に置きます。

8 分光測色計のボタンを押して測定します。測定した CMYK 値が以下のようにスポットカラーにインポー
トされます。

• カラー一覧でカラーが選択されている場合、そのカラーの定義が、測定したカラー値に更新されます。

• スポットカラー編集または新規スポットカラーウィンドウが開いている場合、現在の選択が測定したカ
ラー値で更新されます。

• カラーグループ一覧でカラーグループが選択されている場合、インポートした測定値を持つ新しいカラ
ーがグループ内に作成されます。

代替カラー

代替カラー機能は、ジョブ内のカラーを 終印刷の別のカラーにマッピングするために使用されます。

代替カラーは、テキスト、ベクトルグラフィック、ラインアートにのみ影響します。ラスターイメージには影
響しません。

カラーが代替カラーとして定義されている場合、RGB カラー用の設定（RGB ソースなど）や CMYK カラー用
の設定（CMYK ソース）は無効になります。代替カラーはスポットカラーと同様のプロセスでカラー変換され
ます。

重要：代替カラー機能と Postflight 機能を同時に使用することはできません。これらの印刷オプションに
は制限があります。

代替カラー機能を使用するには、次の操作を行う必要があります。

• Command WorkStation で代替カラー値を設定します。

• 代替カラー印刷オプションをオンにして書類を印刷します。
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代替カラーを設定する

代替カラーは、代替グループと呼ばれる特殊なタイプのスポットカラーグループ内に存在します。代替カラー
では、オリジナルカラーの CMYK 値とそのカラーの代替カラーの CMYK 値を指定します。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソースでスポットカラーをクリックします。

3 代替グループがすでに存在する場合は、代替グループを選択し、6（102 ページ）に進みます。それ以外の
場合は、代替グループを作成するために、カラーグループの一覧で、新しい代替グループを配置する場所
を選択します。

4 新規をクリックし、代替グループを選択します。

5 新規グループ用の名前を入力し、OK をクリックします。

6 スポットカラーの一覧で、新しい代替カラーを配置する場所を選択します。

7 新規をクリックし、代替カラーを選択します。

8 オリジナルのカラー値を指定するカラーモードを選択します。

9 オリジナルカラーの許容値を選択します。

許容範囲はカラーがオリジナルカラーにどの程度近くなければならないかを決定します。許容範囲での
「小」または「大」は、次のように定義されています。

カラーモード 小さい許容範囲 大きい許容範囲

CMYK（0-100%） +/–0.25% +/–0.5%

RGB（デバイスコード 0-255） +/–0.25 +/–1

RGB（0-100%） +/–0.25% +/–0.5%

メモ：許容範囲の設定は、変換後のカラーには影響を及ぼしません。

10 オリジナルカラーの値を入力します。フィールド間を移動するには Tab キーを使用します。

11 変換の下の編集をクリックします。

12 変換後のカラーの名前を入力し、OK をクリックします。
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Metrix Quick Impose

Metrix Quick Impose は、必要なプレスシート数と各プレスシートの 適なレイアウトを自動的かつ動的に決定
する面付けソフトウェアです。

Metrix Quick Impose は別個のアプリケーションとしてインストールされ、Fiery Command WorkStation または
Metrix アプリケーションからアクセスすることができます。

メモ：アクティベートされた Metrix ライセンスを持つ Fiery server に Fiery Command WorkStation から接続する
任意のクライアントコンピューターに Metrix をインストールする必要があります。使用しているクライアン
トコンピューターに Metrix がインストールされていない場合は、Metrix Quick Impose ウィンドウを開くこと
はできません。

Metrix Quick Impose ウィンドウでは、プロパティを設定または変更し、PDF、JDF、PDF プルーフ、JDF プル
ーフなどのエクスポートプロファイルを使用してジョブをエクスポートすることができます。

Metrix のライセンスをアクティベートする

Metrix Software を使用するには、Fiery server で Metrix Software ライセンスをアクティベートする必要がありま
す。ユーザーは、Metrix Standard と Metrix Premium の 2 種類のライセンスから選択できます。

Metrix Standard は、単一の Fiery server で動作する基本的なバージョンです。Metrix Standard ライセンスの場
合、ユーザーは、Metrix Quick Impose ウィンドウに一度に 1 つのジョブを開くことができます。Metrix Standard
のユーザーは自動レイアウトを利用できます。これは、ユーザーの 小限の操作で素材を 適に使用できる機
能です。

Metrix Premium の場合は、複数のプレスを扱うことができ、ユーザーは複数のジョブを同時に開くことができ
ます。Metrix Premium のユーザーは、自動プランおよび自動プロダクション機能を利用できます。自動プラン
は、自動レイアウト機能を拡張したもので、ユーザーは複数のジョブを同時に処理できます。自動プロダクシ
ョン機能では、ジョブをプレスの性能に応じて複数のプレスに分配します。

スタンドアロン Metrix

Fiery Command WorkStation から Metrix Quick Impose を開かなくても、スタンドアロン Metrix アプリケーショ
ンを直接開くことができます。

詳細については、スタンドアロン Metrix を開く（104 ページ）を参照してください。

Metrix アプリケーションの使用については、『Metrix ユーザーガイド』と『Metrix 学習ガイド』を参照してく
ださい。
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スタンドアロン Metrix を開く

Metrix Standard または Metrix Premium のスタンドアロン Metrix アプリケーションを開くことができます。

スタンドアロン Metrix アプリケーションを使用するには、Metrix Software ライセンスをアクティベートする必
要があります。また、Fiery server に接続する必要もあります。

Fiery Command WorkStation を使用しなくても、スタンドアロン Metrix アプリケーションを直接開くことがで
きます。

1 Metrix アプリケーションの場所を参照し、Metrix.exe ファイルをダブルクリックします。

デフォルトの場所は次のとおりです。

• Windows：C: > Program Files > EFI > Metrix

• Mac OS：移動 > アプリケーション > EFI > Metrix

Metrix アプリケーションが開きます。

2 ファイル > プロジェクトを開くをクリックするか、ツールバーの開くアイコンをクリックします。

3 プロジェクトを開くウィンドウで、Fiery からを選択します。

4 Fiery を選択メニューから Fiery server を選択します。
Fiery server のすべての PDF ジョブが一覧表示されます。

5 開くジョブをクリックします。
Metrix ウィンドウが開きます。Fiery server と Substrate Catalog エントリが追加されている場合は、Metrix
プロパティウィンドウに PDF ジョブをドラッグアンドドロップして Metrix Quick Impose を開くことがで
きます。

6 必要に応じて、プロパティを指定します。

Fiery Command WorkStation から Metrix Quick Impose を開く

ジョブに対して Metrix Quick Impose を開くと、選択したシートサイズにジョブが自動的に面付けされます。
とじや折りの仕様がレイアウトに組み込まれます。

Metrix Quick Impose でジョブを開く前に、以下が必要です。

• ジョブは PDF ファイル形式である必要があります。

• PDF ジョブがフラットな印刷物の場合は、単一ページが可能です。

メモ：フラットな印刷物のジョブは、片面または両面の情報を含んだ単一ページである必要があります。

• PDF ジョブには、偶数ページ（特に 4 の倍数または 2、6）が必要です。ジョブに奇数ページがある場合、
この要件を満たすためにジョブにブランクページを追加するように指示されます。

• 書類サイズは、プレスでサポートされているサブストレートサイズより大きくすることはできません。

• Substrate Catalog エントリを定義する必要があります。
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1 Fiery Command WorkStation の待機キューにジョブをインポートします。

処理済みジョブを Metrix Quick Impose で開くことができないので、ジョブを処理しないでください。

2 次のいずれかの方法で、スプール済みジョブを開きます。

• ジョブを右クリックし、Metrix Quick Impose を選択します。

• ジョブを選択し、アクションメニューから Metrix Quick Impose を選択します。

ジョブが Metrix Quick Impose ウィンドウに開き、レイアウトが自動的に作成されます。サムネイルがバッ
クグラウンドで生成されるので、レイアウトされたジョブの内容を Metrix Quick Impose でプレビューでき
ます。

レイアウトのプロパティを設定します。レイアウト生成を一時停止を選択すると、プロパティが変更されるた
びにレイアウトの持続的な生成が停止します。

Metrix Quick Impose ウィンドウ

Metrix Quick Impose ウィンドウには、ジョブのレイアウトが表示されます。

ジョブは、デフォルトのプロパティに従って自動的に面付けされます。プロパティ一覧で背景が白いフィール
ドはすべて編集できます。背景がグレーの項目は編集できません。

要素 説明

レイアウト シートでのジョブの面付けのプレビュー。シートの測定値もレイアウトと共に表示されます。

ナビゲーション用矢印 シート内を移動します。

プレビューボタン ワイヤフレームから実際のコンテンツにプレビューを切り替えます。

面 1/面 2 コントロール 両面印刷ジョブの場合、シートの面 1 から面 2 にプレビューを切り替えます。

プロパティサムネイル 元のジョブを測定値と共に表示します。

QuickSet フィールド 保存済みの QuickSet から選択するか、新規の QuickSet を作成できます。

レイアウト生成を一時停止 レイアウトの生成を一時停止します。これにより、プロパティの変更中に時間を節約できます。

プロパティ一覧 白い背景の項目は編集できます。

Metrix 起動ボタン Metrix を開きます。

エクスポートボタン ジョブを JDF、JDF プルーフ、PDF、PDF プルーフとして Command WorkStation の待機キューに

エクスポートします。

キャンセルボタン Metrix Quick Impose ウィンドウを終了し、変更せずにジョブを閉じます。
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Metrix Quick Impose のプロパティ

Metrix Quick Impose ウィザードでは多数のプロパティを変更できます。

表示されるプロパティは、ジョブのプロパティによって異なります。プロパティフィールドがグレー表示され
ている場合は、プロパティを変更できません。

項目 選択肢 説明

プロジェ

クト名

テキストを入力します ユーザーは、プロジェクトの名前を入力します。

製品名 表示するジョブを選択します 開いているすべてのジョブを表示します。

製品 ID 編集できません 製品 ID はジョブチケットの一部で、Fiery server で自動的に作成されます。

カスタマ

ー

Metrix データベースから取得

できるカスタマーの一覧です。

Metrix データベースに入力されたカスタマーは、現在開いているプロジェク

トと関連付けるように選択できます。

製品タイ

プ
フラット

折り

とじ - 中とじ

とじ - 無線とじ

ジョブのページ数で決まります。1 または 2 ページは常にフラットです。2
の倍数ページはフラット、折り、とじ製本のいずれかになります。

中とじまたは無線とじジョブは使用可能な折り装置に依存します。

とじる側 左

左 (カレンダー)

右

右 (カレンダー)

とじた書類がジョブに必要な場合は、とじ辺の側をレイアウトで指定できま

す。

ページを

結合

編集できません ページフィールドの数値を 2 から 16、24、32 などに変更する場合、地図など

の 2 ページのフラットジョブから折り製品を作成するのに使用できます。

必要数量 必要な部数を入力します。 デフォルトは 1,000 です。

仕上げ幅 サイズを入力します 仕上がったジョブの幅。仕上がったジョブの高さや幅を変更すると、Metrix
Quick Impose ｔがレイアウトを変更します。拡大縮小はできません。高さや

幅を短くすると、Metrix がコンテンツを中央に配置しクロップします。

仕上げ高

さ

サイズを入力します 仕上がったジョブの高さ。
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項目 選択肢 説明

製品の紙

目
Either

Either-All Same

Horizontal

Vertical

これは Metrix のパラメーターで、シートの紙目（ジョブのプロパティのパラ

メーター）とは異なります。次のオプションがドロップダウンメニューから

選択可能です。

• Either（どちらか一方）：ページは、シートサイズに も合うように縦横両

方向にレイアウトされます。

• Either-All Same（どちらか一方 - すべて同じ）：すべてのページのレイアウ

トは同じで、シートサイズに も合うようにレイアウトされます。

• Horizontal（横方向）：ページは、サブストレートのフルート方向/紙目方

向に基づいて、横方向にレイアウトされます。

• Vertical（縦方向）：ページは、サブストレートのフルート方向/紙目方向に

基づいて、縦方向にレイアウトされます。

メモ：フルート方向/紙目方向という用語の表示は、Landa DFE でサポートさ

れているものによって異なります。

ブリード

(すべての

エッジ)

測定値を入力します ブリードとはシート上の製品の間隔のことです。

ページ数 2 ページのフラットジョブか

ら折り製品を作成する場合を

除き、編集できません。

PDF のページ数

大のテ

キストコ

ンポーネ

ント

中央折り目部分での使用可能

なページ数のドロップダウン

リスト。

ジョブの中央折り目部分ごとに適合できるページ数を示します。このオプシ

ョンは、サブストレートのページサイズとシートサイズによって異なります。

折り 編集できません 折りは、ページ数と使用される JDF 折り順によって決まります。ユーザーは、

Metrix データベースにすでに定義されている JDF 折り順のいずれかを選択す

るか、必要に応じて新しい順序を作成することができます。

とじマシ

ン

無線とじまたは中とじ このオプションは、とじた書類がジョブに必要な場合にのみ表示されます。

とじマシンオプションは、製品タイプフィールドで選択されたオプションに

応じて表示されます。とじマシンの選択肢は次のとおりです。

無線とじバインダー：製品タイプフィールドでとじ - 無線とじが選択されてい

る場合に表示されます。

綴じユニットのトリマー：製品タイプフィールドでとじ - 中とじが選択されて

いる場合に表示されます。

ストック Metrix のストックセレクター

からストックを選択します。

ストックをクリックすると、Metrix のストックセレクターが開きます。Metrix
Quick Impose でジョブを開く前に、Substrate Catalog エントリがすでに定義さ

れている必要があります。

シートサ

イズ

選択したストックののシート

サイズを選択します。

ストックを選択したら、そのストックに使用できるすべてのシートサイズが

シートサイズメニューに表示されます。
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項目 選択肢 説明

印刷方法 片面

シートワイズ

ワークアンドターン

ワークアンドタンブル

両面

このレイアウトの印刷方法です。選択したプレスが Metrix データベースで定

義されているとおりに両面印刷できる場合にのみ、両面を使用できます。

面 1 プレ

ス

編集できません 接続している Fiery 搭載プレス

プレス検

査ゾーン
はい

いいえ

シート上のプレスキャリブレーションマークの指定領域。

マークセ

ット
マークセットなし

デフォルトマークセット

Metrix で作成したマークセッ

ト

Metrix では、Fiery server に接続した場合、デフォルトのマークセットを自動

的にロードします。デフォルトマークセットはインストールに含まれていま

す。

エクスポ

ートプロ

ファイル

JDF

JDF プルーフ

PDF

PDF プルーフ

エクスポートプロファイルにより、プレスに対応するレイアウトが生成され

ます。PDF または JDF を選択した場合、各 PDF または JDF は別個のレイアウ

トになります。PDF プルーフまたは JDF プルーフを選択した場合は、すべて

のレイアウトがファイルで結合されます。プロファイルは Fiery Command
WorkStation の待機キューにエクスポートされます。詳細については、Metrix
Quick Impose からジョブをエクスポートする（110 ページ）を参照してくださ

い。

Metrix Quick Impose で QuickSet を作成する

Metrix Quick Impose で QuickSet を作成するか、既存の QuickSet から選択することができます。

新しい QuickSet を作成するには、ジョブに必要なプロパティを選択します。一覧から既存の QuickSet を選択
することもできます。

メモ：既存の QuickSet を選択する際は、ジョブと同じ製品タイプおよび同じページ数の QuickSet のみ表示さ
れます。

1 QuickSet フィールドで、QuickSet の名前を入力します。
保存アイコンが使用可能になります。

2 保存アイコンをクリックします。
QuickSet が一覧に追加されます。

3 QuickSet を削除するには、QuickSet を選択し削除アイコンをクリックします。
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4 QuickSet を適用するには、Fiery Command WorkStation の待機キューからスプール済みジョブを選択し、次
のいずれかを行います:

• スプール済みジョブを右クリックし、Metrix QuickSet を適用を選択します。

• アクションメニューから Metrix QuickSet を適用を選択します。

メモ：矢印は、Metrix QuickSet を適用の横の矢印をクリックすると、使用可能な QuickSet の一覧が表示さ
れます。

Metrix が QuickSet をジョブに適用し、ファイル名の一部に MTX_LYT を含んだジョブが Fiery Command
WorkStation の待機キューに送信されます。

QuickSet を扱う際は、次の点に注意してください。

• QuickSet を使用したジョブを削除すると、そのジョブは Fiery server からも Metrix データベースからも削除
されますが、QuickSet は保存されます。

• Metrix が QuickSet を適用できない場合は、エラーメッセージが表示され、ジョブが Fiery Command
WorkStation の待機キューに移動されます。

Metrix Quick Impose でプロファイルをエクスポートする

Metrix Quick Impose で変更したジョブを Fiery Command WorkStation の待機キューにエクスポートして印刷準
備をすることができます。

Metrix Quick Impose からジョブをエクスポートするには、エクスポートプロファイルを選択する必要がありま
す。次のエクスポートプロファイルを使用できます。

• JDF

• JDF プルーフ

• PDF

• PDF プルーフ

選択したエクスポートプロファイルに応じて、以下が適用されます。

• Fiery Command WorkStation の待機キューで、エクスポートされたレイアウトはファイル名に MTX_LYT を
含み、選択した項目に応じてファイル拡張子が.pdf か.jdf のどちらかになります。JDF または PDF を選択
した場合、各レイアウトには、「MTX_LYT01」や「MTX_LYT02」などと番号が付けられます。

• PDF または JDF を選択した場合、各 PDF または JDF は別個のレイアウトとしてエクスポートされます。
レイヤーのあるファイルは、JDF としてエクスポートする必要があります。ファイルにレイヤーが含まれ
ている場合に PDF を選択すると、エクスポートボタンが無効になります。

• PDF プルーフまたは JDF プルーフを選択した場合は、ジョブのレイアウトをすべて含んだただ 1 つのファ
イルが作成されます。ジョブをエクスポートすると、レジストレーションマークが追加されます。
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• PDF プルーフまたは JDF プルーフを選択してジョブをエクスポートした場合、Fiery Command WorkStation
の部数列には数字 1 が表示されます。部数列は、完成品の必要数量を印刷するのに必要なシートの数を示
します。

PDF または JDF を選択した場合、Metrix Quick Impose ウィンドウのプロパティ一覧で必要数量フィールド
に入力した数に応じて、ジョブの印刷に必要な部数（シート数）が Fiery Command WorkStation の部数列に
表示されます。たとえば、はがきを 1000 枚印刷するジョブの場合は、Metrix Quick Impose ウィンドウの
プロパティ一覧で必要数量フィールドに数値 1000 を入力します。ジョブを PDF または JDF としてエク
スポートすると、適用する面付け方法に応じて、ジョブの印刷に必要な部数（シート数）が計算され、
Fiery Command WorkStation の部数列に表示されます。

• Metrix Quick Impose からジョブをエクスポートすると、ジョブのプロパティが Metrix データベースに書き
込まます。ジョブを削除すると、そのジョブは Metrix データベースと Fiery server から削除されます。

Metrix Quick Impose からジョブをエクスポートする

Metrix Quick Impose でスプール済みジョブを開き、変更する編集可能なプロパティを選択します。

ジョブのレイアウトに問題がなければ、ジョブを Fiery Command WorkStation の待機キューにエクスポートで
きます。

1 次のエクスポートプロファイルから選択します。

• JDF

• JDF プルーフ

• PDF

• PDF プルーフ

2 エクスポートボタンをクリックします。
エクスポートされたレイアウトが Fiery Command WorkStation の待機キューに一覧表示されます。ファイ
ル名に MTX_LYT が含まれ、選択した項目に応じてファイル拡張子が.pdf か.jdf のどちらかになります。エ
クスポートプロファイルとして JDF または PDF が選択された場合、エクスポートされたそれぞれのレイア
ウトには、「MTX_LYT01」や「MTX_LYT02」などと番号が付けられます。

3 エクスポートされたレイアウトをプレビューするには、次のいずれかの方法で Fiery プレビューにスプール
済みジョブを開きます。

• ジョブを右クリックし、プレビューを選択します。

• ジョブを選択し、アクションメニューからプレビューを選択します。

• ジョブを選択し、ツールバーのプレビューアイコンをクリックします。

ジョブが Fiery プレビューウィンドウに開きます。ジョブにレイヤーがあり、ジョブを JDF としてエクス
ポートした場合は、Fiery プレビューでバージョンを作成できます。

4 ジョブを処理して待機します。ジョブが処理された後、ジョブを右クリックし ImageViewer を選択する
と、ジョブが表示されます。
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サーバーリソースを管理する

Fiery システムソフトウェアのアップデートとパッチ

Command WorkStation には、Fiery システムソフトウェアおよび Fiery API のアップデートやパッチをインスト
ールする Fiery アップデート機能が含まれています。そのため、システムソフトウェアのアップデートは、
Fiery server とリモートコンピューターのどちらかからでもインストールできます。また、Fiery server をイン
ターネットに接続しなくてもアップレートやパッチをインストールできます。

Fiery アップデートにアクセスするには、Command WorkStation を開始します。

Command WorkStation を実行しているコンピューターは、次の条件を満たす必要があります。

• インターネットに接続されている

• Fiery server と同じネットワーク上にある

Fiery server へのアップデートやパッチのインストールは、1 度に 1 台のコンピューターからしか行うことがで
きません。パッチをインストールする場合は、システムアップデートを無効にする必要があります。

Command WorkStation からの Fiery システムソフトウェアのアップデート

クライアントコンピューターまたはローカルで Fiery server を使用して、Fiery システムソフトウェアをアップ
デートできます。

Command WorkStation で Fiery server に接続するには、Fiery server の名前または IP アドレスが必要です。

メモ： 良の結果を得るためには、Fiery server や Command WorkStation でジョブやアクションが処理中でない
ときにアップデートやパッチをインストールしてください。

1 Command WorkStation を起動します。

2 サーバー > デバイスセンター > Fiery アップデートを選択します。

3 利用可能なアップデートを表示してインストールするには、Fiery アップデートの下のアップデートをクリ
ックし、次に右ペインでインストールするアップデートのそれぞれについてアップデートをクリックしま
す。

4 利用可能なパッチを表示するには、Fiery アップデートの下のパッチを選択します。

5 インストールするパッチを選択してください。

パッチを選択すると、必要となる以前のパッチも自動的に選択されます。

6 Fiery API についてのメッセージが表示されたら、OK をクリックして Fiery API をインストールします。

Fiery アップデートを使用したパッチのインストールには、Fiery API が必要です。
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7 インストールをクリックして、選択したパッチをインストールします。

8 アップデートやパッチがインストールされたら、OK をクリックして Fiery server をリブートします。

9 インストール済みのアップデートやパッチの一覧を表示するには、Fiery アップデートの下の履歴をクリッ
クします。

仮想プリンター

仮想プリンターを使用すると、事前に定義されたジョブ設定を使用して Fiery server で印刷が行えます。仮想
プリンターはネットワーク上に公開されているので、ユーザーは仮想プリンターをコンピューター上のプリン
ターとして設定できます。

システム管理者は、仮想プリンターを Command WorkStation で管理できます。印刷を複製し、仮想プリンター
を待機させて設定を変更できます。システム管理者は、新しい仮想プリンターを作成することもできます。

リストから仮想プリンターを選択すると、ジョブのプロパティがデバイスセンター > ワークフロー > 仮想プ
リンターの右側のパネルに表示され、さまざまなタスクにアクセスするためのツールバーが追加されます。

システム管理者は、ジョブプリセットを仮想プリンターとして公開できます。詳細については、プリセットの
プリント設定（46 ページ）を参照してください。

仮想プリンターを作成、編集、および複製する

仮想プリンターを作成、編集、および複製できるのはシステム管理者だけです。また、システム管理者はジョ
ブプリセットを仮想プリンターとして公開することもできます。

1 次のいずれかを行います。

• 仮想プリンターを作成するには、ツールバーの新規をクリックします。

• 仮想プリンターを編集するには、ツールバーの編集をクリックします。

• 仮想プリンターを複製するには、ツールバーの複製をクリックします。

2 以下を指定します。

• プリンター名 - 仮想プリンターの名前（英数字で指定）。

メモ：仮想プリンターの作成または複製後はその名前を変更できません。ただし、印刷設定は変更でき
ます。

• 説明 - 仮想プリンターをユーザーに説明するためのコメントを追加または変更します（例：「会社案内
用」）。

• ジョブアクション - Fiery server アクションのいずれか 1 つ（待機や処理後待機など）を選択します。

• ジョブのプロパティ - 定義を選択してジョブのプロパティにアクセスし、印刷設定を指定します。サー
バープリセットも選択肢として表示されます。

メモ：ロックアイコンをクリックすると、該当するジョブ設定をロックできます。
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3 必要に応じて、プリフライトを選択し、設定を編集します。

• デフォルトプリセット - 編集を行わない限りデフォルトのプリフライト設定が使用されることを示しま
す。

• 編集 - 他のプリセットから選択したり、各設定を指定したりできます。

• 重大エラー発生の場合 - 重大エラーが発生した場合に実行するアクションを指定します。ジョブアクシ
ョンを使用は、仮想プリンター用に指定されたジョブアクションを示します。

ロックされたジョブ設定

ジョブ設定をロックすると、他のユーザーはその設定を変更することができません。

次の点に注意してください。

• 仮想プリンターを使用して Command WorkStation にジョブをインポート - インポートされたジョブは、
Fiery server のロックされた設定を使用し、ジョブに指定されている競合する設定を上書きします。

• ロックされていないジョブ設定 - ユーザーはジョブ設定を変更できます。ジョブはこれらの設定に従って
印刷されます。ただし、ジョブ設定が指定されていない場合は、ジョブは仮想プリンター設定を使用しま
す。

ジョブプリセットを仮想プリンターとして公開する

サーバージョブプリセットは仮想プリンターとして公開できます。

1 デバイスセンターでワークフローをクリックし、ジョブプリセットをクリックします。

2 プリセットを選択し、仮想プリンターとして公開をクリックします。

3 新規仮想プリンターダイアログボックスで設定を指定します。

メモ：ジョブのプロパティを除くすべての設定を指定できます。ジョブのプロパティには、サーバープリ
セットで指定された設定が使用されます。

仮想プリンターを管理する

Fiery server のシステム管理者は、仮想プリンターの公開、非公開、削除ができます。

• リストから仮想プリンターを選択し、ツールバーから次のいずれかのボタンをクリックします。

• 公開をクリックすると、選択した仮想プリンターをネットワーク上に公開できます。

サーバー設定で SMB 印刷が有効になっている場合、仮想プリンターはネットワーク上で共有されます。

• 非公開をクリックすると、選択した仮想プリンターをネットワークから削除できます。

以降、この仮想プリンターは共有プリンターとして表示されません。また、ジョブをインポートできる
プリンターとして Command WorkStation でも表示されなくなります。

• 削除をクリックすると、選択した仮想プリンターを削除できます。
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バリアブルデータ印刷リソース

バリアブルデータ印刷（VDP）ジョブでは、グローバル/再利用可能リソースのバリアブルデータを使用して
ジョブを構成します。

グローバルリソースとは、バリアブルデータと一緒にバリアブルデータ印刷（VDP）ジョブのために Fiery
server にダウンロードする必要がある画像のことです。これらのグローバルリソースは、各プロジェクト内の
1 つのグループとして Fiery server に格納されます。

バリアブルデータ印刷リソースを使用した場合、システム管理者は Fiery server のディスク容量を次のように
管理できます。

• グローバルリソースの表示と削除

• 将来のバリアブルデータ印刷（VDP）ジョブのためのグローバルリソースの作成と保存

• グローバルリソースの Fiery server へのアーカイブと復元

バリアブルデータ印刷リソースにアクセスするには、Fiery server に接続し、詳細アイコン（縦に並んだ 3 つの
ドット）をクリックし、デバイスセンター > リソース > バリアブルデータ印刷リソースを選択します。

バリアブルデータ印刷リソースをバックアップする

グローバルリソースをバックアップできます。

プロジェクトのグローバルリソースをバックアップする

デバイスセンターのバリアブルデータ印刷リソース機能を使用すると、プロジェクトを別のファイルにバック
アップできます。

PDF/VT ジョブではバックアップ/復帰を実行できません。

1 必要な Fiery server に接続し、デバイスセンター > リソース > バリアブルデータ印刷リソースをクリックし
ます。

2 バリアブルデータ印刷フォルダーをクリックし、利用可能なプロジェクトのリストを表示します。

3 アーカイブするプロジェクトを選択し、バックアップをクリックします。

4 ファイルを保存する場所を指定し、OK をクリックします。

バリアブルデータ印刷リソースを復帰させる

アーカイブ済みのグローバルリソースを復帰させることができます。
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プロジェクトのアーカイブ済みグローバルリソースを復元する

アーカイブ済みのジョブは、ファイルがアーカイブされたオリジナルの Fiery server にのみ復元できます。

メモ：グローバルリソースを持たないバリアブルデータ印刷（VDP）言語は、バリアブルデータ印刷リソース
に表示されません。グローバルリソースを復元したバリアブルデータ印刷（VDP）言語のみが、バリアブルデ
ータ印刷リソースに表示されます。

1 復帰をクリックします。

2 アーカイブ済みファイルを保存した場所を検索し、ファイルを選択し、復帰をクリックします。

グローバルリソースを表示および削除する

グローバルリソースや、プロジェクトのジョブ名情報を表示できます。

1 必要な Fiery server に接続し、デバイスセンター > リソース > バリアブルデータ印刷リソースをクリックし
ます。

2 グローバルリソースを表示するには、プロジェクトをクリックし、表示メニューからリストビューまたは
サムネイルビューをクリックします（Fiery server でサポートしている場合）。

3 送信済みジョブの名前情報とプロジェクトのリソースを表示するには、プロジェクトをクリックし、リソ
ースまたはジョブをクリックします（Fiery server でサポートしている場合）。

4 グローバルリソースを削除するには、バリアブルデータ印刷（VDP）言語またはプロジェクトをクリック
して、削除をクリックします。

5 現在の情報を更新するには、リフレッシュをクリックします（Fiery server でサポートしている場合）。

フォント

フォント管理ウィンドウには、Fiery server にあるすべての PostScript および PCL フォントが表示されます。
Fiery server にある PostScript フォントのみ、バックアップと復帰ができます。また、ローカルプリンターを選
択して、それらのフォントの一覧を印刷することもできます。

Fiery サーバーのフォントを管理する

フォントの追加、更新、削除およびフォント一覧の印刷ができます。

サードパーティ製のフォントダウンロードアプリケーションでフォントをダウンロードできるようにするに
は、Configureでセキュリティ > PostScript セキュリティ機能を無効にする必要があります。

メモ：PCL オプションは、Fiery server でサポートされている場合に利用することができます。このサポート
は PCL フォント一覧の表示に限定されます。PCL フォントのダウンロードはできません。

メモ：サーバー上の日本語フォントは、サポートアプリケーションによってダウンロードされたものも含め、
すべてロックされています。Fiery server にダウロードされた日本語フォントを削除できるのは、それをインス
トールしたアプリケーションだけです。

Fiery Command WorkStation
サーバーリソースを管理する

115



1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 リソース > フォントをクリックします。

Fiery server に現在存在するフォントの一覧が表示されます。

3 ツールバーのボタンを使用して、次のようにフォントを管理します。

• フォントを追加または更新するには、新規追加をクリックします（Adobe PostScript Type 1 フォントを追
加できます）。追加をクリックして、ダウンロードするフォントを探し、OK、リフレッシュをクリック
します。

• フォントを削除するには、フォント一覧のロックされていないフォントを選択し、削除をクリックしま
す。ロックされたフォントは削除できません。

• フォント一覧を印刷するには、印刷をクリックします。

フォントのバックアップと復帰を実行する

バックアップおよび復帰できるのは、PostScript フォントのみです。すべての PostScript フォントを対象にバッ
クアップまたは復帰が行われます。個々のフォントを選択することはできません。

メモ：Fiery server でフォントのバックアップおよび復帰を実行するには、システム管理者としてログインする
必要があります。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターを開きます。

• サーバーペインでサーバー名の横にある詳細アイコン（縦に並んだ 3 つのドット）をクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックします。

• サーバー > デバイスセンターをクリックします。

2 バックアップまたは復帰をクリックします。

3 表示されるウィンドウで、リストからフォントを選択し、画面の指示に従います。以下のガイドラインを
順守します。

• Fiery server が格納されている内蔵ハードディスクドライブにはフォントをバックアップしないでくださ
い。

• フォントの復帰は、バックアップの作成元になった Fiery server に対して行う必要があります。
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ユーザーとグループ

Fiery server にアクセスするユーザーを作成し、グループに割り当てることによって、ユーザーの権限を定義で
きます。いくつかのグループがデフォルトで用意されています。同じグループ内の全ユーザーが同じ権限を
持ちます。

ユーザーとグループに関する詳細情報は、Configure > ユーザーアカウントで確認できます。

作成したユーザーをグループに割り当てるだけでなく、組織全体のアドレスリストからユーザーを追加するこ
ともできます。これを行うには、 初に、Fiery server で LDAP サービスを使用可能に設定する必要がありま
す。

グループを表示する

グループ機能により、システム管理者は、権限が定義されたグループにユーザーを追加することができます。

メモ：グループをサポートしていない Fiery servers もあります。

ユーザーおよびグループの権限を変更するには、設定をクリックします。詳細は、グループ権限を変更する
（28 ページ）を参照してください。

ジョブログを使用する

ジョブログには、処理および印刷済みのジョブ、印刷日時、特記事項などの記録が保存されます。

メモ：システム管理者が Fiery server をクリアしたり、新しいソフトウェアをインストールしたりした場合、
ジョブログが消去されることがあります。

システム管理者は、Configure で自動のジョブログメンテナンスを設定できます（ジョブログをエクスポート
して消去する日時を設定するなど）。

ジョブログの管理方法の詳細については、『Configure のヘルプ』を参照してください。

ジョブログを表示する

1 適切な Fiery server に接続し、次のいずれかの操作を行います。

• サーバー名の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックしてデバイスセンターを選択した後、
ログ > ジョブログをクリックします。

• サーバー > ログをクリックします。

2 開始と終了フィールドに表示するジョブの日付の範囲を指定します。

3 すべてのジョブを表示するには、フィルターを消去をクリックします。
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ジョブログを印刷する

1 適切な Fiery server に接続し、次のいずれかの操作を行います。

• サーバー名の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックしてデバイスセンターを選択した後、
ログ > ジョブログをクリックします。

• サーバー > ログをクリックします。

2 印刷をクリックします。

3 ローカルプリンターを選択し、プリンターを選択して、印刷をクリックします。

ジョブログのコンテンツをエクスポートする

1 適切な Fiery server に接続し、次のいずれかの操作を行います。

• サーバー名の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックしてデバイスセンターを選択した後、
ログ > ジョブログをクリックします。

• サーバー > ログをクリックします。

2 エクスポートをクリックします。

3 現在の表示を選択してジョブログの現在の日付の範囲の表示をエクスポートするか、または完了ログを選
択して指定された日付の範囲の表示に関係なくジョブログ全体をエクスポートします。

ジョブログのコンテンツをエクスポートおよび消去する

1 適切な Fiery server に接続し、次のいずれかの操作を行います。

• サーバー名の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックしてデバイスセンターを選択した後、
ログ > ジョブログをクリックします。

• サーバーペインでサーバー名をダブルクリックしてデバイスセンターを開き、ログ > ジョブログを選択
します。

• サーバー > ログをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• エクスポート/消去をクリックします。

• 消去をクリックします。
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Substrate Catalog

Substrate Catalog は、プロダクション印刷会社で使用可能なサブストレートにさまざまな属性を関連付け、そ
れを保存できるシステムベースのサブストレートウェアハウスデータベースです。

Substrate Catalog は、Command WorkStation をインストールするとデフォルトでインストールされます。

Substrate Catalog データベースは Fiery server に格納されています。Fiery server のリブート/初期化を行っても
データベースは影響を受けません。

Substrate Catalog が Fiery server でサポートされている場合は、すべてのユーザーが Command WorkStation のジ
ョブのプロパティで Substrate Catalog からジョブのサブストレートを選択できます。

Substrate Catalog を設定および管理するには、Command WorkStation にシステム管理者としてログインする必要
があります。

メモ：「メディア」または「用紙」という用語は、「サブストレート（素材）」を指しています。

アクセスレベル

Substrate Catalog の機能のうち利用できるレベルは、Command WorkStation へのログイン方法によって異なりま
す。関連するアクセスレベルは以下のとおりです。

• システム管理者 - Command WorkStation および Fiery server の全機能にアクセスできます。システム管理
者にはパスワードが必要です。

• オペレーター - ジョブセンターの全機能にアクセスできます。デバイスセンターでは、Configure、バック
アップ/復帰、パスワードの変更、ジョブログの削除にはアクセスできません。Substrate Catalog、仮想プリ
ンター、およびカラー管理機能を表示することはできますが、編集はできません。オペレーターのパスワ
ードが必要です。

システム管理者は、Substrate Catalog で次の操作ができます。

• 複数のサブストレート属性の組み合わせを定義し、それぞれの組み合わせに一意の名前を割り当てること
ができます。

• サブストレートにカラープロファイルを割り当てます。

• ジョブ印刷時に設定済みサブストレートを選択できます。

• ユーザーが使用できる Substrate Catalog の列を指定できます。

• Substrate Catalog データベースを一元的に管理できます。

オペレーターは、Substrate Catalog で次の操作ができます。

• ジョブ印刷時に設定済みサブストレートを選択できます。
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Substrate Catalog から用紙を選択する

Substrate Catalog は、Command WorkStation のジョブのプロパティダイアログボックスから利用できます。

1 ジョブを選択し、次のいずれかを行います。

• アクションメニューからプロパティをクリックします。

• ジョブを右クリックし、プロパティを選択します。

• ジョブセンターツールバーのプロパティアイコンをクリックします。

• ジョブをダブルクリックします。

2 ジョブのプロパティダイアログボックスで、用紙ボタンをクリックします。

3 Substrate Catalog ドロップダウンメニューからサブストレートを選択します。

4 サイズ ID ドロップダウンメニューからサイズを選択します。

一時的なカスタムサブストレートサイズを割り当てる

サブストレートに一時的なカスタムサイズを割り当てることができます。ジョブに Substrate Catalog エントリ
を割り当てる際に適用される定義済みサイズを選択する必要はありません。サブストレートにカスタムサイ
ズを割り当てる場合、サイズカタログでカスタムサイズの新規エントリを作成する必要はありません。一時的
なカスタムサイズが役に立つのは、特定のサブストレートサイズの使用が 1 回限りまたは限定されている場合
です。

1 ジョブを選択し、次のいずれかを行います。

• アクションメニューからプロパティをクリックします。

• ジョブを右クリックし、プロパティを選択します。

• ジョブセンターツールバーのプロパティアイコンをクリックします。

• ジョブをダブルクリックします。

2 ジョブのプロパティダイアログボックスで、用紙ボタンをクリックします。

3 Substrate Catalog ドロップダウンメニューから未定義を選択します。

4 サブストレートサイズフィールドで、カスタムをクリックし、サブストレートのカスタムサイズ寸法を指
定します。
そのカスタムサイズはサブストレートサイズドロップダウンメニューに表示されます。

メモ：カスタムサイズの寸法は一時的なもので、サイズカタログに定義されているサイズの一覧には反映
されません。
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Substrate Catalog エントリに一時的なカスタムサブストレートサイズを割り当てる

サイズカタログに新しいサイズを追加しなくても、サブストレートに一時的なカスタムサイズを割り当てるこ
とができます。Substrate Catalog エントリで定義されたサイズ ID を上書きでき、ジョブを再処理しなくても、
サブストレートに一時的なカスタムサイズを割り当てることができます。Substrate Catalog エントリに定義さ
れているその他の用紙関連属性は、現状のまま保持されます。

メモ：一時的なカスタムサイズを指定するには、ジョブに Substrate Catalog エントリを割り当てる必要があり
ます。

1 ジョブを選択し、次のいずれかを行います。

• アクションメニューからプロパティをクリックします。

• ジョブを右クリックし、プロパティを選択します。

• ジョブセンターツールバーのプロパティアイコンをクリックします。

• ジョブをダブルクリックします。

2 ジョブのプロパティダイアログボックスで、用紙ボタンをクリックします。

3 Substrate Catalog ドロップダウンメニューから Substrate Catalog エントリを選択してジョブに割り当てま
す。

メモ：ジョブに Substrate Catalog エントリが割り当てられると、サイズ ID フィールドが有効になります。

4 サイズ ID ドロップダウンメニューからカスタムを選択します。
ユーザーサブストレートサイズ/サブストレートサイズフィールドが有効になります。

メモ：ユーザーサブストレートサイズ/サブストレートサイズフィールド名は、使用している Fiery server で
サポートされているものに応じて表示されます。

5 ユーザーサブストレートサイズ/サブストレートサイズフィールドで、カスタムをクリックし、サブストレ
ートのカスタムサイズ寸法を指定します。
そのカスタムサイズ寸法はユーザーサブストレートサイズ/サブストレートサイズドロップダウンメニュ
ーに表示されます。

メモ：カスタムサイズの寸法は一時的なもので、サイズカタログに定義されているサイズの一覧には反映
されません。

Substrate Catalog を設定する

システム管理者は、プレスで使用可能なサブストレートの説明を示した Substrate Catalog エントリを作成しま
す。

データベースに存在しない Substrate Catalog エントリがアーカイブから復元されたジョブに含まれている場
合、Substrate Catalog はアーカイブ属性を使用して自動的に新しいエントリを生成します。

Substrate Catalog の設定オプションにアクセスして、特定のプリントショップのシナリオに合わせてカスタマ
イズできるのは、システム管理者のみです。
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1 目的の Fiery server にシステム管理者としてログインします。システム管理者パスワードが設定されてい
る場合はそのパスワードを入力します。

2 次のいずれかを行います。

• ジョブセンターのツールバーに Substrate Catalog アイコンが追加されている場合は、ツールバーの
Substrate Catalog アイコンをクリックします。

• サーバーメニューの Substrate Catalog をクリックします。

• サーバーリスト内の Fiery server を右クリックし、Substrate Catalog を選択します。

• サーバーリスト内の Fiery server を右クリックし、デバイスセンターを選択します。デバイスセンターで
リソースタブをクリックし、Substrate Catalog を選択します。

Substrate Catalog ウィンドウでは、新規エントリの作成、エントリの編集、Substrate Catalog データベースの
管理ができます。

Substrate Catalog ウィンドウ

サブストレートをさまざまな方法で整理して表示します。

Substrate Catalog ウィンドウのデフォルトビューには、カタログに含まれている全用紙の名前が表示されます。
名前をクリックすると、選択した名前の以下の属性が表示されます:

• 説明

• 厚さ

• サブストレートの種類

• サブストレートサイズ

• フルート方向/紙目方向

属性名は、使用している Fiery server によって異なります。

• 製品 ID

リストビュー（チェックボックスを選択すると表示）では、全用紙を表示するか、指定したサイズのすべての
用紙を表示するかを選択できます。表示される各用紙の情報は、選択した列見出しで決まります。

Substrate Catalog での列の表示を変更する

Substrate Catalog ウィンドウの列見出しは、PPD 準拠の用紙属性を使用しているか、JDF 準拠の用紙属性を
使用しているかによって動的に変化します。

システム管理者は、表示されるこれらの列の順序を変更したり、特定の印刷環境に有益な情報が提供されるよ
うに列を追加/削除したりできます。列の幅を調整するには、列の枠線を左右にドラッグします。

1 Substrate Catalog ウィンドウで、リストビューチェックボックスを選択し、列見出しバーを右クリックし
ます。
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2 次のいずれかを行います。

• 追加をクリックすると、メニューから項目を選択して列に追加できます。

• 削除をクリックすると、列を削除できます。

• 左へ移動または右へ移動をクリックすると、希望する方向に列を移動できます。

Substrate Catalog 設定を選択する

Substrate Catalog エントリを作成する際、システム管理者は 2 つの用紙属性セットから選択できます。プリン
ター（PPD）準拠と JDF（Job Definition Format）のどちらかの用紙属性セットを選択できます。

• PPD 用紙属性セットは Fiery server 専用です。個々の設定の名前は各デバイスを通じて標準になりますが、
可能なオプションのリストは変わります。PPD 設定はデフォルトです。PPD セットは新規ユーザーおよ
び中級ユーザーにお勧めです。

• JDF 用紙属性セットは、JDF（Job Definition Format）用の印刷業界標準の仕様になります。この用紙属性セ
ットは Fiery server 専用のものでなく、このセットを使用すると MIS ジョブ送信ワークフローからの用紙
定義のスムーズなマッピングが可能になります。JDF セットは、JDF ワークフローに精通した上級ユーザ
ーにお勧めです。

メモ：Fiery server は JDF 印刷をサポートしている必要があり、この機能は Configureで有効にしておく必
要があります。

両方のセットに共通な用紙属性もいくつかありますが、双方で名前が微妙に異なります。JDF セットは PPD
セットに比べてより詳細な用紙属性を提供します。

1 次のいずれかの方法で Substrate Catalog を開きます。

• ジョブセンターのツールバーに Substrate Catalog アイコンが追加されている場合は、Substrate Catalog ア
イコンをクリックします。

• サーバーメニューの Substrate Catalog をクリックします。

• サーバーリスト内の Fiery server の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックし、デバイスセン
ターを選択します。デバイスセンターのリソースで Substrate Catalog をクリックします。

• サーバーリスト内の Fiery server の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックし、Substrate Catalog
を選択します。

2 Substrate Catalog メニューバーで設定をクリックします。

3 使用する仕様で PPD 準拠または JDF 準拠を選択します。

Substrate Catalog エントリを作成する

Substrate Catalog で、新規の用紙および用紙の属性を指定できます。

メモ：システム管理者だけが Substrate Catalog を設定できます。
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1 次のいずれかの方法で Substrate Catalog を開きます。

• ジョブセンターのツールバーに Substrate Catalog アイコンが追加されている場合は、Substrate Catalog ア
イコンをクリックします。

• サーバーメニューの Substrate Catalog をクリックします。

• サーバーリスト内の Fiery server の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックし、デバイスセン
ターを選択します。デバイスセンターのリソースで Substrate Catalog をクリックします。

• サーバーリスト内の Fiery server の横にある詳細アイコン（3 つのドット）をクリックし、Substrate Catalog
を選択します。

2 Substrate Catalog メニューバーで設定をクリックして、PPD 準拠または JDF 準拠の仕様を選択します。

PPD 準拠は、プリンターのデフォルトの用紙属性セットです。

3 新規追加アイコンをクリックします。

4 新規（用紙）ウィンドウで属性を指定します。

星印（*）が付いた設定では必ず選択を行わなければなりません。

JDF 準拠設定を選択した場合、各タブをクリックすると属性を指定できます。

Substrate Catalog での新規エントリのサブストレート属性

新規エントリのサブストレート属性は、さまざまなタブにグループ化されています。

新規エントリを作成する前に、PPD 設定または JDF 設定のどちらを選択します。詳細については、Substrate
Catalog 設定を選択する（123 ページ）を参照してください。

PPD 設定

• 一般：厚さ、サブストレートの種類、CIE Lab カラー、説明フィールドの設定が含まれています。

• サイズ：事前定義されたサブストレートサイズを選択するか、カスタムサイズを指定します。フルート方
向または紙目方向を選択します。製品 ID を追加します。

• カラー設定：カラープロファイルを選択します。

JDF 設定

• 一般およびその他属性：用紙を説明するためのさまざまな JDF 属性が含まれています。

• サイズ：サイズ ID は Fiery server で自動的に作成されます。サイズカタログドロップダウンメニューから
サブストレートサイズを選択する場合は、サイズ ID フィールドには同じエントリが反映されます。フル
ート方向または紙目方向ドロップダウンメニューからオプションを選択します。製品 ID を追加します。

• カラー設定：カラープロファイルを選択します。

メモ：サイズおよびカラー設定タブの属性は、PPD 設定と JDF 設定で同じです。
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Substrate Catalog エントリのサイズ属性を定義する

システム管理者は、Substrate Catalog エントリの作成または編集時にサイズ関連属性を設定または変更できま
す。

1 Substrate Catalog を開き、次のいずれかを行います。

• 新規追加アイコンをクリックします。

• 既存のカタログエントリを編集するには、エントリを選択し、編集をクリックします。

2 サイズタブをクリックします。

3 エントリをダブルクリックするか、編集をクリックします。

4 サイズ ID で、追加または編集するサイズのエントリが存在することを確認します。

メモ：サイズ ID は Fiery server で自動的に生成されます。サイズ ID の変更は可能ですが、サイズ ID が必
ず一意になるようにする必要があります。重複するサイズ ID が入力された場合は、エラーメッセージが表
示されます。

5 サイズカタログドロップダウンメニューで、サブストレートカタログエントリのサイズを選択します。

メモ：サイズカタログドロップダウンメニューからサブストレートサイズを選択する場合は、サイズ ID フ
ィールドには同じエントリが反映されます。サイズ ID を必要に応じて変更できます。

6 Substrate Catalog エントリにフルート方向または紙目方向を選択します。

メモ：この属性の名前は、Fiery server でサポートされているものによって、異なります。

7 必要に応じて製品 ID を追加し、OK をクリックします。
追加または変更されたサブストレートサイズは、Substrate Catalog エントリのサイズタブに表示されます。

カラープロファイル設定を指定する

Fiery server のカラープロファイルと Substrate Catalog エントリを関連付けることができます。

Fiery server のデフォルトまたはカスタムカラープロファイルが、割り当て可能な Substrate Catalog 属性として
名前別に一覧表示されます。

メモ：システム管理者だけが Substrate Catalog を設定できます。

1 Substrate Catalog メインウィンドウで、設定タブをクリックし、Substrate Catalog 設定を PPD 準拠か JDF 準
拠のどちらかに指定します。

2 次のいずれかを行います。

• 新規追加アイコンをクリックします。

• 既存のカタログエントリを編集するには、エントリを選択し、編集ボタンをクリックします。
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3 カラー設定タブをクリックします。

おもてカラープロファイル - 用紙のおもて面にのみ適用されるデフォルトのカラープロファイルです。サ
ーバーのデフォルトを選択するか、一覧からオプションを選択します。ジョブのプロパティで新しいカラ
ープロファイルを指定すると、この属性は上書きされます。PPD と JDF のどちらの設定でも表示されま
す。

裏カラープロファイル - 用紙の裏にのみ適用されるデフォルトのカラープロファイルです。サーバーのデ
フォルトを選択するか、一覧からオプションを選択します。裏カラープロファイルメニューには、おもて
面と同じも含まれています。ジョブのプロパティで新しいカラープロファイルを指定すると、この属性は
上書きされます。PPD と JDF のどちらの設定でも表示されます。

メモ：裏カラープロファイル設定がすべての Fiery server で使用できるわけではありません。

4 必要に応じて追加の設定を指定し、OK をクリックします。

新しいエントリは、編集可能な（白い）エントリとして Substrate Catalog ウィンドウに表示されます。

カタログエントリを変更する

Substrate Catalog エントリを編集または削除できますが、いくつかの制限事項があります。

以下の場合には、Substrate Catalog エントリの編集または削除ができません。

• エントリがジョブ、仮想プリンター、プリセットのいずれかで使用されている。

メモ：Substrate Catalog エントリが使用されている場合は、製品 ID とカラープロファイル設定を変更すること
はできますが、エントリを削除することはできません。

システム管理者だけが Substrate Catalog を設定できます。

Substrate Catalog のメインウィンドウでカタログエントリを編集する

Substrate Catalog エントリの用紙属性と値を指定できます。

1 Substrate Catalog のメインウィンドウで、編集するエントリを選択し、編集をクリックするか、または選
択したエントリをダブルクリックします。

編集可能なエントリは白い行として表示されます。

2 必要な情報をテキストフィールドに入力するか、または矢印をクリックして属性のドロップダウンメニュ
ーを表示します。新しい属性設定を選択するか、または新しい属性値を入力します。

変更された項目はすべて自動的に保存されます。
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カタログエントリを削除する

Substrate Catalog のメインウィンドウで 1 つ以上の Substrate Catalog エントリを削除できます。

メモ：Substrate Catalog エントリがジョブ、仮想プリンター、プリセットのいずれかで使用されている場合
は、削除できません。

1 Substrate Catalog メインウィンドウで、削除する Substrate Catalog エントリをリストから選択します。

連続している複数のエントリを選択する場合は Shift キーを押しながらクリックし、連続していない複数の
エントリを選択する場合は Ctrl キーを押しながらクリックします。

2 削除をクリックします。

エントリを削除してもよいかどうかを確認するダイアログボックスが表示されます。

3 はいをクリックします。

メモ：複数のエントリを選択して右クリックし、削除を選択することもできます。

Substrate Catalog で JDF 属性を指定する

Substrate Catalog 用紙エントリに対して JDF 用紙の属性を指定できます。

メモ：システム管理者だけが JDF 属性を指定できます。

1 次のいずれかを行います。

• Substrate Catalog メインウィンドウで、新規追加アイコンをクリックします。

• 既存のカタログエントリを編集するには、エントリを選択し、編集ボタンをクリックします。

2 表示される新規ウィンドウまたは編集ウィンドウの一般タブまたはその他属性タブで情報を入力します。
矢印をクリックして属性のドロップダウンメニューにアクセスできます。

3 サイズタブをクリックします。エントリをダブルクリックするか編集ボタンをクリックして、エントリを
編集します。サイズカタログからサイズを選択し、製品 ID の割り当てまたは編集を行うことができます。

4 カラー設定タブをクリックし、必要に応じて属性を指定します。

カラープロファイル設定の指定については、カラープロファイル設定を指定する（125 ページ）を参照し
てください。

指定できる属性の詳細については、サブストレートエントリ（130 ページ）を参照してください。

新しいエントリは、編集可能な（白い）エントリとして Substrate Catalog ウィンドウに表示されます。
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Substrate Catalog データベースの管理

Substrate Catalog データベースを設定すると、そのデータベースをエクスポートしたり、別の Substrate Catalog
データベースとマージしたり、出荷時のデフォルトにリセットしたりすることができます。

システム管理者だけが Substrate Catalog データベースを管理できます。

Substrate Catalog データベースのエクスポート

エクスポートしたデータベースは.xml ファイルとして保存されるため、いつでも Substrate Catalog にインポー
トできます。

Substrate Catalog データベースを置き換える場合、またはシステムソフトウェアを再インストールする場合は、
現在のデータベースをエクスポートして別の場所にバックアップしておくことをお勧めします。データベー
ス内のエントリーのエクスポート、またはサブセット内のエントリーのエクスポートを選択できます。

メモ：システム管理者だけが Substrate Catalog を設定できます。

1 エクスポートアイコンをクリックし、すべてエクスポートを選択します。

一部の用紙エントリーのみをエクスポートする場合は、Substrate Catalog で複数のエントリーを選択し、選
択項目をエクスポートを選択します。連続しているエントリーを選択する場合は Shift キーを押しながら
クリックし、連続していないエントリーを選択する場合は Ctrl キーを押しながらクリックします。

2 エクスポートしたデータベースファイルを保存するためのコンピューターまたはネットワーク上の保存場
所を指定します。

3 データベースファイルの名前を入力して、保存をクリックします。

エクスポートされたデータベースは.xml ファイル形式で保存されます。

Substrate Catalog データベースを置換する

新しいデータベースをインポートして、既存の Substrate Catalog データベースを置き換えることができます。

Substrate Catalog データベースを置き換える前に、現在使用しているデータベースをエクスポートしてアーカ
イブすることをお勧めします。

メモ：システム管理者だけが Substrate Catalog を設定できます。

1 Substrate Catalog メインウィンドウで、インポートアイコンの隣にある矢印をクリックし、既存を置換...
を選択します。

2 コンピューターまたはネットワーク上にある置換データベースファイル（.xml ファイル）を検索し、開く
をクリックします。

3 警告メッセージが表示されたらはいをクリックします。

Fiery Command WorkStation
Substrate Catalog

128



Substrate Catalog データベースのマージ

他のデータベースからエントリをインポートし、既存のデータベースとマージして新たな Substrate Catalog デ
ータベースを作成できます。

インポートするデータベース内に既存のデータベースと同一の属性を持つエントリがあった場合、そのエント
リはインポートされません。オリジナル（既存）のデータベースエントリがそのまま修正されずに残ります。

メモ：システム管理者だけが Substrate Catalog を設定できます。

1 Substrate Catalog メインウィンドウで、インポートアイコンの隣にある矢印をクリックし、既存とマージ...
を選択します。

2 インポートするデータベースファイル（.xml ファイル）をコンピューターまたはネットワーク上から検索
し、開くをクリックします。

これで現在の Substrate Catalog データベースに、選択したデータベースがマージされました。

メモ：インポートしたデータベース内で用紙と関連付けられていたカラープロファイルはすべて、マージ後は
無効になります。

上記の手順を繰り返すことで複数の Substrate Catalog データベースを 1 つにマージできます。

Substrate Catalog を出荷時のデフォルトにリセットする

工場出荷時デフォルト値にリセットコマンドを使用すると、Substrate Catalog データベースを製品出荷時のデ
フォルトの状態（デフォルトのエントリおよび属性）に戻すことができます。

Substrate Catalog を出荷時のデフォルトにリセットすると、追加/編集されたカタログエントリはすべて消去さ
れます（ただし、カタログエントリがジョブに割り当てられている場合を除きます）。カスタマイズしたエン
トリを保存する場合は、出荷時のデフォルトにリセットする前に既存のカタログデータベースをエクスポート
してください。

メモ：システム管理者だけが Substrate Catalog を設定できます。

1 Substrate Catalog ウィンドウで出荷時デフォルト設定にリセットをクリックします。

2 警告メッセージが表示されたらはいをクリックします。
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サブストレートエントリ

Substrate Catalog エントリを作成または編集する際に、さまざまなサブストレート属性を指定できます。カタ
ログエントリーのサブストレート属性を設定するには、Substrate Catalog のメインウィンドウまたは編集ウィ
ンドウを使用します。

入力が必須の属性は名前の横に星印（*）が表示されます。入力が必須の属性のフィールドは、空のままにで
きません。

Substrate Catalog には、次の 2 種類のサブストレート属性セットがあります。

• プリンター（PPD）準拠（デフォルト）

各 PPD 設定で表示される選択肢は、接続している Fiery server の PPD によって決まります。

• JDF（Job Definition Format）

JDF 属性は標準であり、接続している Fiery server に依存しません。

一般的な用紙属性

属性名は Substrate Catalog のメインウィンドウの列見出しに表示されます。その内容は、PPD 準拠と JDF 準拠
のどちらの設定を選択しているかによって異なります。

メモ：属性名は、使用している Fiery server でサポートされているものによって異なる場合があります。

JDF 属性について、以下に説明します。同等の PPD 設定も含まれています。Substrate Catalog エントリの作成
に指定された PPD 属性はプロジェクトごとに異なります。そのため、PPD 属性の用語もさまざまです。プロ
ジェクトで設定可能な PPD 設定の詳細については、『印刷ガイド』を参照してください。

メモ：属性の説明に「用紙」という用語が現れた場合は、「素材」を指しています。

% (再生紙率) 用紙に含まれる再生紙の比率をパーセントで入力します。

裏：コート 用紙の裏面のコーティング種類を指定します。

裏：光沢値 光を 75 度の角度で当てたときに、用紙裏面で反射する光の割合です。
反射の割合の値が大きいと、光沢値が大きいことを示します。

明るさ 用紙の Light reflectance（光反射率）です。値は、0%（低反射率）～100%
（高反射率）の範囲を指定できます。

CIE Lab カラー 機器非依存の用紙の色です。CIE の L*a*b*値でカラーを指定します。

ティント（CIE） 用紙の中立、非飽和、非着色の度合いを示します。用紙の Tint 値は、
CIE の xyz 座標値を使用して指定します。（0, 0, 0）の座標値は、赤-緑軸
で完全に中立であることを示します。
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白色度（CIE） 可視スペクトラム全体で計測される、用紙による光の反射量を示しま
す。反射量は、CIE の xyz 座標値による値で指定します。（100, 100,
100）の座標値は、完全な白色を示します。

カラー名 用紙のカラーです。半透明の用紙を指定するには、「クリア」カラーオ
プションを選択してください。

カスタムカラー名 用紙のカスタムカラーです。カラーメニューに目的のカラーが表示さ
れない場合は、このフィールドにカスタムカラーの名前を入力します。

説明 ユーザーがこの用紙を注文する際に役立つわかりやすい情報です。

フルート方向/紙目方向 フルート方向/紙目方向属性では、フルート素材の給紙方向を指定しま
す。

次のオプションから選択します。

• なし - これがデフォルトです。

• 短辺 - フルート素材の短辺が印字ヘッドに給紙されます。

• 長辺 - フルート素材の長辺が印字ヘッドに給紙されます。

おもて: コート 用紙のおもて面のコーティングの種類です。

おもてカラープロファイル 用紙のおもて面に適用されるデフォルトのカラープロファイルです。
ジョブのプロパティで新しいカラープロファイルを指定すると、この属
性は上書きされます。PPD 準拠と JDF 準拠のどちらの設定でも表示さ
れます。

おもて: 光沢値 光を 75 度の角度で当てたときに、用紙おもて面で反射する光の割合で
す。反射の割合の値が大きいと、光沢値が大きいことを示します。

裏またはおもて: 印刷可能面 画像を印刷する面を指定します。

用紙カラー 使用する用紙のカラーに関する PPD 設定。用紙のカラーに関する JDF
設定としては、カラー名とカスタムカラー名があります。

用紙ユニット 用紙ユニット属性は、プリンターに給紙する用紙の物理フォーマットを
示します。詳細については、用紙ユニット（132 ページ）を参照してく
ださい。

用紙重量 使用する用紙の重量に関する PPD 設定。平方メートルあたりのグラム
単位（g/m2）またはポンド（lb）の測定単位で表されます。類似の JDF
設定は重量（135 ページ）です。
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名前 用紙を説明するためのカタログエントリの識別名です。適切な名前を
このフィールドに入力します。

不透明度 不透明度属性は用紙の透明レベルを示すものです。詳細については、不
透明度（133 ページ）を参照してください。

不透明度レベル% 用紙の透明度をパーセントで指定します。完全に透明であれば 0%、完
全に不透明であれば 100%を指定します。

素材サイズ/用紙サイズ 用紙の幅と高さを示します。

印刷済み このチェックボックスを選択した場合、用紙には印刷済みの内容が含ま
れていることを示します。このチェックボックスを選択しない場合は、
用紙は印刷済みでないことを示します。

印刷テクノロジー 使用できる印刷テクノロジーを選択してください。

製品 ID 製品番号、アイテムコード、商品コードなど、使用される用紙に関する
識別子であり、印刷業者によって手動で、または Management Information
System（MIS）によって定義されます。

セット数/MediaSetCount グループ化された用紙セットの枚数を定義します。

テクスチャ テクスチャ属性は、使用する用紙の表面テクスチャを示します。詳細に
ついては、テクスチャ（133 ページ）を参照してください。

厚さ 用紙の厚さをミクロン単位で指定します。

タイプ 使用する用紙の種類です。次のオプションから選択します。

• 用紙 - 標準の繊維質の用紙です。

• 透明度 - プロジェクターに使用する透明の OHP シートです。

種類詳細 種類詳細属性は、使用する用紙ストックタイプの詳細な設定を定義しま
す。詳細については、種類詳細（134 ページ）を参照してください。

重量 重量属性は、平方メートルあたりのグラム単位（g/m2）またはポンド
（lb）を単位として表されます。詳細については、重量（135 ページ）を
参照してください。

用紙ユニット

用紙ユニット属性は、プレスまたはプリンターに給紙する用紙の物理フォーマットを示します。

次のオプションから選択します。

シート 1 枚 1 枚カットされた紙です。
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不透明度

不透明度属性は用紙の透明レベルを示すものです。

次のオプションから選択します。

不透明 用紙/メディアが不透明な場合に選択します。このタイプの用紙/メディ
アでは、両面印刷しても通常は裏面が透けて見えることはありません。

半透明 バックライト表示のようなある照明条件化で透明であるような用紙/メ
ディアを使用する場合に選択します。

OHP シート すべての照明条件下で裏が見えている用紙/メディアを使用する場合は
このオプションを選択します。

テクスチャ

テクスチャ属性は、使用する用紙の表面テクスチャを示します。

メモ：テクスチャドロップダウンメニューで選択可能なオプションは、使用している Fiery server でサポート
されているテクスチャの種類によって異なる場合があります。

次のオプションから選択します。

アンティーク 表面はベラムより粗い仕上げになっています。

カレンダ仕上げ エクストラスムーズまたはつや出し非コート紙です。

コックル 紙の表面にさざ波状のしわを付けた仕上げです。

ダル 光沢やつやのないコート紙です。

エッグシェル 表面が卵の殻のような模様の付いた仕上げです。

リネンエンボス 表面が粗織り布に似た、エンボス加工の仕上げです。

イングリッシュ マシン仕上げよりスムーズで、スーパーカレンダ仕上げより粗い仕上げ
の表面です。

フェルト 特殊フェルト加工仕上げです。

レイド 垂直線と水平線のパターン（すそ目模様）の仕上げです。

ライトコックル コックルほどのしわのない、さざ波状のしわをもつ仕上げです。

リネン 表面が粗織り布のテクスチャをもつ仕上げです。

光沢 光沢のある仕上げです。

マシン仕上げ エクストラスムーズまたはつや出し非コート紙ですが、イングリッシュ
よりも粗い仕上げです。

マット 光沢やつやのないダル仕上げです。
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モトル 斑点模様の仕上げです。

パーチメント 羊皮紙に似た外観を持つ仕上げです。

サテン サテン地に似たスムーズなダル仕上げです。

セミベラム わずかに粗い仕上げですが、ベラムより滑らかです。

シルク 絹織物に似たスムーズなダル仕上げです。

スムーズ 表面が滑らかな仕上げです。

スティップル 微細な小石を埋め込んだ仕上げです。

スエード スエード地に似たスムーズなダル仕上げです。

スーパーカレンダ仕上げ もスムーズで、 もつやのある非コート紙です。

スーパースムーズ 凹凸のない仕上げです。ウルトラスムーズよりも滑らかです。

トラディショナルレイド レイドよりも込み入ったパターンのすそ目模様の仕上げです。

ウルトラスムーズ 凹凸のない仕上げですが、スーパースムーズほど滑らかではありませ
ん。

カレンダ仕上げなし 粗くつやのない非コート仕上げです。

ベラム やや粗いダル仕上げです。

ベルベット ベルベット地に似た滑らかなダル仕上げです。

ウーブ 柔らかく滑らかな仕上げです。

種類詳細

種類詳細属性は、使用する用紙ストックタイプの詳細な設定を定義します。

種類詳細ドロップダウンメニューのオプションの一部は次のとおりです。

普通紙 このオプションは、用紙ストックが特別な記述を必要としない場合に選
択します。システムによっては、このオプションの指定が必須の場合が
ありますが、多くの場合には普通紙を使用する場合でもこのオプション
は指定する必要はありません。

ボール紙 段ボールにも使用される用紙です。

連続紙（横取り） サイズによって定義された長辺に沿って連続的につながったシートか
ら成る不透明用紙です。

連続紙（縦取り） サイズによって定義された短辺に沿って連続的につながったシートか
ら成る不透明用紙です。

ラベル シールのラベル用紙です。
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重量

重量属性は、平方メートルあたりのグラム単位（g/m2）またはポンド（lb）を単位として表されます。

北米地域の用紙ストックタイプの基本重量は、ポンド単位（lb）で表されます。単位を g/m2 に変換するには、
基本重量に、適切な変換係数を乗算します。

たとえば、50 ポンドの Bond ストックの重さをグラム値で表すには、次の計算を行います。

基本重量 x 変換係数 = 50 x 3.76 = 188g/m2

用紙ストックタイプごとの変換係数については、次の表を参照してください。

用紙ストックタイプ 変換係数

Bond 3.76

Ledger 3.76

Thin（manifold, onion skin） 3.76

Duplicator 3.76

Safety 3.76

Uncoated book 1.48

Coated book 1.48

Text book 1.48

Cover Papers 2.70

Index bristol 1.81

Tagboard 1.63

Blanks 2.28

Printing bristol 2.19

Wedding bristol 2.19

Blotter 3.08

Label 1.48
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用紙ストックタイプ 変換係数

Newsprint 1.63
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サイズカタログ

サイズカタログでは、よく使用するカスタムサイズのリストをユーザーが作成できます。サイズカタログは
Fiery server に格納されており、すべてのユーザがアクセスできます。ジョブごとにサブストレートのサイズ寸
法を指定する必要があると、どうしてもエラーが発生する可能性がありますが、サイズカタログを作成する
と、そのようなおそれは少なくなります。

Fiery Command WorkStation からサイズカタログにアクセスする

サイズカタログには、Fiery Command WorkStation > デバイスセンター > サイズカタログでアクセスできま
す。

1 次のいずれかの方法で、デバイスセンターにアクセスします。

• サーバーリスト内の Fiery server を右クリックし、デバイスセンターを選択します。

• サーバー一覧で Fiery server をダブルクリックします。

• Fiery Command WorkStation のサーバーメニューでデバイスセンターをクリックします。

2 デバイスセンターでリソースタブをクリックし、サイズカタログを選択します。

サイズカタログを管理する

サイズカタログを初めて開くと、デフォルトのサイズカタログエントリが一覧表示され、サブストレートの名
前と寸法が表示されます。サイズカタログを設定したら、エントリの追加、変更または削除、公開または非公
開、インポートまたはエクスポート、出荷時のデフォルトへのリセットを行えます。

サイズカタログエントリを作成または変更する

サブストレートのよく使用されるカスタムサイズのサイズカタログエントリを作成または編集できます。

1 デバイスセンター > リソース > サイズカタログで次のいずれかを行います。

• 新規追加アイコンをクリックして、サイズカタログエントリを作成します。

• 既存のエントリを編集するには、エントリを選択し、編集アイコンをクリックします。

メモ：エントリを編集するには、エントリをダブルクリックするか、エントリを右クリックして編集を選
択することもできます。
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2 追加または編集ダイアログで、エントリの名前や幅と高さの寸法を指定または変更します。

次の点に注意してください。

• サイズカタログエントリごとに一意の名前が必要です。2 つのサイズカタログエントリを作成または
変更して、同じ名前にすることはできません。

• 各サイズカタログエントリの名前が一意であれば、同じ寸法のサイズカタログエントリが複数あっても
かまいません。

• サイズカタログエントリの寸法のデフォルト測定単位はインチです。

• サイズカタログエントリの幅は、サブストレートの先端/給紙辺/グリッパーエッジを示します。

3 OK をクリックします。

新規または変更されたエントリがサイズカタログに一覧表示されます。

サイズカタログエントリを変更する場合は、以下が適用されます。

• デフォルトのサイズカタログエントリを変更または削除することはできません。

• デフォルトのサイズカタログエントリは、プレスの性能によって異なる場合があります。

サイズカタログエントリを削除する

サイズカタログから 1 つ以上のサイズカタログエントリを削除できます。

1 デバイスセンター > リソース > サイズカタログで、削除するエントリを 1 つ以上選択します。

連続している複数のエントリを選択する場合は Shift キーを押しながらクリックし、連続していない複数の
エントリを選択する場合は Ctrl キーを押しながらクリックします。

2 次のいずれかを行います。

• エントリを右クリックし、削除を選択します。

• ツールバーの削除アイコンをクリックします。

エントリを削除してもよいかどうかを確認するダイアログボックスが表示されます。

3 はいをクリックします。
選択したエントリがサイズカタログから削除されます。

サイズカタログエントリを公開または非公開にする

デフォルトでは、すべてのサイズカタログエントリが画面に表示され、ユーザーがジョブ用に選択できます。
つまり、これらのエントリは「公開」されます。

サイズカタログに記載されているエントリを非公開にすることができます。サイズカタログエントリが非公
開になると、そのエントリはサイズカタログエントリの一覧で使用できなくなります。さらに、非公開になっ
たサイズカタログエントリは、ユーザーがサブストレートサイズを指定する際に選択することができません。
サイズカタログで非公開エントリを隠すチェックボックスを選択して、非公開エントリを非表示にすることが
できます。

エントリーを非公開にしても、いつでもそのエントリをまた公開することができます。
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1 デバイスセンター > リソース > サイズカタログで、公開または非公開にするエントリを選択します。

連続している複数のエントリを選択する場合は Shift キーを押しながらクリックし、連続していない複数の
エントリを選択する場合は Ctrl キーを押しながらクリックします。

2 次のいずれかを行います。

• エントリーを非公開にするには、ツールバーの非公開アイコンをクリックします。

• エントリーを公開するには、ツールバーの公開アイコンをクリックします。

メモ：また、サイズカタログエントリを右クリックし、非公開または公開を選択することもできます。

サイズカタログエントリをインポートする

すでに作成したサイズカタログエントリをインポートして、既存のサイズカタログに追加することができま
す。

インポートしたサイズカタログエントリと同一のエントリが既存のサイズカタログに見つかった場合は、新し
いエントリはインポートされず、元のエントリがそのままサイズカタログに残ります。

1 デバイスセンター > リソース > サイズカタログで、ツールバーのインポートアイコンをクリックします。

2 インポートする.json ファイルをコンピューターまたはネットワーク上から検索し、開くをクリックします。
.json ファイルがサイズカタログにインポートされ一覧表示されます。.json ファイルに複数のサイズカタ
ログエントリ含まれている場合は、各サイズカタログエントリが別々に一覧表示されます。

既存のサイズカタログにさらに追加するサイズカタログエントリについて、この手順を繰り返します。

サイズカタログエントリをエクスポートする

エクスポートしたサイズカタログエントリは.json ファイルとして保存され、いつでもサイズカタログにイン
ポートできます。

サイズカタログのすべてのエントリまたは一部のエントリのエクスポートを選択することができます。

1 デバイスセンター > リソース > サイズカタログで、エクスポートアイコンの横にある矢印をクリックし、
すべてエクスポート...を選択します。

一部のサイズカタログエントリのみエクスポートする場合は、複数のエントリを選択し、選択項目をエク
スポート...を選択することができます。連続しているエントリを選択する場合は Shift キーを押しながらク
リックし、連続していないエントリを選択する場合は Ctrl キーを押しながらクリックします。

2 エクスポートしたサイズカタログエントリを保存する場所を、使用しているコンピューターまたはネット
ワーク上で指定します。

3 エクスポートしたエントリの名前を入力した後、保存をクリックします。
エクスポートしたサイズカタログエントリは.json ファイルとして保存されます。

メモ：複数のサイズカタログエントリを選択するか、すべてエクスポート...オプションを使用しても、ただ 1
つの.json ファイルが作成されて、エクスポートしたサイズカタログエントリがそこに保存されます。
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サイズカタログを出荷時のデフォルトにリセットする

工場出荷時デフォルト値にリセットを使用すると、サイズカタログを製品出荷時のデフォルトのエントリおよ
び属性に戻すことができます。

サイズカタログを出荷時のデフォルトにリセットすると、追加または編集されたカタログエントリはすべて消
去されます（ただし、カタログエントリがジョブに割り当てられている場合を除きます）。カスタマイズした
エントリを保存する場合は、出荷時のデフォルトにリセットする前に既存のサイズカタログをエクスポートし
てください。

1 デバイスセンター > リソース > サイズカタログを開き、ツールバーの出荷時デフォルト設定にリセットア
イコンをクリックします。

2 サイズカタログで、ツールバーの出荷時デフォルト設定にリセットアイコンをクリックします。

3 警告メッセージが表示されたらはいをクリックします。
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Graphic Arts ツール

Fiery グラフィックアート機能

Fiery server のグラフィックアート機能には、パッケージで提供されるものがあります。Fiery server がどのパ
ッケージに対応しているかについては、Fiery server に付属の取扱説明書を参照してください。

• Fiery Graphic Arts Package, Premium Edition（141 ページ）

Fiery Graphic Arts Package, Premium Edition

Fiery Graphic Arts Package, Premium Edition は、Fiery server の機能パッケージの 1 つです。このパッケージが
Fiery server にインストールされていると、Command WorkStation で次の機能を使用できます。

• コントロールバー（141 ページ）

• トラッピング（144 ページ） （設定可能）

• 用紙シミュレーションの白色点編集（147 ページ）

• プリフライト（148 ページ）

• Fiery ImageViewer（149 ページ）

メモ：プログレッシブオプションは、デバイスセンターまたはジョブのプロパティからは設定できなくなりま
した。ただし、Fiery ImageViewer からはプログレッシブ印刷の設定と印刷を行うことができます。詳細につい
ては、プログレッシブ（146 ページ）を参照してください。

Fiery Graphic Arts Package, Premium Edition の次の機能は、Command WorkStation の一部ではありません。

• Hot Folders フィルター

• Ugra/Fogra Media Wedge

• Integrated Altona Visual Test

コントロールバー

お使いの Fiery server でコントロールバー機能がサポートされている場合は、ユーザーが定義した場所で、（静
的なカラーバーや動的なジョブ情報がある）コントロールバーを各印刷ページに追加できます。

この機能は、ジョブのカラー精度のプルーフやチェックに役立ちます。コントロールバーは、Fiery Color
Profiler Suite などの分析ツールと併用して、カラー品質評価に使用できます。
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コントロールバーは、ジョブごとに設定できますし、サーバーのデフォルト設定としてすべてのジョブでコン
トロールバーを印刷する設定も可能です。

コントロールバーは、編集することも、新規に作成することもできます。コントロールバーはジョブの一部で
はないため、コントロールバー付きで印刷したジョブを、コントロールバーの定義を変更した後に印刷する
と、異なる印刷結果を得ることができます。

コントロールバーは、PostScript ジョブと PDF ジョブでサポートされています。

工場出荷時に提供されたコントロールバー（Fiery と呼ばれる）と任意のカスタムコントロールバー（独自に
作成したもの）を任意のページサイズに適用できます。コントロールバー印刷オプションを使用すると、ジョ
ブに使用するコントロールバーを選択できます。また、コントロールバーの定義を編集する場合、指定のペー
ジサイズでコントロールバーがどう表示されるかプレビュー表示することができます。

デフォルトでコントロールバーを印刷

FS200/200 Pro 以降の Fiery システムソフトウェアですべてのジョブにコントロールバーを印刷するように、サ
ーバーのデフォルトを設定できます。

1 詳細アイコン（3 つのドット）をクリックし、デフォルト設定...を選択します。

2 デフォルト設定ウィンドウでジョブ情報を選択します。

3 レポートまでスクロールし、コントロールバーのメニューオプションを選択します。

Fiery server には、出荷時のデフォルトのコントロールバーが「Fiery」という名前で用意されています。カ
スタムコントロールバーを作成することができます。

4 以下から選択します。

• オフ：コントロールバーは印刷されません。

• Fiery：出荷時のデフォルトのコントロールバーが印刷されます。

• カスタムコントロールバー：すべてのカスタムコントロールバーが一覧表示されます。選択した 1 つが
印刷されます。

コントロールバーの設定をロックして、ユーザーによる変更を禁止することができます。

メモ：出荷時のデフォルトはオフです。ジョブのプロパティを出荷時のデフォルトにリセットするには、
デフォルト設定ウィンドウでリセットをクリックします。

コントロールバーを表示および編集する

コントロールバーの定義を表示したり、設定を編集することができます。

1 デバイスセンターのカラー設定で、コントロールバーをクリックします。

2 リストからコントロールバーを選択すると、ウィンドウの右側に定義が表示されます。
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3 設定を変更するには、編集をクリックし、各オプションの値を定義します。

• コントロールバーの名前 - コントロールバーの選択に使用する名前です。

メモ：プリンタードライバーでは、この名前は双方向通信が有効になっている場合にのみ表示されます。

• カラーバー - カラーバー表示のオン/オフ、標準画像からの選択、カスタム画像（EPS や PDF 形式）のイ
ンポート、画像の配置の指定などを実行できます。

メモ：PDF 形式の画像の場合、 初のページのみが使用されます。

• ジョブ情報 - ジョブ情報の表示のオン/オフ、表示するジョブ設定の選択、テキストの表示や配置の指定
などを実行できます。

メモ：使用できるジョブ設定は、Fiery server のモデルによって異なります。

• ページ設定 - プレビューページサイズの選択、余白の指定（カラーバーおよびジョブ情報は余白の内側
に配置されます）、ミラー画像（透明な用紙）の選択などを実行できます。

4 OK をクリックして、編集した内容を保存します。

カスタムまたは複製のコントロールバーを作成する

コントロールバーを複製してそれぞれのニーズに合ったカスタムコントロールバーを作成できます。また、新
しいコントロールバーを一から作成することもできます。たとえば、カラーバーのイメージとして別の EPS
ファイルを使用したコントロールバーを作成できます。

1 デバイスセンターのカラー設定で、コントロールバーをクリックします。

2 次のいずれかを行います。

• コントロールバーを複製するには、コントロールバーを選択して、複製をクリックします。

• カスタムコントロールバーを作成するには、新規作成をクリックします。

3 各オプションの値を指定します。

詳細は、以下を参照してください。 コントロールバーを表示および編集する（142 ページ）

4 OK をクリックして、コントロールバーを保存します。

カスタムコントロールバーをエクスポート、インポート、または削除する

Fiery server からコンピューターにカスタムコントロールバーをファイルとしてエクスポートし、ローカルコピ
ーを共有したり、別の Fiery server にインポートしたりすることができます。インポートされたコントロール
バーは、すぐに Fiery server で使用できるようになります。

メモ：カスタムコントロールバーは削除できますが、標準のコントロールバーは削除できません。

FS200/200 Pro ソフトウェアが動作する Fiery server で作成されたコントロールバーは、前のバージョンのソフ
トウェアが動作する Fiery server にインポートできません（あるいはその逆もインポートできません）。

エクスポートされたコントロールバーにインポート先の Fiery server でサポートされていない機能が含まれて
いる場合（たとえば、Fiery server 固有のジョブ設定など）、インポート先では非表示になります。
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1 デバイスセンターのカラー設定で、コントロールバーをクリックします。

2 次のいずれかを行います。

• コントロールバーをエクスポートするには、コントロールバーを選択し、エクスポートをクリックし、
ファイルの保存先を指定して、フォルダー選択をクリックします。

• コントロールバーをインポートするには、インポートをクリックし、対象のコントロールバーを検索し
て選択し、開くをクリックします。

3 カスタムコントロールバーを削除するには、対象のコントロールバーを選択し、削除をクリックして、確
認画面ではいをクリックします。

出荷時のデフォルトのコントロールバーを復元する

標準のコントロールバーを初期状態（出荷時のデフォルト）に復元できます。
Fiery システムソフトウェア FS200/200 Pro 以前の場合は、次の操作を行います。

1 デバイスセンターのカラー設定で、コントロールバーをクリックします。

2 コントロールバーを選択し、編集をクリックします。

3 出荷時デフォルト設定にリセット、リセットの順にクリックします。

トラッピング

トラッピングとは、多色刷りの印刷時に版の位置ずれによってオブジェクト周囲に白い縁、または「すき間」
が発生するのを防ぐ手法です。トラッピング機能を使用して、オブジェクトを拡大または縮小して印刷し、オ
ブジェクトの周囲にすき間が発生するのを防止します。

自動トラッピング印刷オプションを有効に設定すると、トラッピングがジョブに適用されます。

使用している Fiery server が設定可能なトラッピング機能をサポートしている場合は、自動トラッピング印刷
オプションのトラッピング設定を完全にコントロールできます。Fiery server の出荷時デフォルト設定は、プリ
ンターでの普通紙印刷用に 適化されています。ほとんどの場合、デフォルトのトラッピング設定でも十分な
結果が得られますが、使用した用紙での印刷品質に納得できない場合は、条件に合うようトラッピングの値を
設定してください。デバイスセンターのトラッピングペインで出荷時のデフォルトボタンをクリックすると、
いつでもトラッピング設定を出荷時のデフォルトに復元できます。

メモ：トラッピング設定を操作するには、システム管理者としてログインする必要があります。オペレーター
はトラッピング設定を表示できますが、変更することはできません。

トラッピングについての詳細は、取扱説明書の『カラー印刷』を参照してください。

すべてのジョブにデフォルトの自動トラッピングを設定する

デフォルト設定ウィンドウの自動トラッピングチェックボックスを選択すると、Fiery server に送信されるすべ
てのジョブにトラッピングが適用されます。

1 詳細アイコン（3 つのドット）をクリックし、デフォルト設定...を選択します。
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2 デフォルト設定ウィンドウで、カラーを選択します。

3 カラー設定が見えるまでスクロールし、自動トラッピングを選択します。

この設定をロックして、ユーザーがジョブのプロパティで変更できないようにすることができます。

トラッピング幅を指定する

トラッピング幅の値で、オブジェクト間のトラッピングエリアの幅が決定します。幅の値は、給紙方向を基準
に指定します。横方向は給紙方向に対して垂直となり、縦方向は給紙方向に対して平行となります。

1 デバイスセンターのカラー設定でトラッピングをクリックします。

2 トラッピング幅で、水平方向および垂直方向のトラッピング幅を指定します。また、トラッピング幅を強
制的に同じ値にする場合は、水平方向の値と垂直方向の値の間に表示されるリンクアイコンを選択します。
リンクアイコンを選択する際、設定されている数値が異なる場合、そのうちの高い方の値が使用されます。

• 横 - 水平方向のトラップ幅を指定します（0～10 ピクセル）。

• 縦 - 垂直方向のトラップ幅を指定します（0～10 ピクセル）。

ビットマップ画像の表示で、選択した値の結果をすぐに確認することができます。

トラッピングカラーリダクションを指定する

トラッピングカラーリダクション値によって、トラッピングに適用される各カラーの濃度が決定されます。色
の異なる 2 つのオブジェクト間にトラッピングを適用すると、2 色のカラーを組み合わせた 3 つ目のカラーが
生成されます。トラッピングカラーリダクション機能を使用すると、この 3 つ目のカラーによる線を見えにく
くすることができます。

トナーの濃度リダクションの割合を指定します。100%を選択すると、トラッピングエリアにトナー濃度が適
用されません。0%を選択すると、オブジェクトの縁と同じトナー濃度が適用されます。

1 デバイスセンターのカラー設定でトラッピングをクリックします。

2 トラッピングカラーリダクションで、以下のカラーチャンネルの値を指定します。

• シアン - シアン用のトラッピングリダクション（0～100%）を指定します。

• マゼンタ - マゼンタ用のトラッピングリダクション（0～100%）を指定します。

• イエロー - イエロー用のトラッピングリダクション（0～100%）を指定します。

• ブラック - ブラック用のトラッピングリダクション（0～100%）を指定します。

3 （オプション）トラッピング値を強制的に同じ値にする場合は、トラッピングリダクション値の間に表示さ
れるリンクアイコンを選択します。リンクアイコンを選択する際、異なる数値が設定されている場合、そ
のうちの も高い値が使用されます。

各カラーの左にあるアイコンで、選択した値の結果を視覚的に確認することができます。
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トラッピングセル形状を指定する

トラッピングセル形状は、コントラストの強い背景に対してトラッピングを適用する際のピクセルの形を選択
します。ピクセルより大きい要素の場合は、形状、または形状の一部がオブジェクトのコーナーから見えるよ
うになります。

1 デバイスセンターのカラー設定でトラッピングをクリックします。

2 トラッピングセル形状で、楕円、ダイヤモンド、または長方形を選択します。

オブジェクトのトラッピング方法を指定する

オブジェクトのトラッピング方法でオプションが選択されていない場合は、オブジェクト（テキストとグラフ
ィック）に対するトラッピングのみ適用されます。画像にトラッピングを適用するには、オブジェクトのトラ
ッピング方法の設定を使用します。

1 デバイスセンターのカラー設定でトラッピングをクリックします。

2 オブジェクトのトラッピング方法で、以下のいずれかのトラッピング方法を選択します。

• オブジェクトを画像にトラップ - 各オブジェクトおよび画像の境界線にトラッピングが適用されます。

• 画像内でトラップ - 画像内の各ピクセルにトラッピングが適用されます。このオプションは、オブジェ
クトを画像にトラップが選択されている場合のみ選択することができます。

プログレッシブ

「プログレッシブ」とは、マルチカラー書類で CMYK 色分解の任意の組み合わせを印刷することを指します。
分解の印刷またはプルーフは、ジョブの問題を診断するために使用できます。

デバイスセンターまたはジョブのプロパティでプログレッシブを設定または印刷することはできません。た
だし、ImageViewer で分解を表示して印刷すると、同じような操作を実行できます。曲線を特定のインクで統
合すると、それをプリセットとして保存できます。詳細については、Fiery ImageViewer（149 ページ）を参照
してください。

プログレッシブの順序が、プリンターで実際に適用される順序を表す必要はありません。画像の構成分析には
別の順序が便利な場合もあります。

プログレッシブ機能を使用すると、トラッピング効果の確認、2 種類のカラートナー間でのハーフトーン作用
のチェック、2 つの版同士での登録の確認、カラー分解パラメーターの表示などができます（たとえば、ブラ
ック版のみ、またはブラック版以外の全色印刷時にグレー置換（GCR）レベルを確認するのに便利です）。

プログレッシブ機能は、プリンターで印刷する場合にジョブで使用される色分解を示します。この機能は、他
のプリンターに対するプルーフに使用されることは想定していません。
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用紙シミュレーションの白色点編集

Paper Simulation 機能では、ページの白の領域を印刷せずにおくのではなく、出力の印刷カラーとして白で用
紙を塗ることができます。白色点編集を使用することによって、CMYK ソースプロファイルで白色点として
定義されている、シミュレーションの用紙の白の色相、明るさ、および彩度を調整することができます。

通常は、Paper Simulation のプリントオプションで使用するデフォルトの白色点設定で正常な印刷結果を得る
ことができますが、お使いの Fiery server が白色点編集付きの用紙シミュレーションをサポートしている場合、
必要であれば、納得の行く結果を得るために白色点をカスタマイズすることができます。

メモ：Paper Simulation で、代替カラーを C=0、M=0、Y=0、K=0 と定義してジョブを印刷すると、「代替カラ
ー」で定義した値が Paper Simulation の値を上書きします。

用紙シミュレーションの白色点値を編集する

用紙シミュレーション白色点編集機能では、既存の CMYK ソースプロファイルをカスタマイズして、白色点
を調整することができます。調整したカスタムプロファイルは、特定の出力プロファイルにリンクさせる必要
があります。用紙シミュレーション白色点編集を反映させるには、ジョブを印刷する際、編集済みのカスタム
CMYK ソースプロファイルとそれにリンクされている出力プロファイルを選択する必要があります。

既存の CMYK ソースプロファイルを保存するには、白色点を編集する前にプロファイルを複製しておいてく
ださい。プロファイルをエクスポートし、別の名前を付けてインポートすることにより、プロファイルを複製
できます。

メモ：CMYK ソースプロファイルの白色点を編集することはできますが、出力プロファイルを編集すること
はできません。

ES-2000 などの分光測色計を使用できる場合は、カラーの測定値を直接インポートできます。この機能によっ
て、用紙の実際のカラーに基づいたターゲットカラーを指定することができます。分光測色計を使用するに
は、白色点の編集を開始する前に、分光測色計のインストールと設定を実行してください。

メモ：X-Rite i1Pro 2 を使用する場合は、EFI 社から購入したものを使用する必要があります。

1 デバイスセンターで、リソースタブをクリックし、プロファイルをクリックします。

2 カスタマイズする CMYK ソースプロファイルを選択して、用紙シミュレーションをクリックします。

3 上記の CMYK ソースプロファイルにリンクする出力プロファイルを選択して、OK をクリックします。

メモ：カスタムプロファイルを使用してジョブを印刷する場合は、ここで選択した出力プロファイルを選
択する必要があります。

4 モニタープロファイルで、使用しているモニターに適したモニタープロファイルが表示されていることを
確認します。正しいモニタープロファイルが選択されていない場合は、Command WorkStation の環境設定で
正しいモニタープロファイルを選択します。

5 分光測色計を使用して白色点を測定するには、その分光測色計アイコンをクリックします。

6 分光測色計をキャリブレーションドックに置いて、キャリブレートをクリックします。キャリブレートす
ることにより、測定の精度が向上します。

7 分光測色計の計測部が測定するカラーの中央にくるように、分光測色計をカラーの上に置きます。
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8 分光測色計のボタンを押して測定します。測定した CMYK 値が CMYK フィールドにインポートされ、対
応する Lab 値が表示されます。

9 必要に応じて、色相、明るさ、彩度の値を手動で編集します。

• 色相 - 0.0 から 359.9 まで

• 明るさ - 0.0 から 100.0 まで（100.0 を含む）

• 彩度 - 0.0 から 100.0 まで（100.0 を含む）

スライダーをドラッグするか、テキストフィールドに数値を入力して値を編集します。スライダーは絶
対的な値を示すものではありません。ダイアログボックスを開いたときのスライダーの位置と値は、用
紙の白色部分の定義に対する相対的なものです。ダイアログボックスの左上にあるプレビューパッチ、
または右側に表示される Lab 値で変更を確認してください。

10 テストページを印刷するには、印刷をクリックします。

11 テストページで編集結果が適切に印刷されている場合は、保存をクリックし、用紙シミュレーション白色
点ダイアログボックスを閉じます。

プリフライト

印刷前にプリフライト機能を使用してジョブをチェックし、印刷エラーを低減して無駄なコストを削減するこ
とができます。プリフライト機能を使用すると、実際にジョブを印刷する前に印刷時にエラーが発生しがちな
項目をチェックして、印刷がスムーズに行われ、かつ予想通りの印刷結果が得られるようにジョブのエラー状
況を点検できます。

プリフライトでは、エラーだけでなく、セキュリティ設定、ページサイズ、色空間などジョブに関する情報の
レポートも生成されます。

プリフライトのチェックは、Hot Folders、Virtual Printers、および Command WorkStation で有効化できます。

メモ：処理済みのジョブをプリフライトでチェックすることはできません。

プリフライトでサポートされているファイル形式は、PostScript、PDF、EPS、PPML、Creo VPS、および PDF/
VT です。

TIFF および PCL ファイル形式はプリフライト機能でサポートされていません。

プリフライト機能では、次のカテゴリーのエラーをチェックできます。

• フォント - 不明のフォント、および Courier フォントの置換有無をチェックします。

• スポットカラー - 不明のスポットカラーをチェックします。不明になっているスポットカラーは、
Command WorkStation の「スポットカラー」で追加できます。

• 画像解像度 - 指定値以下の画像の解像度をチェックします。

• バリアブルデータ印刷リソース - 不明のバリアブルデータ印刷のリソースをチェックします。チェックす
るレコード数を指定して、処理時間が長くなるのを防ぐことができます。

• ヘアライン - 指定値以下のヘアライン幅をチェックします。

• オーバープリント - オーバープリントをチェックします。

• PostScript - PostScript エラーをチェックします。
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プリフライトの設定で、チェックするエラーのカテゴリーとエラーのレポート方法を指定することができま
す。プリフライトの設定は、プリセットとして保存できます。これにより、特定のジョブのプリフライト設定
をすばやく選択できます。

プリフライトチェックの設定と実行

プリフライトの設定で、チェックするエラーのカテゴリとエラーのレポート方法を指定することができます。
プリフライトの設定は、プリセットとして保存できます。これにより、特定のジョブのプリフライト設定をす
ばやく選択できます。

1 ジョブセンターで、待機ジョブを選択し、アクション > Preflightを選択します。

2 必要に応じて、プリセットリストからプリセット（設定のコレクション）を選択します。

3 チェックするエラーの各カテゴリを選択し、任意の設定を指定します。特定のカテゴリをスキップするに
は、該当するチェックボックスの選択を解除します。

スキップされたカテゴリは、未確認と表示されます。

4 エラーのカテゴリごとに通知レベル（重大または警告）を選択します。

5 重大エラーが検出され次第、プリフライトの実行を停止する場合は、1 つ目の重大エラーでプリフライト
を中止を選択します。

6 設定を新規プリフライトとして保存するには、プリセットリストから別名保存を選択します。

7 この設定でプリフライトチェックを実行するには、Preflightをクリックします。
プリフライトが実行され、結果がレポートに表示されます。このレポートを印刷して保存できます。レポ
ートを再表示するには、ジョブセンターでジョブを選択し、プリフライトレポート表示を選択します。

Fiery ImageViewer

Fiery ImageViewer では、ジョブを印刷する前に、ジョブのカラーまたはグレーレベル（サポートされている場
合）をソフト校正および編集できます。処理済みジョブ（ラスター画像）のジョブ配置、方向、内容、一般カ
ラーの精度をプレビューできます。

カラー出力

Fiery ImageViewer は、プレスに送信される実際の CMYK 値を使用してジョブを表示するため、正確なソフト
校正が得られます。キャリブレーションの効果はソフト校正には表示されませんが、色はキャリブレーション
の影響を受ける可能性があります。

C、M、Y、K の応答曲線を個別に編集できます。編集結果を保存して他のカラー印刷ジョブに適用できます。
また、CHROMiX Curve2、Curve3、Curve4 のいずれかを使用して作成された G7 キャリブレーション曲線を適
用することもできます。

各プロセスカラーの色分解データを個別に表示することも、他のプロセスカラーと組み合わせて表示すること
もできます。ジョブにハーフトーンシミュレーションが設定されている場合は、すべての色分解のコンポジッ
ト画像がドットレベルでプレビューされます。Fiery ImageViewer からページを印刷すると、Fiery ImageViewer
で選択された色分解のコンポジットカラー情報が出力に含まれます。
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ImageViewer の必要条件

Command WorkStation には Fiery ImageViewer バージョン 4.0 が付属しています。このバージョンは、使用して
いるコンピューターが次の必要条件を満たしている場合に使用されます。

• OpenGL バージョン 3.2 以降に対応する GPU

• グラフィックカードに 低 750MB のメモリを使用可能

これらの必要条件を満たしていないコンピューターの場合や次の種類の接続の場合は、Fiery ImageViewer 3.0
が使用されます。

• リモートデスクトップ接続

• モノクロの Fiery server に接続している Command WorkStation

OpenGL のバージョンは、OpenGL Extensions Viewer などのサードパーティ製ソフトウェアで確認できます。

ImageViewer を起動する

Command WorkStation のジョブから ImageViewer を起動することができます。

1 Command WorkStation のジョブセンターで処理済み/待機ジョブを選択します。

必要に応じて、アクション > 処理後待機を選択して、ジョブの状況を処理済み/待機に変更します。

2 次のいずれかを行います。

• アクション > ImageViewer を選択します。

• 選択したジョブを右クリック（Windows の場合）または Ctrl キーを押しながらクリック（Mac OS の場
合）し、表示されるメニューから ImageViewer を選択します。

イメージプレビューを調整する

ナビゲータペインでイメージプレビューの表示を管理できます。イメージプレビューは、画面サイズに合うよ
うに拡大することができます。

ナビゲータペインの境界ボックスにはイメージプレビューで表示できる画像の一部が含まれています。境界
ボックスが見づらい場合は、編集 > 環境設定でボックスのカラーを変更してください。

1 イメージプレビューに表示される画像の一部の位置を変更するには、以下のいずれかを行います。

• ナビゲータペインで境界ボックスをドラッグする。

• 画像をドラッグする。

• 画像内の特定の位置のプレビューを中央に配置するには、Shift キーを押しながらその位置をクリックす
る。
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2 画像を回転させるには、次のいずれかを行います。

• 時計回りに 90 度回転させるには、回転アイコンをクリックする。

• 時計回りに 90 度、180 度、または 270 度回転させるか、プレビューを元の方向にリセットするには、表
示 > 回転をクリックし、適切な値を選択する。

回転はプレビュー上でのみ使用でき、印刷ジョブには適用できません。

3 （Fiery ImageViewer 4.0 の場合）画面を対角線上に分割して、調整を行う前後の画像を確認するには、ワイ
パーアイコンをクリックします。

対角線より上のラスター領域には編集後の画像が表示され、対角線より下のラスター領域には編集前の画
像が表示されます。画像をパンして、分割を修正前または修正後に移動することができます。画像がドラ
ッグされる方向に移動します。

Ctrl+Alt（Windows の場合）か Cmd+Option（Mac OS の場合）のどちらかとマウスのスクロールホイールを
使用して、ワイパーを画面内で移動できます。

4 イメージプレビューを拡大するには、表示 > フルスクリーンをクリックします。

ページのサムネイルおよび Viewer コントロールは非表示になっていますが、画面の左右にそれぞれカーソ
ルを持って行くと表示させることができます。

通常の表示に戻るには Esc キーを押します。

画像のサイズを変更する

画面下部のズームコントロールの他にも、画像のサイズを変更する方法がいくつか用意されています。

1 画像をズームして、画像内の各データピクセルを単一のピクセルとして画面に表示するには、表示 > ピク
セル等倍を選択します。

ピクセルの実際の表示サイズは、モニター解像度の設定によって決まります。

メモ：（Fiery ImageViewer 3.0 の場合）ジョブにハーフトーンシミュレーション設定が適用され、ズームが
100%以上に設定されている場合は、ハーフトーンのドットパターンと形状が表示されます。ドットパター
ンの頻度によって、ドットは複数のピクセルで構成されます。

2 ページ全体がイメージプレビューに合わせて表示されるようにズームアウトするには、ズームコントロー
ルの横にあるウィンドウサイズに合わせるアイコンをクリックするか、表示 > ウィンドウサイズに合わせ
るを選択します。

3 カーソルがある位置の周辺領域を拡大表示して、カーソルの動きに合わせて拡大表示を移動するには、拡
大鏡アイコンをクリックするか、表示 > 拡大鏡を選択します。
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画像内のカラー値を表示する

ImageViewer では、実際にプレスに送信されるカラー値でジョブを表示します。画像内の任意のポイントのカ
ラー値を調べることができます。

• 画像内のピクセルにマウスポインターを置きます。

各インクの値が分解ペインに表示されます。

適用範囲合計:には、サンプルされたラスターピクセルの色分解値（%）の合計が表示されます。

オブジェクトインスペクターを使用して、ラスターのピクセルの表示に使用されたオブジェクトタイプも表示
できます。詳細については、オブジェクトインスペクター（152 ページ）を参照してください。

オブジェクトインスペクター

オブジェクトインスペクターは、ラスター画像のピクセルが描画されたときのオブジェクトタイプを示しま
す。

サンプルされるピクセルの分解カラー値（%）も表示されます。オブジェクトタイプには、画像、グラフィッ
ク、テキスト、エッジのピクセル（エッジ強調のためにタグ付けされたピクセル）などがあります。サンプル
されるピクセルが複数ページオブジェクトの混合から描画された場合、オブジェクトタイプは不明のタイプと
して表示されます。

• オブジェクトインスペクターを使用するには、イメージプレビューペインでピクセルの上にカーソルを置
きます。

カラー置換

カラー置換を使用すると、出力するラスター画像のカラーを置き換えることができます。

メモ：カラー置換機能は、Fiery ImageViewer でのみ使用できます。

置換するカラーティント値を入力するか、置換する元のカラーをスポイトで選択することができます。次に、
カラー置換のティント値またはサンプルの置換カラーをスポイトで入力できます。

• カラー置換機能を使用するには、イメージプレビューペインで、元のカラーのピクセルの上にスポイトを
移動した後、置換カラーのピクセルの上にスポイトを移動します。適用をクリックして、変更を保存しま
す。

補正が適用されたら、合計 5 つの置換に 大 4 つの追加カラー置換を適用できます。カラー置換の順序を変更
してもよく、個々の置換を非表示または削除することができます。代わりに使用されるカラーは、履歴リスト
内のカラー置換を選択することにより、後で変更できます。

カラー置換の編集は、ジョブ内のすべてのページに全体的に適用されます。変更はジョブの印刷中に適用され
ます。

以下の点に留意してください。

• ジョブごとに 大 5 つのカラー置換を実行できます。

• 元のカラーを置換した後、曲線の変更が適用されます。このため、必ず、曲線を調整する前にカラー置換
を作成します。

• PDF ソフト校正では、ジョブで適用されるカラー置換の変更は表示されません。
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• 良の結果を得るには、カラー置換を適用するときに、Fiery ImageViewer で 100%でラスターを表示して
ください。ラスターを 100%未満で表示する場合、ラスタープレビューのアンチエイリアスが原因で、カ
ラー置換後の画像の端でノイズが発生することがあります。これは印刷には影響しません。

• 背景のオブジェクト（用紙の白色部分）のカラーは置換できません。

• カラー置換は、コンポジットオーバープリントオプションを選択して処理したジョブにのみ使用できます。

おもて面および裏面オーバーレイ

おもて面および裏面オーバーレイ機能では、面付け済みシートのプレビューを行えます。

オーバーレイオプションをシートワイズ、両面印刷機、ワークアンドターン、ワークアンドタンブルに設定す
ることで、4 つの面付けスタイル（ワークスタイルまたは印刷方法）をプレビューできます。

ほとんどの両面印刷プレス機では、両面がオンの状態で両面印刷ジョブを受信した場合、使用可能なおもて面
および裏面オーバーレイオプションは両面印刷機のみです。

両面プレス機の場合、おもて面および裏面オーバーレイ機能では、手動両面印刷の 4 つの選択肢か、ラスター
画像のジョブのプロパティウィンドウの両面プリントオプションで定義された面付けスタイルのどちらかが
表示されます。

どのような場合も、制御をオフに設定することで、おもて面および裏面オーバーレイプレビューを無効にする
ことができます。オーバーレイの制御はプレビューのためにのみ行うもので、ジョブの両面印刷設定は変更し
ません。

面を比較では、ジョブの任意の 2 つの面を比較できます。

表示モードについては、次の設定を調整できます。

• 連続階調では、面付けのトゥルーカラーでのプレビューを選択できます。

• カスタムでは、おもて面および裏面の面付けごとに、プレビューするためのカスタムカラーを選択できま
す。

• 不透明度(おもて)では、裏面を確認できるようにおもて面の不透明度を調整することができます。

• 不透明度(裏)では、裏面の不透明度を調整して、プレビューでの可視性を制御することができます。

画像位置

画像位置の機能を使用すると、グリッパーマージンなどのプレスの機械的要件に対応し、折り、裁断、とじの
仕上げワークフローでシートが適切に機能するように、面付け面のラスター画像を印刷素材に正確に配置する
ことができます。

Fiery ImageViewer を使用すると、オフセット数値やビジュアルな位置設定を使用してジョブを素材に正確に配
置することができます。Fiery ImageViewer には、素材のエッジのほか、プレスの印刷可能な範囲の境界線も表
示されます。

画像位置機能のメリットは以下のとおりです:

• 試行錯誤をしなくても、素材へのラスター画像の配置を確認できます。

• シートの印画領域を確認できるので、必要に応じて、面付けを印画領域の端に移動したり、面付けをクリ
ップがしたりできます。

• 面付けの位置を正確に設定できるので、プレスのグリッパーマージンに対応したり、仕上げ準備のできた
シートを製造できます。
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画像位置機能を使用するには：

1 原点 - オフセット計算の基準となる素材上の位置。選択肢は、素材の中央、印刷可能領域の中央、カスタ
ム印刷可能領域の中央、下端の中央です。 

2 オフセット（有効または無効にできます）- X および Y オフセットを設定して、素材上のラスター画像の
位置を決定できます。両面印刷プレスの場合は、おもて面および裏面オーバーレイがオフに設定されてい
ない限り、裏面オフセットの制御も可能です。

3 オフセット単位 - オフセットの調整に使用する単位（ミリメートルまたはインチ）を設定します。

4 おもてと裏の画像位置を合わせる - おもて面のオフセットが背面に逆に適用されるように、おもて面と裏
面の位置調整をロックします。

画像位置機能を使用する際は、以下の点に留意してください。

• 両面プレス機では、おもて面および裏面オーバーレイが有効になっている場合にのみ、裏面画像の位置を
制御できます。

• おもてと裏の画像位置を合わせるは、おもて面および裏面オーバーレイが有効な場合にのみ有効です。

色分解の表示と印刷

分解ペインでは、イメージプレビューに表示する色分解や、ImageViewer からジョブを印刷する際に出力に含
める色分解を管理できます。ページごとに異なる色分解を設定することもできます。

• 色分解を表示するには、次のいずれかを行います。

• どの分解を表示および印刷するかを指定するには、分解ペインの分解名の横にあるチェックボックスを
選択または解除します。

メモ：Fiery ImageViewer 4.0 では、分解ペインで選択されているかどうかに関係なく、すべての色分解を
印刷します。

• 現在選択されている分解を反転するには、表示 > 分解 > 選択範囲を反転を選択します。

選択範囲を反転させると、選択されていない色分解が新たに選択されます。たとえば、CMYK 分解が使
用可能でシアンとマゼンタが選択されている場合、その選択範囲を反転させるとイエローとブラックが
表示されます。

• すべての色分解をすばやく表示するには、表示 > 分解 > すべて選択を選択します。

ImageViewer Curves

ImageViewer Curves プリントオプションを使用すると、サーバー上にプリセットとして保存されているカラ
ー曲線の編集データを ImageViewer から適用できます。

Command WorkStation の ImageViewer は、Fiery server 上のジョブの CMYK 曲線の編集に使用できます。こう
した曲線の編集データはプリセットとして保存し、他のジョブに適用することができます。ジョブでプリセッ
トを選択するには、ImageViewer Curves オプションを使用します。

工場出荷時の曲線の編集データは、次の一般的なカラー補正に適用されます。

• 補正なし

• 低ハイライト
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• ミッドトーン強調

• シャドウ詳細

• C キャスト（シアン）低減

• M キャスト（マゼンタ）低減

• Y キャスト（イエロー）低減

ジョブが処理された後、編集データはジョブに取り込まれ、ImageViewer でそのジョブを表示しても編集デー
タとしては表示されなくなります。

曲線を使用して応答を編集する

カラー調整ペインで応答曲線を編集して、ジョブを正確に編集することができます。この機能では、ジョブの
色分解ごとに応答曲線をカスタマイズすることができます。

メモ：カラー印刷のジョブ用に曲線編集を作成した後は、ジョブを保存してから色相環タブに切り替えてくだ
さい。先に保存しなかった場合は、すべての曲線編集が失われます。

曲線をグラフィック表示で編集する

1 カラー調整ペインの曲線タブをクリックします。

2 必要に応じて、カラー曲線の表示方法を調整します。

• カラー曲線の表示/非表示を切り替えるには、特定のカラーブロックの下にある眼のアイコンをクリック
する。

• 特定のカラー曲線を選択するには、その曲線のカラーブロックをクリックして曲線を前面に表示する。

• Page Up または Page Down キーを使用して表示曲線を切り替える。

3 次のいずれかを実行します。

• 曲線上のいずれかの場所をクリックして、曲線にポイントを加える。

• 曲線上のポイントを望ましい応答の値までドラッグして、曲線を編集する。

メモ：Windows では、ポイントを選択し、矢印キーを使用してポイントをいずれかの方向に 1%移動させる
か、Shift キーを押しながら矢印キーを押して大幅に移動させることができます。

• 曲線上のポイントを削除するには、ポイント選択し、削除を押す。

ポイントを選択して、削除したいポイント上にドラッグする。

• Windows では、曲線上の一点を選択し、Shift キーを押しながら Page Up または Page Down キーを使用し
てポイント上を移動する。
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カラー曲線データを編集する

1 カラー調整ペインで曲線タブをクリックし、曲線編集をクリックします。

2 表示されるテーブルで、数値を編集します。

テーブルの各行は、グラフ内の編集ポイントに対応しています。

3 次のいずれかを実行します。

• 事前に定義されている行セットを表示するには、コントロールポイントリストからセットを選択します。

• 行を追加するには、空の行で入力します。

• 行を削除するには、行のどこかでクリックして、行の削除をクリックします。

色相環を使用して色を編集する

カラー調整ペインの色相環を使用して色を編集できます。

メモ：色相環を使用して行う編集は、曲線タブに切り替えた後も保持されます。一方、曲線を使用して行う編
集は、色相環タブに切り替える前にジョブを保存しないと、編集内容が失われます。

1 カラー調整ペインの色相環タブをクリックします。

2 色の範囲（ハイライト、すべて、またはシャドウ）をクリックして、編集する色の範囲を設定します。

メモ：色の範囲の選択は、明るさには適用されません。明るさは、常に色の範囲全体に適用されます。

3 色相と彩度を編集するには、色相環内の新しい場所をクリックします。

イメージプレビューに編集結果が反映されます。

4 色相、彩度、ブラック、または明るさのスライダーをドラッグして編集結果を微調整するか、スライダー
の右側に新しい数値を入力します。

カラー編集を 1 ページまたは全ページに適用する

現在のページからカラー編集をコピーし、ジョブの別のページまたは全ページに貼り付けることができます。

1 カラー調整ペインで曲線タブをクリックし、適用先をクリックします。

2 ページ番号を指定し、OK をクリックします。

ローカルファイルを使用してカラー編集を適用する

まず使用しているコンピューターのローカルファイルにカラー編集を保存します。そして保存先のファイル
から編集をインポートして、Fiery ImageViewer の現在のページに適用することができます。現在のページは、
同様のジョブまたは別のジョブのものである場合があります。
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メモ：Fiery server の種類によっては、カラー編集をサーバープリセットとして保存し、異なるジョブに適用す
ることができます。

ファイルにカラー編集を保存する

1 ファイル > エクスポート > カラー調整を選択します。

2 ファイル名を入力し、ファイルタイプを選択します。

3 ファイルの保存先を指定し、ファイルを保存します。

ファイルからカラー編集をインポートする

1 ファイル > インポート > カラー調整を選択します。

2 必要なカラー編集ファイルを選択します。

3 開くをクリックします。
現在のページにカラー編集が適用されます。

サーバープリセットを使用してカラー編集を適用する

お使いの Fiery server がこの機能をサポートしている場合、カラー編集をサーバープリセットとして保存でき
ます。プリセットを使用して、同様のカラー編集を Fiery ImageViewer の異なるジョブに適用できます。 Fiery
ImageViewer を使用せずに Command WorkStation のジョブのプロパティウィンドウから待機ジョブにプリセッ
トを適用することもできます。

メモ：使用しているコンピューターのローカルファイルにカラー編集を保存し、ImageViewer の異なるジョブ
に編集を適用することも可能です。

カラー編集をプリセットとして保存する

1 カラー調整ペインで、保存したいカラー編集を作成します。

2 カーブタブをクリックし、プリセット > 名前を付けて保存をクリックします。

3 プリセットの名前を入力して OK をクリックします。

プリセットがリストに追加されます。

メモ：カラー置換は、Fiery ImageViewer4.0 で使用でき、グローバルな修正としてプリセットに保存されま
す。カラー置換はページ単位で使用することはできません。
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ImageViewer のプリセットを使用してカラー編集を適用する

1 カラー調整ペインで曲線タブをクリックし、プリセットリストからプリセットを選択します。

2 ファイル > 保存をクリックします。
プリセットが現在のジョブに適用されます。

ジョブのプロパティのプリセットを使用してカラー編集を適用する

1 Command WorkStation のジョブセンターで、待機ジョブを選択し、アクション > プロパティをクリックし
ます。

2 カラータブをクリックし、ImageViewer Curves オプションからプリセットを選択して OK をクリックしま
す。

3 同じジョブを選択した状態で、アクション > 処理後待機をクリックします。
プリセットのカラー編集が処理済みのジョブに適用されます。

メモ：ジョブの処理後、カラー編集はジョブに組み込まれ、ImageViewer 上で編集として表示されなくなり
ます。

プリセットの削除

1 カラー調整ペインで、プリセットリストからプリセットを選択します。

プリセットが画像に適用されます。

2 プリセットリストで、画像に適用されたカスタムプリセットを選択し、削除をクリックします。確認画面
ではいをクリックします。
プリセットがリストおよび画像から削除されます。

Curve2/Curve3 ファイルからカラー曲線を適用する

CHROMiX Curve2、Curve3、Curve4（G7 キャリブレーションソフトウェア）で作成され、テキストファイル
としてエクスポートされた CMYK 応答曲線をインポートすることができます。Fiery ImageViewer で曲線をイ
ンポートすると、現在のページに適用されて、既存の応答曲線を上書きします。

標準フォーマットまたは Delta フォーマットのファイルを使用できます。

1 カラー調整ペインで曲線タブをクリックし、曲線編集をクリックします。

2 曲線をインポートをクリックし、曲線を含むファイルを選択し、開くをクリックします。
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編集したジョブを印刷する

ジョブを編集した後、そのジョブを印刷できます。

分解ペインで選択された色分解のコンポジットカラー情報が印刷ページに含まれます。ページごとに異なる
色分解を設定することもできます。

1 ジョブのページごとに、印刷する色分解を分解ペインで設定します。

2 ファイル > 保存をクリックします。

ソフト校正を PDF にエクスポートする

ソフト校正を PDF 形式で保存すると、他の時間や場所で表示できるようになります。PDF にエクスポートす
る場合には、ページ範囲と解像度を選択できます。

メモ：ソフト校正にはキャリブレーションの効果は表示されませんが、色はキャリブレーションの影響を受け
る可能性があります。また、ジョブで適用されたカラー置換の変更も表示されません。

ソフト校正は印刷用ではないため、ソフト校正の解像度はジョブの解像度と異なる場合があります。

1 ファイル > エクスポート > PDF ソフト校正の順にクリックします。

2 ページ範囲を指定します。ページ番号やページ範囲を複数指定する場合は、それらをカンマで区切ります。

3 解像度を選択します。

4 OK をクリックします。

5 ファイルの名前を入力します。ファイルタイプは常に PDF です。

6 ファイルの保存先を指定し、保存をクリックします。

メモ：カラー置換は Fiery ImageViewer 4.0 で適用できますが、PDF ソフト校正には表示されません。

モニタープロファイルと出力プロファイルを比較する

使用しているコンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合、Fiery Profile Inspector
を使用して、モニタープロファイルの色域とジョブ用の出力プロファイルの色域を比較するモデルを表示する
ことができます。

この比較により、より正確なソフト校正を行うことができます。また、Fiery ImageViewer の画像を印刷出力と
比較した場合のイメージを把握することができます。

Fiery ImageViewer を実行しているモニターの現在のモニタープロファイルが使用されます。 良の出力結果
を得るには、Fiery Color Profiler Suite を使用してモニターをプロファイリングします。

メモ：（Fiery ImageViewer 3.0 の場合）コンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場
合は、Fiery ImageViewer の環境設定のモニタープロファイルの作成をクリックし、Fiery Monitor Profiler で新
しいモニタープロファイルを作成することができます。

• Fiery ImageViewer で表示 > モニタープロファイルと出力プロファイルを比較を選択します。
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Fiery ImageViewer の環境設定

カラー印刷のジョブでは、単位やモニタープロファイルなど、Fiery ImageViewer の環境設定を指定できます。

画像のサイズ（寸法）と解像度は画面下部に表示されます。

1 編集 > 環境設定（Windows の場合）または ImageViewer > 環境設定（Mac OS の場合）を選択します。

2 環境設定ウィンドウで環境設定を設定します。

• 単位 - 寸法と解像度を表示するときの単位を設定します。

• クリア」分解表示設定 - Fiery server が、C、M、Y、K 色分解だけでなく、クリアなワニス色分解もサポ
ートしている場合は、この設定を使用して、クリア色分解のマスキングカラーと不透明度を Fiery
ImageViewer に表示されるとおりに指定します。

• クロスヘアカラーピッカー - カラーブロックをクリックして、ナビゲータペインの境界ボックスの色を
選択します。

•（Fiery ImageViewer 3.0 の場合）モニタープロファイル - モニタープロファイルのオペレーティングシス
テム設定を表示するか、モニタープロファイルを選択できます。正確なソフト校正を行うには、使用モ
ニター用のプロファイルを使用する必要があります。

コンピューターに Fiery Color Profiler Suite がインストールされている場合は、Fiery Monitor Profiler でモ
ニタープロファイルの作成をクリックし、新しいモニタープロファイルを作成することができます。

•（Fiery ImageViewer 4.0 の場合）常に ImageViewer 3 を起動 - 現在および今後のセッションで Fiery
ImageViewer 3.0 を実行します。

Fiery ImageViewer 3.0 から Fiery ImageViewer 4.0 への変更点

Fiery ImageViewer 3.0 から Fiery ImageViewer 4.0 への変更点の説明。

1 Fiery ImageViewer4.0 は、OpenGL レンダリングアーキテクチャに基づいています。そのため、Fiery
ImageViewer 4.0 を使用するには、OpenGL バージョン 3.2 以上をサポートしているビデオカード/GPU が必
要です。この要件が満たされていない場合は、Fiery ImageViewer 3.0 が起動されます。OpenGL のバージョ
ンは、OpenGL Extensions Viewer などのサードパーティ製ソフトウェアを使用して確認できます。

• Windows 用 - http://download.cnet.com/OpenGL-Extensions-Viewer/3001-18487_4-34442.html

• Mac OS 用 - https://itunes.apple.com/in/app/opengl-extensions-viewer/id444052073?mt=

2 ビデオカードの制限事項のために Fiery ImageViewer 4.0 を起動できない場合は、Fiery ImageViewer 3.0 が起
動されます。

3 Microsoft リモートデスクトップ接続を使用してクライアントコンピューターにログオンしている場合は、
Fiery ImageViewer 4.0 を起動できません。リモートデスクトップ接続の場合は、通常、Fiery ImageViewer 3.0
が起動されます。

4 Fiery ImageViewer 4.0 で一度に開くことができるセッションは 5 つのみです。

5 Fiery ImageViewer 4.0 では、キャンバスの中央にラスターが表示されます。Fiery ImageViewer 4.0 には、中
央揃えの画像パン機能があります。

6 Fiery Color Profiler Suite をダウンロードするためのプロファイル情報を監視オプションは環境設定ウィン
ドウから削除されました。Fiery ImageViewer 4.0 では、複数モニターの場合も含め、モニターのオペレーテ
ィングシステムデフォルトプロファイルを使用します。
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7 ナビゲータペインでフォーカスがない領域はグレー表示になります。

8 ハーフトーンシミュレーションオプションはサポートされていません。

9 拡大鏡ツールはサポートされていません。

10 モノクロ製品では、Fiery ImageViewer 4.0 はサポートされていません。代わりに、Fiery ImageViewer 3.0 が
起動します。
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